


















































100万回死んでも少女は死体回収屋の苦労を知らない
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















口絵・本文イラスト　ゆーぽん（ニトロプラス）
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一章　回収屋の苦労を考えない少女と出会いました

二章　せめてふつうに死ねよ、な？

三章　本当は誰にも死んでほしくないんだ

四章　そしてぼくらはわかりあう──!?

エピローグ




　あとがき







　プロローグ







　メダルシアン王国には、神がつくったといわれる広大深しん淵えんな地下迷めい宮きゆうがある。凶きよう暴ぼうなモンスターやデストラップの宝庫だ。そこに命を賭として潜もぐる者たちがいる。種々雑多な宝物も魅み力りよく的だが、なにより、最さい奥おうに眠ねむるという『神の遺産』の伝説がやつらを駆かり立てる。

　冒ぼう険けん者しや──死んでも生き返ることのできる稀け有うな才能を、先天的に生まれもつ人間だ。もし死んだらおわりじゃ、だれも冒険なんかしない。死ねるからこそ、冒険するのだ。

　冒険者は金になる。それに気づいたやつらが集まった結果、迷宮のそばに街が生まれ、あっというまに大きくなり、いつからか攻こう略りやく都市と呼ばれるようになった。

　この攻略都市には、この街でなければ成立しない、めずらしい職業がある。

　死体回収屋──その名のとおり、迷宮で死んだ冒険者を拾い、街へと持ち帰ることで金を稼かせぐ者たちだ。いわば、冒険者に寄生ハイエナしている連中。

『冒険者は金になる』

　それは攻略都市の住民たちの合い言葉。だが、回収屋の場合、文言はこう変わる。

『冒険者の死体は金になる』







　一章　回収屋の苦労を考えない少女と出会いました







　地下迷宮の、薄うす暗ぐらく不気味な通路を、ひとりの少年が歩いている。

　新米死体回収屋のブリッドである。

　鋼はがねのようにひきしまった肉体を軽装につつみ、顔にはまだあどけない幼さを残し、剣けんとロープを携たずさえて、そして、死体回収屋専用の上着を着ている。

　その日も死体拾いのお仕事に勤いそしんでいたブリッドは、ふと、その場で立ちどまった。

　なんかヘンだ……みょうな気配がする……

　辺りの様子を窺うかがう。

　得体のしれない染しみでどす黒く汚よごれたコンクリートの壁かべ。松明たいまつの明かりに照らされて、床ゆかがぬらりと鈍にぶく光る。迷宮の廊ろう下かは、不気味に暗く、静かだ。いつもどおりに。

　気のせいか……？

　ブリッドは首をひねって、じめじめした生ぬるい空気を軽く吸いこんだ。

　ここは地下一階。ブリッドにとっては庭のようなもので、目を閉じていても帰りつけるほど、知り尽つくしている。とくにいつもと変わったところはないように見える。

　今日は空から振ぶりだった。いちにちじゅう迷宮を歩きまわっても冒険者の死体を見つけられなかった徒労感が、ありもしない気配を生んだのかもしれない。

　死体回収屋といっても、ほんとうに死体そのものを拾うわけではない。回収屋が探すのは、棺ひつぎだ。すべての冒険者は、けっこうなお値段を払はらって教会と契けい約やくすることで、棺化のちからを得る。払わなくてもいいと教会はいう。が、払わなきゃ登録させてもらえない。

　結局、冒険者の側に選せん択たく肢しはない。教会にとっても、やっぱり冒険者は金になる。

　ふっかけられているとはいえ、棺の効果は絶大だ。

　さすがの反則人間も死体がバラバラになってどこかへいってしまえば生き返りようがないが、契約していれば、死亡した瞬しゆん間かんに棺化して神に護まもられる。内部では時間が止まり、もし回収屋以外の生物が棺に触ふれれば、とたんに弾はじき飛ばされて、全身が痺しびれてしまう。

　そのおかげで死体をモンスターに食くい荒あらされたりしないし、腐くさって土に還かえったりもしない。復活の才能のないブリッドからすれば羨うらやましいかぎりだ。

　さて。

　気のせいかもしれないと思いながらも、ブリッドは念のため、もういちど周囲を窺った。なにが起こっても即そく座ざに対応できるように、壁を背に、腰こしを浅く落とし、警けい戒かい姿勢をとり、剣の柄つかに手をかける。

　一見、なにもいない。人もモンスターも。ぱちぱちと松明の燃える音だけ。

　どこがおかしいのかわからない。根こん拠きよはない。けれども、異様な悪お寒かんがする。

　もしかしたら闇やみのなかに未知のモンスターが潜ひそんでいるのかもしれない。そこまで想定しているブリッドに油断はない。

　と──背後に気配。

　ブリッドは反射的に飛び退のきつつ体を反転させざま、抜ぬき放った剣を突つきつける。

　ものいわぬ壁に。

　……なにやってんだ、ぼくはアホか！　壁を脅おどしてどうする！　恥はずかしさのやり場もなく、ブリッドは剣を納め、壁から目をはなそうとした。

　だがそのとき。突とつ然ぜん、壁の表面が湯のごとくボコボコと沸ふつ騰とうしはじめた。呆あつ気けにとられたブリッドが固まっているうちに、動いていた部分が変化していく。

「なん、だよこれ……」

　それまで、なんの変へん哲てつもなかった壁に扉とびらが現れていた。

　重くてぶ厚い金属扉。表面に複雑な模様レリーフが浮うき彫ぼりになり、ほのかに青白い輝かがやきを放っている。

　こんな扉……見たことも聞いたこともない。すこし迷ったが、そっと模様に手を触れてみた。すると、扉は音もなく消えた。開けた空間から古い匂においがかすかに漏もれてきた。

　入ってみよう──そう思う。こんどは迷わなかった。

　中に入って、ブリッドは夢む幻げん的な光景に目を奪うばわれた。

　四方の壁が、さっきの扉と同じくぼんやりと青白い燐りん光こうを放っている。どういう原理かわからないが、そのおかげで廊下よりも明るい。内部は狭せまく、数歩も歩けば向こう側の壁に行きあたってしまいそうだった。

　ものめずらしさに室内を見回していたブリッドの目が、ある一点に引きよせられる。壁に寄りかかるようにして、静かに立っている棺に。

　一目で、わかった。探し求めていた旧型の棺だと。

　ブリッドの胸の内で胸が高鳴った。もしかしたら……と、はやる気持ちを押し殺しながら近寄ってみる。

　やはり。昔よく見たタイプの棺だ。記き憶おくがたしかなら、三年前に使用は全ぜん廃ぱいされたはずだ。うずたかく積もっている埃ほこりを払い、外側をくまなく調べる。現行の棺には必ずあるはずの、個人を識別するための情報がどこにも記されていない。

　ぎゅっ、と拳こぶしを握にぎりしめる。落ちつけ……まだ、そうと決まったわけじゃない……期待するな……実際に、復活を目まの当たりにするまでは。

　自分に言い聞かせながら、ブリッドは肩かたにかけたロープを下ろして、棺にくくりつけて背負った。青白い床を踏ふみ、足早に部屋を出る。

　そのとき、また違い和わ感がした。振りかえって驚おどろく。

　忽こつ然ぜん。たったいま通り抜けたばかりの扉が、もとのように壁にもどっていた。最初からそんなものは存在しなかったとばかりに。

　ブリッドは、しばらくその場を動けなかった。




　地下迷宮から地上にもどった。迷宮への階段を覆おおう、円形の岩のドームを出ると、もう空は朱しゆ色いろに染まっていた。

　湿しめっぽい地下に長時間潜っていたブリッドの肌はだに、夕暮れの乾かわいた風が吹ふきつけてくる。

　心地ここちよかった。緊きん張ちようがほぐされていく気がした。

　ブリッドは岩のドームがある丘おかから下界を見下ろした。眼下には三角形の街並みが広がっている。

　攻略都市──冒険者とそれに付ふ随ずいするさまざまな人種が集つどう街。

　建設されたのはたかだか三十数年前なのに、はやくも人口が十万を超こえ、王国第二の都市へと成長を遂とげている。さらに現在でも南の新市街ではつぎつぎと新しい建物が建てられつづけている。街の中心部には城と見まがうようなばかでかい建造物がある。他の建物はその半分の高さもない。

　聖大樹教会──

　荘そう厳ごんな聖堂の中央から、何十本もの尖せん塔とうが空に伸のびている。しかし、塔に見えるものはすべて樹きなのだ。

　また風が吹いた。さっきよりも涼すずしい気がした。そろそろ街にもぽつりぽつりと赤い点が灯ともりはじめている。

　ブリッドは丘からまっすぐに伸びる石いし畳だたみを歩きおりる。地下迷宮のある街はずれの丘から、街までは歩いてたったの十分ほど。でも、南の新市街についたときにはいつもの倍以上の時間がかかったような気がした。

　大通りにはいくつもの松明が掲かかげられ、街路を行き交かう人々の頰ほおを赤く染めている。夜を迎むかえても繁はん華か街の活気は衰おとろえる様子もない。

　物々しい武器防具に身をつつんだ屈くつ強きような冒険者たち。それを呼びこむ酒場や宿屋の店員。残りものをたたき売りしはじめる屋台の親父おやじ。

　生せい還かんした冒険者たちが一日の疲つかれを癒いやし、明日への活力をたくわえるためにうろつくこの時間帯は、商店や酒場を営む者たちにとって稼ぎどきといえるだろう。

　南北を貫つらぬく大通りには無数の宿屋、酒場や定食屋、各種の商店などが軒のきを連ね、深夜でも人通りが絶えることはない。

　ブリッドは、前から横並びに歩いてきた酔よっぱらい集団をよけるついでに、棺ひつぎを背負いなおした。もし棺が一いつ般ぱん人に触れれば、とんでもない騒さわぎになりかねない。

　歩くうちに、大通りの新市街側の突きあたりの教会前広場に行きあたる。

　聖大樹教会の、円形の大聖堂の中央から樹が幹を伸ばしている。奇き妙みようなことに樹々には葉も花も、枝すらもない。

　この時間だから、すでに一般の礼拝者用の正門はかたく閉とざされている。

　その脇わきに立ちはだかる、二対ついの天使像が、不ふ審しん者の侵しん入にゆうを拒こばむように険しい目で地上を睥へい睨げいしている。

　まあ、開いていようがいまいが、回収屋が正門から入ることは許されていないのだが。

　ブリッドは教会の裏手にまわりこむ。アーチ状の小さな裏門をくぐる。回かい廊ろうを足早に通り抜けていく。あけっぱなしの扉から、広間へ入った。

　清潔だけど、殺風景な室内。薄うす暗ぐらくて、がらんとしている。白い漆しつ喰くいの壁にすえつけられた燭しよく台だいではロウソクがぽつりぽつりと赤く光り、とぽとぽと水音がさびしく響ひびいている。そして、部屋の中央には、大浴場の浴よく槽そうのようなプールがある。

　巨きよ乳にゆうでくっきりくびれ。スタイル抜ばつ群ぐんの天使像が捧ささげもつ水みず瓶がめから、つねに注がれる聖水のおかげで、絶えずプールからは水が溢あふれでて、床ゆか下したの排はい水すい溝こうに吸いこまれていく。

　一説では、大聖堂の中庭に生えている大樹たちは、土ど壌じように流れた聖水を吸いとって、巨大に成長したとまことしやかにいわれている。まあ、みんな好きなように推論を言いたてるから、真相は定さだかでない。

　ここは復活プール。回収屋たちはそう呼んでいる。正式な名前はブリッドも知らない。

　ブリッドは、さっそくロープの結び目を解こうとしたが、焦あせりのためか指がもたつく。もどかしい。ついつい舌打ちしてしまった。

　焦りのせいでもっと指が汗あせでぬめり、雑になってしまう。ようやく背中から棺を下ろし、慎しん重ちように床に置くころには、額にびっしょりと汗をかいていた。

　棺を、あらためてチェックする。

　現行の棺には、かならず記き載さいされているはずの個人識別情報がやはり、どこにも見当たらない。この棺は、間ま違ちがいなく三年以上前に失踪ロストしたものらしい。

　ブリッドは棺を持ち上げて、プールの水面に差し入れていく。棺はゆっくり沈しずんでいく。ごとりごとり。棺の角が二度ほど水底で小さな音を立てた。あとは、復活まで待つだけだった。

　最初は壁に背をあずけて待っていた。無意識に、踵かかとで床を何十回も踏んでしまった。

　だが、しばらく待っても変化がないので、そのうちに座りこんだ。ついには我が慢まんできずに立ちあがって水中の棺を覗のぞきこんでいた。

　やっぱり、変わりはない。水瓶から注がれる聖水のせいで波立つ水面の下で、棺がゆらゆらと揺ゆれている。

　時間の流れがやけに遅おそい。この時間帯にはめずらしく、他に回収屋も冒ぼう険けん者もいないからかもしれないが、期待感でいっぱいのブリッドには永遠にも等しい長さに思えた。

　やがて。

　突とつ然ぜん、水中で青白い爆ばく発はつが起こった。

　瞳ひとみが暴力的な閃せん光こうに刺さされる。ブリッドは目を開けていられなくて、きつく瞼まぶたを閉じた。

　ざぶん！　なにかが水をはねあげる音。

　頰が濡ぬれるのを感じて、ブリッドは強ごう引いんに両目を開き、

「えっ？」

　ぽかんと口をあけ、思わず目を奪われた。

　とんでもない美少女が、白い肌もあらわに立っていた。

　肩までのびた栗くり色いろの髪かみは濡れて頰に張りつき、毛先からぽたりぽたりと水を滴したたらせている。華きや奢しやな肩がゆるやかに上下する。おどろくほど滑なめらかな白い皮ひ膚ふのうえを水がつつぅと筋を引いて流れていく。そして、淡あわいふくらみの胸──

　うつむきがちに立ちつくしていた少女が口をひらいた。

「ぶはぁ！　死ぬかと思ったぁっ!!」

「いや、死んでたぞ」

　とっさにツッコむことで、ブリッドは我に返り、そしてがっかりした。

　あのひと、ではなかった。期待が大きかっただけに、落らく胆たんは大きい。

　少女は不思議そうに目をしぱしぱと瞬しばたたかせ、

「ふぁあ」

　とあくびまじりに自分を眺ながめおろした。

「!?」

　信じられないとばかりに顔を上げて、もういちど、あらためて自分を見下ろす。

「ひゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！　はだかぁっ!?」

　どぼん!!

　悲鳴とともに少女は頭までプールに浸つかった。

　ぶくぶくと水面に泡あわが浮いた。

　しばらくして、ちゃぽんと首から上を水面に出した少女は桜色のくちびるを尖とがらせて、

「ねぇ……みた？」

「……………………見えてねえ」

　ばっちり見ました！　とはさすがに言えないけど、見てないと答えれば噓うそになる。

「みたんだ……」

　少女は恥はずかしそうにぶくぶく泡を立てた。水中でうなっているようだ。

　気まずい沈ちん黙もく。

　こっちに非はない。事故だ。でも、見えてしまったのもまた事実。というわけで、ブリッドが謝ろうと思ったとき、先に少女が口をひらく。

「あーもう！　なんでこうなったんだよぅ！」

　と、少女は、また、ぶくぶくと泡を立ててから、

「……………………キミ、名前は？」

「ブリッドだけど」

　ぱしゃり。少女の指が、勢いよくこちらをさした。

「覗きだ！」

「…………は？」

「ブリッドくん。これは、覗き事件だよ。そしてキミは容疑者だ！」

「なにいってんだ。そっちが勝手に裸はだかで現れたんだろ。事故だ！」

「じーけーんだ！」

「事故だ！」

「うるさいうるさい！　キミは覗かれたわたしの気持ちがわからないんだっ！」

「だから覗きじゃねえ。だいたい、なんで裸なんだよ!?」

　棺化した冒険者は、生前、身につけていた装備のまま復活する。つまり、復活時に裸ということは、死ぬまえも裸だったということになる。

「そんなの、わたしが知るわけないじゃん！」

「本人が知らなきゃ、だれが知ってんだよっ!!」

「だれが知ってるのか知ってるひとを知らない！」

　だめだこいつ……意味わかんねえ……ブリッドは対話をあきらめた。

　ふと、少女が首をかしげて、

「でも、ほんとに、なんで裸なんだろう……？」

「マジでわかんないのか？」

「うん。さっぱり。あと、ちょっときくけど、ここってお風ふ呂ろなの？」

　こいつ、神聖な復活プールをなんと心得てやがる。

「ちがうにきまってんだろ！」

「えー。だったら、ここはどこなんだよう。お風呂にしか見えないんですけどー」

　ぶーぶーいって、少女はきょろきょろする。

「どこって…………復活プールだ」

「ふんふん。ふっかつぷーるね。うん、で、それってなんだっけ？」

「はぁ？」

　ブリッドは、あらためて少女を見つめた。

　冒険者なら、自分の生命の根幹に関かかわる復活プールのことを、知らないわけがない。

　そして、聖水で復活した以上、こいつは冒険者だ。すっとぼけているのかもしれないが、そんな無意味なことをする理由もない。

「復活プールは、死んだ冒険者を生き返らせる場所だ」

「へー、じゃあわたしって冒険者なんだぁ？」

　なぜか楽しそうに笑う少女に、ブリッドは困こん惑わくした。

「……きみは？」

「むー？」

「名前」

「あー。ニナだよ」

「じゃあニナは、」

「ちょちょ、ちょっと待った！」

　ニナが、あわてたようにばしゃりと水中から手を出して言葉を遮さえぎった。

「わたし……ニナっていう名前なんだ？」

　なに言ってんだこいつ。

「それで、たぶん、冒険者……なん、だよね……？」

　ニナは自信なさそうにつぶやき、くちびるに指を当て、

「うーん。いまいち思いだせん……」

「おい、頭だいじょうぶか？」

　もしかして、とブリッドは閃ひらめいた。

　ふざけているのでなければ、復活酔よいかもしれない。復活したとき、錯乱状態パニツクに陥おちいる冒険者がまれにいると小耳に挟はさんだことがある。

　自分が誰だれだかわからない。それは、どういう気分になるんだろう？　ブリッドはまったく想像できなくて、気の毒に思った。

　しばらく考えこんでいたニナだったが、

「ま、どうでもいっか」

　と、びっくりするほど軽い調子で言った。

　ブリッドはふぅと一息ついた。

　復活したのが捜さがしていたあのひとと別人だった以上、ここに留とどまる理由はない。いる意味がない。本人もどうでもいいと言っていることだし、帰ろう。

　で、ブリッドは出口に歩きだした。

「おや。どこ行くの？」

「帰るんだ」

　後ろからの声に、ブリッドは振ふりむかずに答えた。

「え？　え？　え？　だって、わたし、キミしか知らないんだよ？」

「そんなん知るか」

　すると、背後でばしゃりと水音。

「やだ！　やだ！　やだ！　つれてってぇ～！」

　振りむけば、ニナがどたどたと迫せまってきていた。飛びつかれそうになったので、ブリッドはとっさに体をさばいて身をかわした。

　どてん！

　勢い余ったニナは盛せい大だいにすっころんで、コマのように回転しながら床ゆかの上をずりずり滑すべっていく。んで、がつんと壁かべにぶつかってようやく止まった。

　うつぶせのまま、ぴくん、ぴくんと瀕ひん死しの魚のように痙けい攣れんする。

「お、おい？」

　さすがに心配になったブリッドが近寄って手を差し伸のべようとすると、ニナの顔がぐりんと上を向いた。涙なみだ目めだった。

「おいてくなぁっ！」




　旧市街大通りの北──歓かん楽らく街。

　顔を赤くした酔っぱらいや、大きく胸の開いた艶あでやかなドレスを着た夜の女たちがちょっとした騒さわぎに足を止め、好こう奇きの目を向けてくる。

　ブリッドは歩きながら顔をしかめた。

　いつもなら、そんなことはちっとも気にならない。飲み屋や怪あやしげな店が居並ぶこの界かい隈わいは一晩中騒がしく、揉もめ事のひとつやふたつはめずらしくもないからだ。だが、今夜は意味合いがちがう。

　なぜなら、その騒ぎの渦か中ちゆうに自分がまきこまれているのだ。

「おいてかないでしょ！　ふつーおいてかないよっ！」

　よく通る──というか、やたらとばかでかい声が街路に響ひびき渡わたる。

　何人かの通行人がぎょっと振りむいた。

「見捨てるんだ……見捨てるんだ！　見捨てられるんだわたし！」

　ブリッドの後ろでわめきつづけているのは、ニナだ。

　上半身にガウンを羽織り、胸むなもとを両手でひっしと重ね合わせている。

　着るものもないのはさすがに気の毒だと思ったブリッドは、教会僧そうのガウンを渡した。だが、ひどい判断ミスだった。まさか、歩く騒そう音おん装置についてこられるとは……

　通行人が何事かと目を向けてくる。ブリッドは肩かた越ごしにニナに言う。

「静かにしろ。恥ずかしいだろ」

「ほぅら、ほぅら！　見捨てられるぞ────！」

「ガキかよ！」

　より一層声を張り上げたニナに、ブリッドは辟へき易えきした。

「見捨てられるなんて、すごい！　ある意味貴重な経験だよ！」

　ニナは拳こぶしを振りあげて、もはや方向性を見失った発言をした。

　すこし前を行くふたり連れの女性冒ぼう険けん者しやが、こちらをしきりに振りむきながらなにかを話しあっている。ひそひそ話のつもりのようだが、だだ聞こえだ。

「ね、なに揉めてんの、あの子たち」「手ごめにされた女の子が冷血男に捨てられそうになってると見た。あたしのマイ予想」「サイテーね」「サイテーだぁね」

　いやちがうから、あたしのマイ予想ってなんだよ、とブリッドは心のなかでつっこみ、しかたなく歩を止めてまだわめいているニナに振りかえった。

「もうついてくんな」

「え、なんで？　なんでなんで！」

「ぼくは回収屋だ。冒険者と遊んでるヒマなんかない」

　ニナがショックを受けたように目をおっきく見開いた。

　冷たい言葉かもしれない。けれども、回収屋が生きた冒険者と個人的に接するのはタブー。それが回収屋の暗あん黙もくのルールだ。

　冒険者の側でも、自分たちの死体を拾って金を稼かせいでいる連中を好ましく思わないのだろう。ふつうは回収屋と積極的に関わろうとしない。そんなことも忘れているとは、やはりかなり重度の復活酔いらしい。

　だが、ニナは口に手を当ててなにかを考えているような顔つきだ。単純にショックを受けたというわけではなさそうだった。

　そのとき。

「わかったよ！」

　弾はずんだ声のニナが晴れ晴れとした顔をブリッドに向けてくる。

「ど、どうした？」

「わたしは冒険者だったんだ！」

「え、あぁ……さっきからそう言ってたよな、何度も」

「うんうん。たしかに。ブリッドの言うとおり、わたしは凄すご腕うでの冒険者だった」

「凄腕とは一言も言ってない。むしろ、ぼくはおまえのことなんて知らねえ」

「そっかそっかー。なんか通行人のみなさんがこっちを見てくるなぁと思ったけど、わたしって有名人だったんだよねぇー」

「騒いでるからだぞ！」

　ニナはガウンを羽織り、復活プールから勝手に持ち出したサンダルを履はいているだけ。お尻しりまでは申し訳程度に隠かくれているものの、松明たいまつの明かりでうっすらと赤く染まった太ももはやはり目立つ。

「おっはよーみんなー！　今日もいい天気だねー！」

　ニナはその場で小刻みにぴょんぴょん跳とびながら、手を振った。

　目があってしまった通行人が見てはいけないものを見てしまったかのように目をそらして、そそくさと歩き去っていく。

　当然だ。いまは完全無欠の夜で、おはやくもなければ、いい天気もへったくれもない。どっからどう見てもやばいひとだ。言った先から騒ぐな、ちょっとは話を聞けよ、とブリッドはほぞをかんだ。

　ニナは無む辜この通行人にひとしきり脅きよう威いを与あたえてから、

「よっし！」

　と、満足げにガッツポーズした。

　なにがよいのか、ふつうの思考回路の持ち主であるブリッドにはさっぱりわからないし、べつにわからなくてもいいやと投げやりに思った。

　やがて。

「それじゃ、つぎも頼たのむよぉ！」

「え？　なにが？」

　ブリッドの問いにかまわず、ニナはきびすを返して走りだした。

「おい、どこに？」

「迷めい宮きゆう！」

「もう夜だぞ。あと、つぎってなんだ！」

　ニナが立ち止まり──

　くるり。

「わたしの裸はだかの鑑かん賞しよう料は、回収百万回ぶんだよっ！」

　くるり。

　にこやかな笑え顔がお。ブリッドが呆あつ気けにとられているうちに、後ろ姿は軽かろやかな足取りで夜の雑ざつ踏とうに紛まぎれていった。

　とたんに、目の裏に、白く細い肢し体たいが浮うかんできた。

　いやいやいや消えろ、消えろ、消えろ！

　ぶんぶんと頭をふって強ごう引いんにその映像を打ち払はらおうとする。ブリッドが自分の煩ぼん悩のうに打ち克かったときには、ニナの姿はもう人波に消えかけていた。

「勝手に見せたくせに、鑑賞料ってなんだよ！　迷めい惑わく料欲ほしいくらいだ！」

　大声で叫さけんでから、気づいた。周囲の痛々しい視線に。

「ムリヤリ裸を見たんだとよ！」「しかもカネ取る気だぜ……」「サイテーとおりこして外げ道どうですわ、あの顔は」

　ブリッドはそそくさとその場をはなれた。

　それにしてもどんだけ死ぬつもりなんだ、あいつ。なんだった、あれは。頭の中身がお花畑しちゃったのかな。春だし……

　あの方角は新市街の南。地下迷宮のある方向だ。

　まさかな……いくわけないよな……
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　街はずれの丘おか。

　魔ま法ほうの永続効果で燃えつづける松明が、青黒い石いし畳だたみの上を街から走りよってくる少女の人ひと影かげを浮かび上がらせた。

　息を弾ませた少女は、岩のドームの手前で立ちどまり、華きや奢しやな肩を上下させる。

「これが迷宮の入り口かー。ぜんぜん覚えてないね」

　地下迷宮の入り口階段をすっぽりと覆おおうドームには、一いつ箇か所しよだけ出入り用の空くう洞どうがある。

　少女は迷いもなく内部に歩を進め、

「むー。けっこう暗いな……」

　と、つぶやき、周囲を見み渡わたす。

　ドーム内の光源は、階段そばにかかげられた松明ひとつしかなく、ほとんど真っ暗だ。地下から出てくるのならともかく、夜間に迷宮に潜もぐろうとする者はほとんどいないからだ。

「よーし。攻こう略りやくしてやるぞっ、迷宮め！」

　下り階段を目がけて、少女はずんずんと歩きだした。

　全身に謎なぞの覇は気きが満ちあふれている。

　つぎつぎ湧わいてくるモンスターを片かたっ端ぱしからなます切りにして、一夜にして地下うん十階まで攻略して、そして、翌朝には喝かつ采さいとともに出で迎むかえた下しも々じもの民衆たちに迷宮の完全攻略を宣言する。

「勝った！　かんぜんに勝ったぞしょくん！」

　脳内におしあわせな妄もう想そう戯ぎ画がを描かき、前を見ずに夢を見ていた少女がつんのめった。

「床ゆか消えたっ？」

　べつに床は消えていない。ただ、階段の一段目で足を踏ふみはずしただけだ。

　手をばたつかせて、なんとかバランスを取り戻もどそうとする。

「とうっ！」

　強引にぴょんとうしろにジャンプ。が、前のめりだったせいで、うしろかえる跳びのようになり、半回転。頭が下になる。そして、着地点には──

「げぶっ……」

　少女は棺化しぼうした。

　鋭するどく尖とがった階段の角はときとして凶きよう器きになりうる。
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　ブリッドは、自分の意思に反して大通りを歩いていた。

　あいつだって、こんな時間に迷宮にいくわけがない。復活酔よいのせいで錯さく乱らんしていただけで、今いま頃ごろはどこかの宿で眠ねむりこけているはずだ。

　そう思っているのに……

　なぜかいま、ブリッドの足は新市街を南に向かっていた。下宿のある旧市街の北地区ではなく、丘の迷宮へ。

　呪のろいにでもかけられたんじゃないか？　ちょっぴり心配になった。

　街を出た。この時間だからブリッドの他ほかに街はずれへ向かうやつはいなかった。

　武器も防具もなく、ほとんど裸同然の姿で迷宮に入ったとしたら、せいぜい地下一階でモンスターにやられているはず。それなら、かんたんに拾える。

　丘を登り、岩のドームに入る。

　と。『それ』は入り口階段の上にあった。

「はぁ!?」

　ブリッドはつい大声をあげた。

　さっき見たばかりの旧型の棺ひつぎが、迷宮への入り口をふさぐように、やけに堂々と立っている。

「せめて階段くらいおりろよ！」

　思わず死体につっこんでしまった。

　迷宮に入りもせずに死んでいる冒ぼう険けん者しやははじめてだ。ある意味、新しん鮮せんだ。

　ブリッドは半笑いで、ニナの棺にロープをくくりつけ背負った。攻略都市に引き返し、教会の復活プールに放ほうりこむと、さっさと歩きだした。

　今度はもう復活を待つ理由がない。というか、復活する前に立ち去りたい。

　これ以上、謎のやばい冒険者につきまとわれるのはごめんこうむりたかったし、それにだいぶ遅おそくなってしまったから、家路を急ぎたい気持ちもあった。

　聖大樹教会を出た。
















　大通りを北に歩き、旧市街の北地区に近づくにつれて人通りが減っていく。この辺りは古い住宅街で、迷宮から遠く、不便だからだ。下宿がある裏路地についた頃ころには、もう人影はまばらだった。

　下宿の魔法道具屋についた。

　店のガラス窓から漏もれる明かりが石畳に影かげをつくっている。その明かりに背中を照らされて座っている小こ柄がらな女の子の姿があった。

　几き帳ちよう面めんに切り揃そろえられたショートカットの髪かみとぶかぶかのローブ。手持ち無ぶ沙さ汰たなのか、体に合わない長い杖つえでかつんかつんと石畳を打っている。

　ブリッドが下宿している魔法道具屋の娘むすめ兼けん店主のアグニスだ。まだ十三歳なのに店を切り盛りしている。ブリッドは三年ほど前から店の二階の部屋を借りてお世話になっているのだが、とても二歳も年下とは思えないほどしっかりしている。

　予告もなく帰りが遅くなると、いつもああして表で待っている。

　ひどく寂さびしそうに。夕食も食べずに。

　先に寝ねていてくれと何度言ってもかたくなに聞かない。ゆえあって、現在アグニスには家族がいないのだが、そのことも影えい響きようしているのかもしれないとブリッドは思っていた。

　こちらが気づくのと同時に、あちらもブリッドに気づいてぱっと顔を輝かがやかせた。

「ブリッドさぁん！」

　アグニスは店の扉とびらに杖を立てかけて、腕うでを体の横につけたままててててと早歩きする。独特な歩きかただが、本人はあれでも走っているつもりらしい。

　ブリッドも早足になる。

「ごめんアグニス。待った？」

「ぜんぜん待ってませんから。それより、お夕飯が冷めてしまいますの」

　アグニスは、ブリッドの手を小さな手で握にぎる。ぐいぐい店に引っ張っていく。やわらかくてちいさな手にブリッドは安心感を覚えた。

「今日の献こん立だてはなにかな？」

「ブリッドさんのお好きな羊肉のローストです」

「おいしそうだね。楽しみだ」

「とーぜん。おいしいのです。えっへん」

　アグニスが店のドアを開けると、りん、と鈴すずの音がした。ブリッドもアグニスの後について店に入る。

　と、出迎えたのは、にゃーにゃーわんわんと大合唱する犬と猫ねこ。

　捨て猫、捨て犬の類たぐいを見ると放ほうっておけない性格のアグニスが毎回拾ってくるものだから、いつのまにか大所帯になっているのだ。

　ブリッドは床を駆かけまわる犬猫を踏みつけないように、慎しん重ちように足を運ぶ。

　魔法道具屋の中は狭せまい。両サイドの壁かべぎわに棚たな、中央に背の低い長机が並んでいるのだが、二本の通路は人ひとりがようやく歩けるほどだ。

　棚には得体の知れない瓶びん詰づめの液体、トカゲや虫の干物、鈍にぶく発光する宝石などがひしめきあっている。机の上には貴重な魔法道具があり、一見乱雑だがよく見ればかなり整然と陳ちん列れつされている。

　天てん井じようには太い梁はりが渡され、そこから『蛍竜の尻尾テールライト』が吊つるされ、店内を明るく照らしている。竜りゆうの生命力で、一ひと月つきは光を発する優すぐれものだ。

「なんで遅くなったんですの？」

　アグニスはしゃがみこみ、じゃれついてくる犬の首を撫なでた。

「うん。ちょっと、いろいろあってさ……」

「いろいろ？　どういうことです？」

「うん、まあね。いろいろ」

　ブリッドは言葉を濁にごした。

　今日の出来事は、自分でもまだ咀そ嚼しやくできていない。とても説明できそうもない。

「でも、ブリッドさんが無事でよかったです。今夜こそ、帰ってこないかもって。パ……父みたいに……」

「ばかだなぁ。ぼくが帰ってこないわけがないじゃないか。心配しすぎだよ」

　アグニスはあいかわらず犬の首を撫でている。

　背中を向けているため、ブリッドから表情は窺うかがいしれない。

「あ、そうだ！　お鍋なべを温めなおさなきゃです。ちょっと待っててくださいねっ」

　たんっ、と立ちあがったアグニスは短い足をてとてとと回転させて店の奥のキッチンに走っていった。その後ろを十数すう匹ひきの犬猫たちが先を争うように追いかけていく。

「これはだめですってばぁ！」

　キッチンから、困ったような声がした。

　気き丈じような娘だ。ほんとうは寂しいにちがいないのに。ブリッドは頰ほおをゆるめた。

　そのとき、べちんと奇き怪かいな音が背後からしたので振ふりかえった。すると店の窓ガラスに不気味な白いなにかが張りついていた。

「モンスターが攻せめてきたのか!?」

　と、ブリッドは一いつ瞬しゆんあわてたが、よく見れば、人間がカエルのような姿勢でガラスにへばりついているのだった。

「い～れ～て～く～れ～」

「その声は、ニナ？」

　ニナが頰ほっぺたをガラスから離はなして、ぶんぶんと激しくうなずいた。

　なんだっていちいち登場が大げさなんだ、ふつうに現れられないのか！

　そう思いながら、ブリッドは店の扉をあけて、ニナを招きいれてやった。

「いやーかたじけないかたじけない。もうすこしで両生類になってしまうとこだったよ」

「まあならねーけどな。自分であけて入ってこいよ」

「だって、あけかたがわからなかったから」

「あけかた？　あぁ、玄げん関かんの鍵かぎならかかってない……って、なにしてんだ？」

　扉に向かったニナが「こう？　こうか？」と興味深そうに開閉しはじめた。その度たびにりんりんと鈴の音が鳴る。

「なにを？」

　りん！　りん！　りん！　りん！

「おいうるさいだろ。騒さわがずに生きられないのか！」

「こうだ。これ！　ちゃちゃーん、ニナは扉のあけかたを思いだした！」

　扉のあけかたのことだったらしい、とブリッドは理解した。いや。ニナの言動は常人には理解できないということを再認にん識しきした。

　それにしても。気になるのは、なぜ、ここに辿たどりついたか、だ。

　この北地区界かい隈わいは教会から遠いし、店自体も人通りの少ない寂れた裏通りにある。たまたま、という可能性は低い。なら──

「もしかして……あとをつけてきたのか？」

「ふぇ？　ちがうけど」

「じゃあどうしてここがわかった？」

「ふふん。匂においでわかっちゃうんだよね」

　ニナは小さく尖とがった鼻を指さして、ひくひくと動かした。

「おまえは犬か！」

「ちがうけど。人だけど。見てわかんないの？」

　そう冷静に返されると、ブリッドは黙だまるしかなかった。

「……で、なんの用だ」

「わー、いー匂いだねー。シチューかなぁ？」

　ニナは、問いを完全に無視して、手を後ろで組み合わせながらキッチンのほうに鼻をひくつかせる。そちらからは、羊のローストの香こうばしい匂いが漂ただよってくる。

　ご自じ慢まんの鼻もどうやら料理についてはポンコツのようだ。ますます怪あやしい。

「おい……はなしを聞けよ。ぼくはなんの用かって訊きいてるんだ」

　あ、そうだとニナがブリッドに向きなおる。

「ね、今日おうちに泊とめてよ」

「ムリ」

「えー。いーじゃん。こんなに広いんだから。だってわたし行くところがないんだよ。おなかもすいてるんだよ。かわいそうだよ」

「ここはぼくの家じゃない。だから、ムリ。出てけ」

「おーねーがーいー！」

　ずざざぁっ！　とニナが足にすがりついてくる。

「やめろバカ！」

「おねがいおねがいおねがい！　一宿一飯だけ！　後ご生しようだから！」

　この女、さりげなく食事まで要求しはじめたぞ！　なんて厚かましさだ！

　さすがにあきれかえったブリッドが引きはがそうとしても、ニナはブリッドの足に巧たくみに腕を絡からめてきて抵てい抗こうする。

　あまりにも無理な体勢でじたばたするせいで、ニナがバランスを崩くずしてずっこけた。ブリッドはあわてて手を伸のばして、ニナの後頭部を庇かばった。

　ちょうど、ニナに覆おおいかぶさるかたちで。

　そのとき──

「なにを、してるんですの」

　キッチンから冷たい声が響ひびいた。

　ブリッドが振ふりむくと、おたまを握りしめたアグニスがむぎぎとものすごい形相でこちらを見ていた。

「なんです？　なにをしてるです？」

　アグニスの丸い顔がひくひくと震ふるえている。明らかに爆ばく発はつ寸前だ。

「いや、なにもしては」

「とぼけるなです！　押し倒たおして！　一いち目もく瞭りよう然ぜんですの！」

「だ、だいぶ誤解がある。おちつこう」

「わたしは、おちちゅいてますっ！　その女は何者なのです！」

　嚙かんでるし、ちっとも落ちついてはいない。

　ブリッドはそっとニナの上からはなれながら、目でニナに合図を送る。

『たのむ。はなしを合わせてくれ』

『いーよ。でも』

『わかってる。交こう渉しようするから』

　ブリッドは覚かく悟ごをきめて、アグニスに向きなおった。

「紹しよう介かいするよ。このひとはニナ。昔からの知り合いで、さっき偶ぐう然ぜん再会したんだ。それで喜びをわかちあってたらうっかりふたりで転んじゃったんだ。な？」

「そうそう」とニナ。

「なんで半はん裸らです。いかがわしいです」

「えっと、それはあれ。さっき降った雨に濡ぬれちゃったからだよ。な？」

「そうそう」とニナ。

「雨なんていつ降ったですの……」

　アグニスは小さな口をすぼめ、店の外に視線をやった。窓ガラスには水すい滴てきひと粒つぶついていない。

「教会近くでは降ってたんだよ。な？」

「そうそう。ふぁ……」

　とニナが口に手を当ててあくびしたので、ばかやろうこのやろう、とブリッドはむかついた。

「えー、ニナは知り合いの冒ぼう険けん者しやなんだ」

「知り合いの冒険者ですか」

「そのさ、今晩、泊めてほしいって……」

「今晩、泊めてほしいですか」

「復活酔よいしてるらしくてさ」

「復活酔いしてるですか」

「怖こわいからオウム返しやめようよ。泊めてあげられないかな」

「やですっ！」

　アグニスが即そく答とう。

「そこをなんとか……ならないかな？」

「なりませんですの」

「なんなら店の床ゆかでもいい。夜よ露つゆをしのげればいいらしいから。な？」

「そうそ、うーん？　床はいやだね。ぬくぬくのおふとんは欠かせないね」

　ニナが空気を読まずにいらん嘴くちばしを挟はさんできたが、ブリッドは黙もく殺さつした。

「なんとかしてやれないか？」

「やですっ！　いやですっ！　いーやーでーすっ!!」

　もはやアグニスは唇くちびるを嚙んで、涙なみだ目めだった。

　と、なにを思ったか、ニナが歩みでた。

「なにを隠かくそう、じつは、わたしとブリッドはかつて生き別れた兄妹きようだいなのだよね」

「きょう、だい？」

「そう。父も母もちがう兄妹。さっき初めて会ったんだけどね」

　おいそれじゃただの他人だろふざけるなというかもうすこしまともなウソをつけ、とブリッドは心の拳こぶしで殴なぐりたくなった。

　アグニスはブリッドとニナを交こう互ごに見た。それから、おたまをブリッドに突つきつけ、

「ひとばんだけですからねっ！　血のつながらない噓うそのお兄さんはお夕飯抜ぬきですっ！」

　バシン！　と、キッチンの扉とびらを閉めた。

「うっわー。めっちゃ怒おこらせちゃったねぇ」

　ニナがまるで他人ひと事ごとのように言って、キッチンに歩きだした。

「お、おい？」

「お夕飯抜きはお兄ちゃんだけじゃん。妹のわたしは頂きますよぉ」

　ニナは平然とキッチンの扉を開けて中に入っていく。

　なんという図ずう々ずうしさだ！　ブリッドは腹が立つを通りこして呆あきれた。




　翌朝。ブリッドは二階の自分の部屋で目覚め、すぐに昨夜の出来事を思いだした。

　あれは……ひどい体験だった。

　朝っぱらからため息をつき、起き上がる。

　一階に下りると、なにやらいい匂いと緊きん張ちよう感が漂ってきた。キッチンでは、対照的な表情のふたりが食しよく卓たくで朝食をとっていた。

　アグニスは口を尖とがらせたむっすり顔。ニナはニコニコとご機き嫌げんの笑え顔がお。

　テーブルには、羊の腸ちよう詰づめソーセージとベーコン、卵焼きとパン、芋いものスープが並べられている。

「これおいしーねー！」

　ニナがソーセージをぱちんと嚙みくだいてから、弾はじけた肉にく汁じゆうにびっくりしたように目を大きくした。

「当然ですの」

　アグニスはニナを見ないで、でも得意げに答えた。

　望まぬ客にもちゃんと朝食を出しているところがアグニスらしい、とブリッドは微笑ほほえましく思った。しかもいつもより豪ごう勢せい。家計が苦しくても、捨てられた犬いぬ猫ねこを見過ごせないように、基本的に面めん倒どう見みがいい娘むすめなのだ。

　今もテーブルの下では犬猫たちが仁義なき餌えさ争そう奪だつ戦せんを繰くり広げている。

「うわっ、これマジうましっ！」

　ニナはベーコンと卵焼きを頰ほおいっぱいにかっこんで、ほとんど夢中になってもしゃもしゃと嚙みくだく。スープをぐびぐびと飲み、パンをがじりと嚙み千切る。ものすごい食いっぷりだった。

「ほへも、ほへも、ふほく、おいひーねー！」

「女の子は食べてるときにしゃべっちゃダメですのに……」

　アグニスはまたも不満そうに答えて、コップを手に取った。ぐびりと水を飲み、それからブリッドを横目にする。

「やあ、アグニス。おはよう」

　アグニスはつんとそっぽを向いた。

　一晩過ぎてもまだ怒っているのか。ブリッドは苦く笑しようしながら空いている席についた。

　ふと、ニナが肩かた紐ひもつきのワンピースを着ていることに気づいた。ニナは裾すそをつまんで自慢げにひらひらさせた。

「へっへー。わたしの服かわいいでしょ」

　だれの服だ？　とブリッドが不思議に思っていると、アグニスが耳もとに口を寄せてくる。

「マ……母の服です」

「お母さんの？」

　ブリッドはアグニスの母親には会ったことがない。もうずいぶん前に亡なくなったと聞いている。

「大事なものじゃないのか？」

「べつに。使ってないものですから。女の子は殿との方がたにむやみに肌はだを見せてはいけませんの。それにわたしの服では小さすぎますから」

「そうか、ありがとう。アグニスはいい子だなあ」

　アグニスの頰がかすかに赤らんだ。そんなそんな、べつにべつに、ともごもごと謙けん遜そんらしき言葉を繰り返した。

「ごっちそーさまーっ！」

　と、ニナが立ちあがり、魔ま法ほう道具屋の店てん舗ぽのほうにふらふらと歩きはじめた。

「あ、ちょっと、商品には触さわらないでくださいね！」

　あわてたようにアグニスが注意を飛ばした。

「だいじょうぶだって。わたし、凄すご腕うでだから」

　ニナは微び妙みようにズレた返答とともにどどんと自分の胸を叩たたき、店舗に歩いていった。

　確信的な不安を感じたが、ブリッドはパンを手に取った。昨晩夕食抜きだったせいでもう空腹の限界だった。一口、口に含ふくんだとき──

　がっしゃーん！

　あからさまになにかがひっくりかえる不ふ穏おんな音が店のほうから響いた。

　ふたりは顔を見合わせた。

　アグニスが目を細めた。ブリッドに一いち瞥べつをくれてから、店のほうにてとてとと早歩きにしか見えない速度で走っていく。ブリッドもそのあとにつづく。

　ブリッドは、店の入り口で立ち止まりぷるぷると肩かたを震わせはじめたアグニスの頭あたま越ごしに店内を覗のぞきこんだ。

　案の定、いや、想像以上の惨さん状じようだった。

　床に店の商品が散らばっていた。そして、あらゆる棚たながまるで地じ震しんがあったかのように横よこ倒だおしになっていて、倒れた棚のひとつにニナが埋うまっていた。

　ブリッドはアグニスが怒いかりを爆発させる前にその横をすり抜けて棚を起こそうとする。

「いててて……。なんだよもう、この店は。だれが散らかしたんだぁ！」

「おまえ」

「あれっ、そうなの？」

「とぼけんな。それ以外だれがいる」

「さっき、扉からだれか出てったような気がする。犯人はそやつだ！」

「開店前だから鍵かぎかかってるけどな。一秒でばれる噓はよせ」

「えへ。ごめんごめん……」

　張本人のニナはむくりと身を起こし、その場にあぐらをかき、ふと、自分の膝ひざ近くの床からきらきら光るなにかを手に取った。子どもの拳くらいのクリスタルだ。

「これなんだぁ？」

「はいはい。それは信号石ですの」

「？」

　ニナが首をひねる。

　商売人の悲しいサガか、アグニスがブリッドのまえにずずいと歩み出て、ちんちくりんな指を立てて講こう釈しやくしはじめる。

「信号石というのは、死亡した冒険者の棺ひつぎの中にあるとき、近づけば対ついになる探たん索さく石が反応して棺の位置がわかる代しろ物ものですの」

「ふぅん」

　ニナはわかったようなわからないような、微妙なリアクション。

「ただ、探索石を持たされた側にメリットがないので、探索石を引きうける回収屋は基本的にいませんの。まだ冒険者と回収屋の仲がここまで険悪になっていなかった昔ならともかく、いまの回収屋は広こう範はん囲いを無む作さく為いにカバーする感知石を使うのです」

「へー。そうなんだ」

「ですです。あなた冒険者なのに、そんなことも知らないんですの？」

　さっきまでの不ふ機き嫌げんはどこへやら、アグニスはふふんと鼻を高くする。

「すごい。くわしいんだ、アグニスすげー」

「えっへん！」

　ますます得意げに胸をそらしたアグニスだったが、急に顔を曇くもらせた。

「ちょっとあなた、なまえ呼び捨て……」

「これはよいね」

　アグニスの不平をぶった切ってニナが立ちあがった。

「グっちん、探索石は？」

　問われたアグニスは、ヘンなあだ名まで……とぶつくさ言いながらも床からのっぺりした薄うすい丸石を取り、ニナに手て渡わたした。

　そして。

「はい」

　と、ニナが探索石を差し出してきたので、ブリッドはなんの気なしに受け取った。

「え、なんで？」

「わたしを拾うって言った」

「いってねえ」

「じゃあ、きゅうじゅうきゅうまんきゅうせんきゅうひゃくきゅうじゅうきゅうかい分の貸しはどうするんだよう」

「ふざけんな。なんの貸しだよ！」

「……生まれたままの姿を覗かれた、お恥はじらい料」

　ニナはわざとらしく、くねくねと体をよじらせた。

　で、そそくさと店を出ていった。

　とんでもない置き土産みやげを残していったもんだ。この場にはいたくない、早く仕事にいこうとブリッドはそっと出口に足をのばしたが、

「ブリッドさぁん！　覗きって、どういうことですの────────!!」

　アグニスの声がそれを許さなかった。

「聞いてくれ。あれは事実じゃない」

「あの女が真っ赤なうそをちゅいたというのです!?」

「真っ赤なうそってわけじゃないけど」

「じゃあ裸はだかを覗いたんですのね！」

「いやいや、見解の相そう違い。覗いたんじゃなくて、勝手に見せてきたんだ」

「そんなのそんなの、なにがちがうですっ！　言いわけです！　だって、あの女半はん裸らでしたもの！」

　ブリッドは結局、ぷんすかしたアグニスに引きとめられ、ニナとの関係を根ね掘ほり葉は掘ほり質問され、その弁明に追われた。アグニスを納なつ得とくさせるために、ブリッドは『なにもない』と『誤解』を合わせて百回くらい言うハメになった。

　ようやく機嫌を直したアグニスは店内を片付けはじめた。さすがにこの散らかりようでは開店できない。ブリッドも棚などの重いものを起こして手伝った。

　てきぱきと商品を元の位置に戻もどしていたアグニスが、思いだしたように口をひらいた。

「ブリッドさぁん」

「なに」
















「今朝からすりこぎとおなべのふたが見当たらないのです。知りませんです？」

　ブリッドは首を横に振ふった。
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「春はイイねぇ」

　頰ほおに傷のある回収屋が感かん慨がい深ぶかそうに言うのが、後ろの長なが椅い子すに座っているブリッドの耳に届いた。

　ここは死体回収屋待機所──通つう称しよう、回収屋溜だまり。

　教会の裏口からほど近く、復活プールの隣となりにある。

　室内は狭せまい礼拝堂といった様子で、部屋の前の掲けい示じ板ばんには古い黄ばんだ紙が何十枚も重ねて張られている。粗そ末まつな長椅子が左右に数列ずつ置かれ、回収屋たちは思い思いの場所に座っている。

「どしたのあんた。突とつ然ぜん。なんか悪いもんでも食った？」

「いやいや。オレはただ、春がいちばん好きだぜって言ってるだけさ」

　男は、ピッ、と同どう僚りようの女にキザなハンドサインを送る。

　女は首をひょいと動かして目に見えないサインをよけた。

「なにしろ、田舎いなかから出てきたばっかのオトモダチ丸出しのパーティをつけていくだけで、ガンガン稼かせげるんだからな。ふふっ」

「あー。そういうこと。お得意のハイエナ行こう為い自じ慢まんね」

　女がうんざりしたように納得した。

　ハイエナ行為とは、街で目をつけた初心者冒ぼう険けん者しやを迷めい宮きゆうまでつけていき、全ぜん滅めつするのを待って悠ゆう々ゆうと回収してくることをいう。

「春先ちょっとハードワークするだけで一年分稼げるんだから、この稼か業ぎようはやめられねえってんだよな」

　男はぺらぺらと自慢を語りつづける。

「しかし昨日の連中は傑けつ作さくだったぜ。ボクたちがスター冒険者になるんだ！　なんつって、潜もぐっといて、最初に遭そう遇ぐうしたモンスターに泣きながら全滅させられたんだからなぁ。くくっ、あいつらもう潜らねえかもしんねえな。春の風物詩だねぇ」

「あんたが自慢話できるのも春限定だしね」

　女があきれ気味に皮肉を返したので、ブリッドはくすりとした。

　すると、頰傷の男が振りむき、鋭するどい視線を向けてくる。聞こえてしまったらしい。ブリッドは視線を真っ向から受け止めた。引くつもりはなかった。

　男はしばらくブリッドを睨にらみつけてから、

「ちっ。天下り野や郎ろうが」

　忌いま々いましそうに舌打ちして、前に向きなおった。

　ハイエナ行為は褒ほめられたことではないが、回収屋の行動としてさほど珍めずらしいことでもない。多くの回収屋は冒険者を、換かん金きんできる棺としか見なしていない。今朝も、昨日はいくら稼いだ、今日はいくら稼ぐだのと、回収屋溜まりは騒そう々ぞうしい。

　回収屋という人種はこうだ。ブリッドはハイエナを非難するつもりはないが、認めるつもりもない。いくら冒険者だって死なないに越こしたことはない。

「おはようございます、ブリッドくん」

　横からかけられた澄すんだ声に、ブリッドは顔をあげた。

　背の高い女性が立っている。腰こしまで伸びた長い髪かみを途と中ちゆうで縛しばり、上着の下にゆったりとした服を着ている。スカートの丈たけも長い。たれ目がちの柔にゆう和わな顔が微笑ほほえみかけてくる。

「イリンシャ先せん輩ぱい。おはようございます」

「横、いいですか？」

「もちろん。どうぞ」

　ブリッドはイリンシャのために長椅子の中央に移動した。イリンシャがお尻しりを手で押さえながら椅子に腰を下ろした。

　イリンシャはブリッドより半年早く回収屋になった先輩格にあたる。普ふ段だん他の回収屋と交流を持たないブリッドにとっては、毎朝話しかけてくれて、貴重な情報を教えてくれる、ありがたい存在だ。

　隣に座ったイリンシャが部屋の前に目を向けた。つられてブリッドも見る。

　部屋の前には礼拝堂とちがって聖像も祭さい壇だんもない。かわりに、掲示板がある。

『現在のロストパーティ：15』

「今日も、多いですね……」

　イリンシャが痛ましそうにこぼした。

　ロストパーティが十五ということは、失しつ踪そう冒険者の数は少なくとも四十にはなるだろう。春先は新参冒険者が続々と攻こう略りやく都市にやってくるせいか、失踪冒険者が急増するという。つまり回収屋にとっての稼ぎ時どきということだ。

　夏くらいになれば、それも落ちつく。ある者は冒険者として習熟し、またある者は冒険をやめ、そしてある者は迷宮で失踪して二度と地上にもどらない。

　ブリッドは、数年前にそのことを身をもって実感している。

「まだ、あきらめていないんですか？」

　物思いに耽ふけっていたブリッドは、おずおずとしたイリンシャの声で我に返った。

「あきらめてたら、ここにはいません」

「ですよね……ブリッドくんはそういうひとですものね」

　朝っぱらからしんみりしてしまった。ブリッドは話を変えることにして、イリンシャに昨日の不思議な顚てん末まつについて訊たずねた。

　メダルシアン王国の大都の、歴史ある魔ま法ほう学院を卒業したイリンシャは数いる回収屋のなかでも随ずい一いちの博識を誇ほこる。わからないことがあるとブリッドはいつも頼たよっている。

「あ、それはかくれんぼ部屋ですね！」

　イリンシャはぐりんと上半身をひねり、嬉き々きとしてうんちくを披ひ露ろうする。

　昨日ニナを拾った空間は、迷宮のどこかにあるかくれんぼ部屋で、レアアイテムが落ちていたりレアモンスターが出現したりすることもあるらしいが、部屋そのものには危険性はさほどない。

　曲くせ者ものなのは扉とびらのほうだ。

　いついかなるとき、どこに現れ、どういうタイミングで消えるかわからないため、閉じこめられたらほぼ終わり。不死を誇る冒険者ですら最上級のトラップと認にん識しきして入りたがらないという。

「そのニナという方はきっと長い間、かくれんぼ部屋の中で眠ねむっていたのでしょう。それから、復活酔よいと呼ばれる錯さく乱らん症しよう状じようについてですが、こんな俗ぞく説せつがあります。冒険者は死亡した瞬しゆん間かんから棺ひつぎの内部で時が止まった状態で保存されますが、あまり長い間放置されていると、代だい償しようとして過去を忘れるとか」

「なんでですか？」

「そうですね。棺が記き憶おくを消費しているともいわれていますが、いまのところ明確な根こん拠きよのある説はないようです……教会も公式見解をだしていませんし……」

　イリンシャは言葉を濁にごした。

　理由はともかく、どうやらニナがかなりの長期間をかくれんぼ部屋で過ごしたことは間ま違ちがいないようだ。錯乱、では説明のつかないニナの狂きよう態たいも、記憶を失ったのだとすれば納得がいく。

　ブリッドが得心したとき、扉が開いた。入ってきたのは管理官だ。一見質素な白いローブに、だが、あからさまに高級な金の刺し繡しゆう。教会の繁はん盛じようぶりを示す隠かくれたおしゃれだ。

　視線が集中する。回収屋たちの雑談がぴたりと静まり、緊きん張ちよう感が室内を満たしていく。

　獲え物ものを狙ねらう肉にく食しよく獣じゆうのような熱視線は、管理官本人に向けられているのではない。その手に握にぎられている紙の束に興味があるのだ。

　失踪冒険者リスト──

　管理官がリストをめくりながら、失踪した冒険者の名前と到とう達たつ深度クラスを事務的に読み上げはじめると、

「あの獲物はオレのものだ」「アレはあたしが拾いにいくよ」

　などと、回収屋たちが早くも牽けん制せいの言葉を飛ばしあう。

　と──その喧けん騒そうが、後ろのほうから潮が引くように静まっていく。

　なんだろう？　ブリッドが振りむくと、回収屋溜まりの後ろから、超ちよう然ぜんとした雰ふん囲い気きの女が長椅子の間を歩きぬけてくるのが見えた。

　ブリッドは、我知らず目を奪うばわれた。

「ネネレーザだ……」

　誰だれかのつぶやいた声は、かすかに震ふるえていた。

　炎ほのおが揺ゆれたように見えた。頭の後ろで縛られた真っ赤な髪の毛先が上下している。

　回収屋の上着を腰にだらしなく巻きつけ、上半身は申し訳程度の布に覆おおわれている。ただ歩いているだけなのに、めりはりのある肉体からしなやかな獣けものの躍やく動どう感が発散される。

　ネネレーザ──最強の回収屋と目されている人物。地下迷宮に棲すんでいる、と噂うわさされ、朝会にも時々しか姿を見せない。一説では、一晩で百の棺を拾ったとも、これまでに万以上の棺を拾ったとも囁ささやかれている。ブリッドは実際に目まの当たりにするのははじめてだ。

　現れただけで回収屋を黙だまらせたネネレーザは、掲示板の前に立つ管理官に歩み寄る。

　緊きん張ちようのせいで硬こう直ちよくした管理官から問答無用でリストをもぎ取り、ぺらぺらとめくり、そのうちの二枚をその場に捨てた。

　管理官が戸と惑まどったようにリストを床ゆかから拾い上げて、

「あの。これはどういう……」

「あぁ、そいつらな。朝、散歩したときついでに拾っといた」

「散歩って……三十階クラスが二パーティですよ!?」

「あたしはそんなん知らねえ。転がってたやつ拾っただけだ」

　ふたりのやりとりを聞いていた回収屋たちがざわめいた。

　ネネレーザは外野の声には一いつ切さい興味を示さず、リストから一枚の紙を抜ぬきだして、

「これ。四十階クラスのやつをもらうぞ」

　と、リストを管理官に突つきかえした。

「ネネさんどんだけ稼ぐんすかぁ？　ちったぁオレらにも回してくださいよ」

　誰かが揶や揄ゆするように言うと、ネネレーザはそちらを見やる。

　赤い殺気が一いつ閃せんした。

　室内が凍こおりついた。ただ、ネネレーザがばさりと髪をかき上げただけで。

「今日もハエはうるさいねぇ」

　誰もが息を殺す。ネネレーザは現れたときと同じようにマイペースに去っていった。

　緊張から解き放たれた管理官がロストパーティ数を「13」に書き直し、リストを掲けい示じ板ばんに張りつける。すると、回収屋たちが掲示板に群がりはじめる。まるで市場のセリのような活かつ況きようだ。

　ブリッドは最初からその騒さわぎには参加しない。いや。できないのだ。キャリア一ヶ月の新米回収屋には、元々選せん択たく肢しがない。

　教会は、回収屋の実績によって、活動してよい階層を定めている。

　実績をつくる方法はふたつ。ひとつめは、迷めい宮きゆうの奥深くで活動するような高クラスの冒ぼう険けん者しやを拾うこと。いわば質にあたる。当然、回収屋自身も迷宮の奥深くに潜らなければならないので、難易度は高い。そして、もうひとつが、クラスに関係なくひたすら数多くの冒険者を拾うこと。

　質と量。基本的にこのふたつの要素が回収屋の実績になる。

　ネネレーザのように質も数もずば抜けている超ちよう越えつ者はともかく、ふつうの回収屋はまず数をこなすことで実績を作りあげていく。なぜなら復活できる冒険者とちがって、回収屋は死ねばそれまで。ある意味、教会にとって冒険者以上に貴重な人材かもしれない。

　早く自由に深い階に潜れる実績をつくりたい。ブリッドはつねづねそう思う。

　まあ、思うのはかんたんだ。そんなことは誰にでもできる。

　ブリッドは掲示板の前で争うようにアピールしあっている回収屋たちを見つめた。

　回収屋はどこでどの冒険者を回収しようと自由だ。だがそれはあくまで、潜せん行こうを許された階層であれば、に限られる。今朝の失踪パーティは大半が六階より下で活動する冒険者たちだ。五階までしか潜れないブリッドは、セリに参加してもしょうがない。

　やめよう。考えてもしかたがない。

　そう思うのだが、ネネレーザのように自由な人物を見てしまうと、どうしても自分の現状と比ひ較かくしてしまう。ブリッドは頭に張りついて離はなれない焦あせりをふり払はらうように、長なが椅い子すの端はしに誰かが置いていった雑誌を手に取った。

『攻略都市のあるきかた』

　通つう称しよう、攻略本。

　元冒険者が数多く在ざい籍せきするという冒険社が発行している、週刊誌だ。地下迷宮の攻略情報から、スター冒険者の動向、武具屋のセール情報、はては攻略都市の隠れた食事処どころまでを網もう羅らする、冒険者の必読書だ。

　なんの気なしにめくっているうちに「初心者冒険者向け注意情報」という記事で目を止めた。季節に合わせた特集記事のようだ。春はこういう初心者向けの情報が多くなる。

「地下一階東地区。入り口すぐ（下りて三歩ほど）の角部屋は無意味部屋であり、石像を調べると強い固定モンスターが必ず出る。危険なだけで何もアイテムを落とさない。賢けん明めいなる諸君は近寄らないようにしよう！」

　そんなことはこの攻略都市では子どもでも知っている。

　春だなぁと思いながら、ブリッドは攻略本を置いて回収屋溜だまりを出た。
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　一方そのころ。

　迷宮地下一階東地区。入り口すぐの角部屋。

　天に牙きばをむいた爬は虫ちゆう類るい──トカゲ型の石像が部屋の中央に鎮ちん座ざしている。鱗うろこに覆われた太い四し肢しを地面にふんばり、その体高は人間の倍。体長に至っては、人間の身長の三倍ほどもあるだろう。だれかのいたずらのせいか、片目が欠け、尻尾しつぽも先が折れている。

　その巨きよ大だいな石像に、ニナはよじのぼって熱心に調べていた。

「なんか、あやしんだよなー」

　最初石像を発見したとき、ニナは手始めにその足元の地面を掘ほろうとした。傾かたむけて倒たおしてみようと思ったらしい。だが、地面が石なのですぐにあきらめた。

　それから牙をぐいぐい引っ張ってみたり、カッと見開かれた目をぐりぐりしてみたり、それでもなにも起こらないので尻尾にぶら下がってみたりもした。

　外から見れば、ただ遊んでいるようにしか見えないだろう。

　だが、本人はいたってマジメに調べているようだ。

　そのとき、松明たいまつの光で長く伸のびた石像の影かげが、地面から起き上がった。

　全身を硬かたい鱗に覆われた四足歩行の爬虫類。まさに石像と同じ姿。実体化したシャドウリザードは、ぶら下がっているニナの背後に迫せまる。体と同じく、黒く長い舌をのばした。

「ん？　ん？」

　こそばゆさに、ニナは体をもじもじとくねらせる。

　さらに、太ももに舌を這はわせる。

　ちろちろ。

「くっくくっ」

　ちろちろ。

「ふひっ」

　ちろちろ。

「やーめーろって！　うわぁっ」

　手が尻尾から滑すべり、ニナは地面にどでんと尻しりもちをついた。

「いてて。なんなんだよもう」

　と、眉まゆをへの字にしてお尻をさするニナの頰ほおを、ぬめった舌がぺろんと撫なでた。

　ニナは目の前に石像そっくりの生々しいシルエットが立っているのを見た。

「どわっ！　やっぱり隠れてたな、モンスターめ！」

　ニナはさも自分が石像の謎なぞを解き明かしたかのように叫さけび、立ちあがると同時に腰こしから武具を抜き取った。構えだけはなかなかのものである。

　右手にこん棒、のような木の棒。

　左手に木の盾たて、のような木の板。

「えいっ！」

　右手を振ふりかぶる。シャドウリザードの頭を横ざまに殴なぐりつける。

　直後。木の棒が脆もろい音を立てる。アグニスのキッチンからちょろまかしたすりこぎはへし折れてしまった。

　敵意を認にん識しきしたシャドウリザードは、のしのしと地を這い、鋭するどい爪つめを繰くり出す。

「つぁっ！」

　ニナはとっさに木の板でガードしようとする。だが、アグニスのキッチンからくすねたおなべのふたは紙のようにやすやすと切り裂さかれてしまった。

　じり、じり。

　武具を失ったニナは後ずさる。トン、とその背に冷たく硬い石の感かん触しよく。壁かべぎわに追いつめられた。

　シャドウリザードが巨体を反転させる。

「あまいっ！」

　威い勢せいよく声を発したニナが、横っ飛びする。

　このとき、ニナの全身の筋肉は猫ねこのように躍動していた。迫りくる圧力の軌き道どうを完かん璧ぺきに読み切り、頭を下げて前のめりに飛んでいた。

　頭の上をぶん！　と凶きよう悪あくな尻尾が横切っていく。

　ニナはごろごろと転がり、膝ひざ立ちでシャドウリザードに鋭い声を浴びせる。

「きさまの動きはかんぜんに見切った！　もうきさまの攻こう撃げきはきか」

　えっらそうに啖たん呵かをきっていたニナは、太い尻尾の先が眼前に迫るのを見た。
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　朝会が終わると、ブリッドたちは回収屋溜まりを出て、その足で迷宮に向かった。イリンシャと話しながら歩いているうちに、あっというまに迷宮についてしまう。

　朝の岩のドームは混こみあい、どこか高こう揚よう感が漂ただよっている。

　そこかしこで冒険者のパーティがああでもないこうでもないと攻こう略りやく計画を話し合ったりしている。頰に傷のある回収屋の男がその近くで壁かべに寄り掛かかって虎こ視し眈たん々たんと様子を窺うかがっている。かと思えば、いざ迷宮の入り口まで来てみたものの、隅すみっこで震ふるえながら泣いている新参冒険者もいる。

「やっぱり、春は多いですね」

「そうですね」

　イリンシャにブリッドは曖あい昧まいにうなずいた。

　回収屋歴はイリンシャのほうが長いが、迷宮経験ならブリッドのほうが遥はるかに多い。

　夏になれば、初心者冒険者の数は激減する。この混雑もいまのうちだけだ。秋になれば閑かん散さんとして、冬には寒々しいほどだれもいなくなる。ブリッドはそれを何度も見てきた。

　ブリッドたちは冒険者たちに紛まぎれて入り口階段を下りた。

　地下一階に下りると、迷宮はさっそくむせ返るような生ぬるい血の匂においで出で迎むかえる。地上にどれほど人がいようとも、どれほど浮うわついていようとも関係ない。

　ここから先は死の支配する地下世界だ。

　階段下で道は左右に分かれる。左には長い廊ろう下か。右にはすぐに突き当たりの扉とびら。

　すべての冒険者たちが迷わず左に折れていく。きちんと攻略本で「無意味部屋」のことを予習しているのだろう。

　ブリッドも同じように左折しようとした。冒険者が立ち寄らない場所には、回収屋も用がないからだ。

　懐ふところでドクンとなにかが脈打った。

　取りだせば、今朝ニナから渡わたされ、なんとなくポケットに入れたままにしていた探たん索さく石だった。探索石は激しくビートを刻んでいる。まるで全力疾しつ走そうした後の心臓の鼓こ動どうのように。

　なんだろう？　ブリッドは首をかしげた。

「あっ、それが探索石ですね。私、はじめて見ました」

　イリンシャが珍めずらしいものを見たとばかりに目を輝かがやかせる。

「あの先せん輩ぱい、この現象って、どういうことかわかりますか？」

「はい！　探索石は対ついになる信号石が棺ひつぎの中にあるとき、振しん動どうの間かん隔かくでそれを伝えるそうです。遠くにあればゆっくりとしたリズムで。近くにあれば速いリズムで。その様子では……」

　と、イリンシャは右に目を向けた。

「誤作動かもしれませんね……」

　ブリッドも無意味部屋の扉を見る。

　まさかな……

　最新の攻略本で特集記事が組まれていたほどだ。いちども迷宮に潜もぐったことのない子どもにまで知られているくらい、攻略都市では有名。そんなところに行く冒険者なんて、いるはずがない。

　それでも。

「いちおう、見てきます。先輩は先に行ってください」

　ブリッドはイリンシャに断りをいれて別れた。まさか……とは思うが、念のためだ。

　扉を開けて中に入ると、驚きよう愕がくの光景が目に飛びこんできた。

　お馴な染じみの旧型の棺が、石像の前の地面にこれみよがしにぶっ刺ささっていた。かたい敷しき石いしを割って、ねじこまれたかのように。

「どんな死に方すりゃこんなことになるんだよ……」

　ブリッドは思わず疑問を口にした。それからニナの棺を引っこ抜ぬいて、攻略都市に引きあげた。

　さすがにしばらくこの棺を見ることもないだろうと思った。

　ところが、その考えは甘かった。ぜんぜんおはなしにならない。激甘だ。

　ブリッドは、はやくもその日の昼に、また同じ部屋でニナの棺を見つけた。しかもこんどは壁を真横に突つき破やぶって刺さっていた。引っこ抜いて、プールにもどった。

　さらに、同じ日の夕方。無意味部屋。

　また、また、ブリッドは旧型の棺を発見した。

　なんなんだこいつ……日に三度の死亡……まるでメシを食うように死にやがる……さすがにむかっ腹ぱらが立ったブリッドは真上を見た。

「てめえ、ふざけてるのか!?　おりてこい！」

　ブリッドが罵ば声せいを浴びせたのは、どういうわけか天てん井じように突き刺さっている棺だ。もちろんおりてこない。死んでるので。

「上で死んでるやつなんて、拾ったことねえよ……くそ……」

　なにしろ、迷宮の天井は高い。ニナの棺はそこからぶら下がって──じゃなくて、突き下がっているのだから、どうやって拾えば──じゃなくて、引っこ抜けばいいのやら。

　その場で跳とんでみても手が届かないので、つぎに助走してジャンプしてみた。ぎりぎり届かない。

　ブリッドは舌打ちした。

　倒れる、落ちる、沈しずむ、くずおれる……ふつうの人間は、死ぬときは下にいく。天井に突き刺さったやつを回収するなんてはじめてだ。

　途と方ほうにくれそうになったブリッドの目が、あるものを捉とらえた。閃ひらめく。

「やってみるか」

　ブリッドはふたたび助走をはじめた。こんどは石像に向かって。

　たっぷりスピードに乗ってからジャンプする。その勢いで石像の頭を蹴けってもういちど、さらに高く跳ぶ。三角跳びだ。

　二段ジャンプのおかげで、ブリッドはなんとか棺をつかむことができた。「ふん！」と下半身を持ち上げて、逆立ちの状態になり、足で天井に踏ふん張ばって引っこ抜こうとした。

「くっ……！」
















　棺はあまりにもしっかりめりこんでいる。

「こ、のやろぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ……！」

　全身の筋肉を総動員させる。頭が下で、ただでさえ血が溜たまりやすいのに、力むものだから、こめかみに浮ういた血管が破れそうなほどだ。

　すぽっ。

　棺は、とうとつに抜けた。

　自由落下にブリッドの力が加わって、ものすごい勢いで、棺が落ちていく。当然、棺を抱だいたブリッドも。頭から、まっさかさまに、垂直落下。

「うわああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　暗い迷宮に、哀かなしい断だん末まつ魔まが響ひびいた。




　同日、夜。教会。

　ブリッドは復活プールの外廊下で腕うで組ぐみして壁によりかかって待っていた。イライラするあまり、指で二の腕を連打してしまう。

　普ふ段だんは待つことなどしない。よほどのことがない限りは。

　頭にできたでかいたんこぶが、ずきずきとうずいて、命令してくるのだ。あいつに一言言え、なんなら一発くらい引っぱたいてもいいぞ、と。

　やがて、復活プールからニナが出てくるとブリッドは勢いこんで迫せまった。

「どういうつもりなんだ！」

「あぁ、ブリッド。おこんばんふぁぁ……」

　ニナが眠ねむそうに目をこすった。栗くり色いろの髪かみがまだ聖水で濡ぬれている。

　かちん。ブリッドの怒いかりが増ぞう幅ふくされる。

　なんだってこいつは武器も防具も持ってないんだ！

「ねむがってるんじゃない！」

「えー。だってー、なんか疲つかれてるんだもん」

「一日に三回も死ぬからだしかも同じ場所で非常識だあとまともな装備を調ととのえろ迷宮なめるのもいいかげんにしろばか！」

　ブリッドはまくし立てた。

　いつもなら冒ぼう険けん者しやにこんなことは言わない。回収屋にとって、冒険者の死の確率を減らすためのアドバイスは、自分たちの稼かせぎを減らす行こう為いに等しいからだ。

「ふぁ～あ。よくそんなに舌が回るねえ。ごくろうさん」

　ニナはまったく動じずにあくびで応じた。

　なんだか怒おこっているのがばからしくなる。ブリッドはため息をついた。

「なんで無意味部屋になんどもいったんだ？」

「無意味じゃないから」

　即そく答とう。

「あそこにはぜったい、なんかある」

「ない！」

「あるから」

「いや、ない！」

「あーりーまーすぅ!!」

「攻こう略りやく本ぼんに書いてあったのを読んだだろう？」

「こうりゃくぼん？　なにそれ」

　ニナはきょとんとした。

　攻略本を知らない冒険者がいる──？

　想像もしなかった事態に、ブリッドは軽くめまいを感じた。攻略本のことをニナに説明した。

「攻略本を熟読して、他の冒険者からの情報収集も怠おこたらない。そうやって無む駄だな危険を回かい避ひする。それがあるべき冒険者の姿だ」

「ふーん……そうなんだぁ？」

　ニナは頭の後ろで手を組み合わせた。

「でもま、ひとはひと。わたしはわたしだから」

「それでも、せめて冒険者の常識をわきまえてもらわないと」

「じょーしき。それ、おもしろいの？」

　な、なんて意固地なやつなんだ。どうやら記き憶おくといっしょに聞く耳も迷宮に置いてきたらしい。

「ご意見はごもっともごもっとも。はい！　このつまんないはなしもうおわり！」

　ニナはパンと手を叩たたいて強ごう引いんに話を打ち切りにかかった。

　ブリッドは一気に脱だつ力りよくして、それ以上の小言を断念し、ニナの顔を盗ぬすみ見る。顔色は赤みを帯びていて、怯おびえた様子がまったく見受けられない。不思議だ。

　これまでにも復活プールから出てくる冒険者をなんどとなく見たことはある。みな一様にげっそりと青い顔をしていた。聞いた話によれば、冒険者の多くが復活後、何日も夜な夜な悪夢にうなされ、二度と迷宮には潜りたくないと願うらしい。

　それも無理はないとブリッドは思う。

　死んだことは当然ないが、命の危機に瀕ひんしたことなら何度かある。あの恐きよう怖ふは、思いだしたくもない。ましてや、実際に死を体験できる、できてしまう冒険者ならもっと怖こわいだろう。

　ところがニナときたら、まるで死への恐怖を感じている様子がない。

「よく一日に三度も死ねたな。怖くないのか？」

「んん～？」

「死ぬのが怖くないのか？」

「はっはっは！　わたしは類たぐいまれな勇気の持ち主なのだよ、ブリッドくん！」

「自分で言うことじゃないな！」

「ふぁ～あ……ねみ……」

　またあくびをするニナを苦々しく見つめているうちに、ふと、ブリッドは思い当たった。

　無意味部屋のことどころか、攻略本のことまで忘れているようでは、まだ記憶の錯さく乱らんが治っていないのかもしれない。

「なにか、昔のことを思いだしたか？」

「ぜーんぜんっ。さっぱり。わたしはだれなんでしょーか？」

　あっさり答えたニナに、ブリッドは生ぬるい目を向ける。

「あまり気にしてないようだな」

「そう、でもないよ……」

　急に深刻ぶった顔つきをするニナに、ブリッドは困こん惑わくした。

　もしかしたら……ぜんぜん気にしていないように振ふる舞まっていたのは、空元気だったのかもしれない。そりゃそうだ。落ちこまないわけがない。かわいそうだな、とブリッドはちらりと思った。

「どこのお姫ひめさまだったのかということは、とても気になりますねぇ。なるでしょ？」

「ならねえ」

　ブリッドはまともに会話をつづける気が失うせた。

「じゃ、さよなら。二度と会うこともないだろうが、好きなように死んでくれ」

　回収屋の不文律にも一理ある。冒険者と関かかわりあってもいいことはない。

　すると、ニナが足にしがみついてきた。

「わー冗じよう談だんだって！　わたし、ほんとは自分の過去がすごく知りたい！」

「……ほんとか？」

「うん。あと、おなかもすいているよ」

　その発言を、ブリッドはとりあえず無視することにした。

　ふざけた性格はともかくとして。無駄死にを繰くり返すのは記憶がないせいだろう。なにしろ昨夜は扉とびらの開け方も覚えていなかったほどの重じゆう症しようだ。自分の素す性じようがわかれば、記憶を取りもどす手助けになるかもしれない。

　記憶がもどってまともな冒険者として更こう生せいしてくれれば、もう死にまとわれることもなくなるにちがいない。

　そう考えたブリッドは、ニナが仮にも冒険者である以上、教会の管理局になにか記録が残っているはずだから、行って訊たずねてみよう、と提案した。

「むむむむ？」

　ニナはすげーめんどくせーんですけどーいますぐ帰って寝ねたいんですけどーと言いたそうな調子だったが、強引に引っ張っていった。




「その冒険者の記録は存在しない」

　厚手の法衣を着た管理官はにべもなく告げた。

　天てん井じようまで届きそうな書しよ棚だなの列が並ぶ管理局は、冷たい静けさに満たされている。

「記録が、存在しない？　そんな……」

　ブリッドは言葉を失った。

　管理官は部屋と同じく冷たい声でつづける。

「三年前の教会大火の折、全冒険者の管理記録が焼失した。我々は多大な労力を払はらって、現げん役えき冒険者の再登録作業を行わなければならなかった。個人識別情報を刻印した新型の棺ひつぎに切りかえたのも、往事の教訓からだ」

「それって、つまり……」

「その冒険者の記録は存在しない」

　管理官はまったく同じ調子で繰り返した。

　もしも管理官の説明の通りなら、個人情報が刻まれていない旧型の棺を使っているニナは少なくとも三年以上前に失踪したことになる。

「記憶錯乱は？　治るんですよね」

「答えられない」

「答えられない？」

「長期間の棺化による記憶消失の事例は時折報告されている。だが、我々としても原因は把は握あくしていない。すべては偉い大だいな神のみぞ知ることだ」

「そんな……無責任じゃないですか」

「そんなことより、冒険者の過去を調べてなにを嗅かぎまわっている。おまえはもう回収屋なのだぞ」

　管理官はあからさまに追いだしたがっている。

　これ以上、なにも訊きき出せそうにないな。

　ブリッドはニナを連れて管理局を後にして人ひと気けのない廊ろう下かに出た。

　やけに静かだ。ニナは、管理官と話しているあいだ、一言も口を挟はさんでこなかった。

　落ちこんでいるのか？　とブリッドは横目にした。ニナの横顔は陰かげになっていて感情を窺うかがい知ることができない。

　落ちこんで当然だ。余計なことをしてしまった。

　結局、なにもわからなかった。

　いや。

　それどころか、自分の過去がなにもわからないという事実が確定してしまったのだ。

　それに……管理官の言葉も引っかかる。錯乱ではなく、消失と言っていた。

　それは、つまり──

「わかったぁ!!」

　突とつ如じよとしてニナがばかに大きな声をあげた。

「どうしたんだよ」

「わたし、わかっちゃった」

　ニナはにやにやと得意げにする。

「なにが」

「さっきのおっさん。なんかようわからないことをぶつぶつ言ってたけど、もう謎なぞは解けた。じっさい、わたしの記憶は迷めい宮きゆうという名の生き物に吸われたんだよね」

「はぁ。根こん拠きよは？」

「うん、ぜったいそうだ。迷宮め待ってろ！　必ず記憶を取り戻もどしてやるからな～」

「おい。はなしを聞けよ」

　自分の思いつきに浸ひたっているらしいニナは、調子っぱずれの鼻歌を歌う。

　けど──ブリッドは感心した。

　普ふ通つうなら落ちこむだろうに。この前向きさは見習いたいものだ。

　前向きさ、だけは。

　ニナは不意にヘタクソな歌を歌うのをやめ、

「ところで、あのおっさん、ヘンなこと言ってたけど」

「おっさ……管理官な」

　管理官もニナにはヘンと言われたくないだろう。

「もう回収屋なのだぞって。その前はなにやってたの？」

「あぁ…………」

　ブリッドは、すこし、迷った。

　回収屋になった動機はアグニスとイリンシャにしか話していない。しかし、隠かくすこともないか、と思った。

「昔のことになるんだけど──」

　ブリッドはこの春、回収屋になった。

　だが、はじめて迷宮に潜もぐったのはかれこれ七年も前になる。当時ブリッドは八歳で、生まれも育ちも攻こう略りやく都市だった。

　いつだったか、女性冒ぼう険けん者しやと知り合いになった。

『迷宮はさいこうにたのしい！』

　それが、あのひとの口くち癖ぐせだった。それから三年間、いっしょに迷宮に潜るようになり、いつしか憧あこがれを抱いだいていた。いまにして思えば、ガキ特有の淡あわい憧れでしかなかったんだろう。もう顔もあやふやだ。

　当時は冒険者気取りだった。が。

　あらためて思いかえせば、あの冒険者はとんでもないひとだ。復活能力もない子どもを迷宮に連れまわすなんて。

　四年前のある日。あのひとは唐とう突とつにいなくなった。そして、二度と帰ってはこなかった。

　だから、ブリッドは十五歳の誕生日を待って、回収屋になった。いなくなってしまったあのひとを捜さがすために。憧れにケリをつけるために。

「まあ、昔のはなしだ。忘れてくれ」

　ブリッドは照れくさくて指で鼻をかいた。

　すると、神しん妙みように聞いていたニナが口を開いた。

「はい、忘れたぁ！」

「はやすぎ！　おまえ、はなし聞いてたか？」

「なんだよう、どっちなんだよう。お望みなら、ちゃんと街中に吹ふい聴ちようしてまわるよ」

「そういうとこだけちゃんとしようとするな！」

　つくづくヘンなやつだ。呆あきれる。

「でも、思いだした。わたし、ブリッドを知ってたよ」

「？」

「そのひとって、昔のわたしだったんだ。ようやく再会できたんだね、わたしたち……やっぱり運命だったんだね」

　ニナは不器用に片目をつむった。どうやらウインクのつもりらしい。

　なにを言いだすかと思えば……

「ぜんぜん、まったく、これっぽっちも似てねーから。運命じゃなくて呪のろいだから」

「ちぇ、おもしろくないのー」

「ひとの過去をおもしろがるな」

　そのとき、ぐるるると盛せい大だいな音が響ひびいた。ニナはお腹なかをさすりながら、

「ねえ。おなかが泣いているよ。かわいそうだよ……」

　物欲ほしそうな上目づかいでブリッドを見上げてくる。

「おうちに帰ろう！」

　元気な声が廊下に響いた。

「は？　好きなとこに帰れよ。うち以外のな」

「だから帰るの」

「だから、帰れよ。つーかついてくんな」

「た、たまたま同じ方向に帰るだけなんだかんね！　あ、あんたといっしょに帰りたいとか、そういうんじゃないんだかんね！」

「なんだよその無む駄だなキャラ作り……うざいからどっかいけよマジで……」

　歩きだしたふたりは、嚙かみ合わない会話をつづけた。




　りん。

　扉の開閉に合わせて涼すずしげな鈴すずの音が鳴る。

　店の奥からはアグニスお得意の煮にこみ料理の匂においが漂ただよってくる。隣となりでニナがぐびりとのどを鳴らすのが聞こえた。

　結局、ついてこられてしまった……

　音を聞きつけたのか、キッチンからエプロン姿におたまのアグニスが笑え顔がおで出てきたが、ブリッドの隣の人物に気づいてすぐに笑顔が曇くもる。

「ひとばんだと言いました！　やっくっそっくっしましたぁっ！」

　開口一番、不満をぶちまけた。短い手をばたばたさせて不満を表明する。

　ブリッドはぷんすかしているアグニスのそばに行き、耳打ちした。

「じつは、これには深いわけが……」

「不快な言いわけはもうけっこうですの！」

　ダメだこりゃ。さっそくあきらめたブリッドが、とっとと帰ってくれ、と言おうとしたとき、ニナが口を開いた。

「グっちん。わたしって、ものすご～～～くかわいそうな女の子なのだよね」

「はぁ？　自分でなにアピールしてるです？　悲劇のヒロイン気どりです？」

　うさんくさげな目を向けるアグニスに、ニナはかまわず、体を揺ゆらしはじめた。

「家族はゼロ！　友人ゼロ！　知人もゼロなら有り金ゼロ！　行くとこなけりゃ、記き憶おくもない！　ないないない！　なにもねえ！　ないないない！　なにもねえ！」

　ヘンな節をつけて歌うニナ。すっげえへたくそ。説得する気あんのかこいつ。これは怒おこるだろうな！　むしろ怒れ！　とブリッドは期待の目でアグニスを見て──驚おどろいた。

　アグニスは、目に大おお粒つぶの涙なみだを溜ためていた。なんでだ!?

「びええええええ！」

　おまけにいきなり大声で泣き出した。ニナはまだ歌ってるし、カオスすぎる。

「アグニスどうしたんだ！　毒音波にやられたのか!?」

「うえーんうえーん！　えぐっ、へぐっ。らって、らって！　だれも知らないらんて、あんまりです！　孤こ独どくすぎますぅっ！」

　それでブリッドは合が点てんした。ニナの境きよう遇ぐうに、自分を重ね合わせたのだろう。

　アグニスには家族がいない。母親はずいぶん前に死に、父親も三年前にいなくなった。アグニスが十歳の誕生日を迎むかえた朝、魔ま法ほう道具屋の店主だった父親が『パパは最高の魔法道具を探しにゆきます』と置き手紙を残して蒸発した。父親がいつか最高の魔法道具を持って帰ってくると、そうアグニスは今でも信じている。

　だが、そのちょっと前にこの店に舞まいこんでいたブリッドは真相を知っている。

　アグニスの父親は最高の魔法道具を探しにいったのではなく、旅の吟ぎん遊ゆう詩人の愛人と夜よ逃にげしたということを。ブリッドは直接聞かされたから知っているのだが、それはまだアグニスには言っていない。言うつもりもない。

　いつもアグニスは気にしていないと強がっているが、まだ十三歳だ。ニナの境遇になにか感じるところがあったのかもしれない。それにしたって……

　ブリッドが呆ぼう然ぜんとしていると、ニナがアグニスに歩み寄っていく。

　今度は、なにをやらかすつもりだ──ブリッドは事態の悪化を恐おそれた。

　ぽん──ニナはアグニスの頭にやさしく手を置いた。

「びえええええええええええええええええええええええ！」

　アグニスはさっきよりもますますひどい勢いで泣きはじめた。ニナの細い腰こしに抱きついて、ばふっと胸に顔をうずめる。

「おねーざぁん！　おねーざぁん！」

「よしよし。だいじょうぶ。おなかいっぱいごはん食べればだいじょうぶだから」

　ニナがアグニスの肩かたを抱だく。

「さあ、ごはんを食べよう。おなかいっぱいになれば怖こわいことなんかなにもなくなるよ」

　泣きじゃくっていたアグニスがみるみるうちに落ちついていく。

　なぜだろう……ブリッドは軽く混乱した。

　ごはんを食べようとしか言ってないように見えるのに。

　この状じよう況きようでさりげなく食事を要求するニナの図ずう々ずうしさも、なぜかそれで慰なぐさめられているアグニスも、ちょっと不思議だ。

「ここに、ぐすっ、いつまでもいてくださぁい！」

「えっ、いいのー？」

「いてくれないといやですぅ！」

「よーし。わたしが守ってあげる。ごはんもおいしいし、お嫁よめさんにしてあげよう」

　ニナはアグニスの頭をぐしゃぐしゃと撫なでくりまわした。

「えへへ。今日からブリッドさんが今使ってる部屋を使ってください」

「え、いいの？」

「いいんですっ！　ブリッドさんは屋根裏部屋がお好きですから！」

　なぜだろう……ブリッドは完全に混乱した。

　よくないだろう。それはちがうだろう。あと、屋根裏なんか、ちっとも好きじゃない。

　仲よく手をつないでキッチンに行ってしまうふたりを眺ながめながら、完全に蚊帳かやの外に弾はじきだされたブリッドは心のなかで抗こう議ぎした。




　その夜、ブリッドは屋根裏部屋の、窮きゆう屈くつで寝ね心地ごこちの悪い寝ね床どこに寝そべりながら、ニナについて考えることになる。

　名前以外、一いつ切さいの素す性じようが不明。無駄な死を繰くり返すヘンな冒険者。

　冒険者と関かかわり合いを持ってしまうどころか、ついには同居するハメになってしまった。回収屋の不文律に反するどころの騒さわぎじゃない。

　ただ、あの死という概がい念ねんを忘れたかのような前向きさだけはすごいと思う。

　あれは、本人が主張するように勇気なのだろうか？

「なわけない。アホなだけだ」

　ブリッドは即そく座ざに否定して、寝返りを打った。

　寝床が変わったせいか、それともなにか他の理由か、その晩なかなか寝付けなかった。

　明日からはもうあいつを拾わなくて済みますように、とブリッドは願った。その願いが木こつ端ぱ微み塵じんに打ち砕くだかれるとは、このときはまだ、思っていなかった。







　二章　せめてふつうに死ねよ、な？







『攻こう略りやく都市のあるきかた：Ｖｏｌ５６７』

～前略～

　さ～て。

　みんなお待ちかね、最高に美しく最高にかっこいい冒ぼう険けん者しや、神速ゴツドスピードのフェリシアさまの今週のご活かつ躍やくについてのレポートだ。

　先週の時点で彼女が五十八階まで潜もぐっていたのはご存じのとおりだね？

　そして今週……

　じゃじゃーん！

　ついにフェリシアさまは六十階到とう達たつを達成したんだ！

　いや、『ついに』では失礼だよね。みんなのツッコミの声が聞こえるよ。

　たしかにフェリシアさまにとっては、造作もないイージーなこと。

　だけどね……これは迷めい宮きゆう攻略史においても記録的な攻略速度であり、過去のレジェンドたちを含ふくめても三本の指に入る快挙だ。

　あぁ……うつくしぃうえに、つよいなんて……フェリさままじ女め神がみ……

～中略～


──『今週のフェリシアさまのご活躍』より抜ばつ粋すい　　






　無表情で攻略本を読んでいた栗くり色いろの髪かみの少女が、椅い子すからすっくと立ちあがり、

「こんなのマジメに読んでられっか!!」

　叫さけびとともにそれを床ゆかに叩たたきつけ、サンダルの裏でぐじぐじと踏ふみにじった。

　ブリッドが読め読めとうるさいからためしにページをひらいてみたら、ポエミーな提ちよう灯ちん記事で目を汚お染せんされただけ。

「口直しに冒険だっ！」

　興奮のあまりはぁはぁと肩で息をしながら、魔法道具屋を出ていった。




「ていっ！」

　気合いが、うすら暗い迷宮に高らかに反はん響きようした。

　すかっ！　こぉん！

　渾こん身しんの力をこめたニナの打だ撃げきは敵にかすりもせず、硬かたい地面を叩いた。びりびりと手が痺しびれる。

　ニナは敵をキッと睨にらみつける。まだ、さっき毒本を読んでしまった苛いら立だちがおさまらない。はじめて読んだが、あんなものが役に立つとは思えない。

　つーかいらねえ……腹立つだけじゃん。

「ちょこまかするなっ！」

　理り不ふ尽じんな命令だが、相対する敵はもともと一歩も動いていない。

　さきほどからニナが動くたびに、がちゃがちゃと金属のこすれ合う騒そう々ぞうしい音が響ひびくだけで、得え物ものは勝手に空を切っている。

　それも無理はない。

　頭をすっぽり覆おおう鉄かぶと。重じゆう厚こうな鎖くさりかたびら。それらを着こんだニナは、体格に合わないどでかい戦せん鎚ついを抱かかえて、振ふりかぶるたびに重みで足元がふらついている。完全に、武具に振りまわされているのだ。

　対たい峙じしているのは小こ鬼おに一いつ匹ぴき。

　瘦やせた子どものような体たい軀く。細い顔に見合わない、巨きよ大だいな耳。真っ赤に裂さけた醜しゆう悪あくな口。枯かれ枝えだのごとく長く曲がりくねった鉤かぎ爪づめ。

　迷宮妖よう精せいゴブリン──

　身体能力も知能も低い、最弱級のモンスターである。危険度はＥと認にん定ていされている。

　がつん！

　また外れた。ハンマーの先せん端たんが壁かべで火花を散らせ、反動で大きく跳はねかえる。

「はぁはぁ。いいかげんつぶれろ！」

　もちろん潰つぶれない。当たらないから。

　反撃に出た小鬼が鉤爪を振るう。

　肩に横ざまの衝しよう撃げきをくらって、ニナはごろごろと地面を転がる。鎖かたびらを着こんでいなければ重傷を負っていたかもしれない。

「いててて……」

「キキキッ！」

　小鬼が醜悪な面つらを歪ゆがめて嘲ちよう笑しようした。勝った、といいたげに。

「わらうな─────────！」

　激げき怒どしたニナは起き上がり、戦鎚をふらふらと下からかちあげたが、その打撃も空から振ぶりに終わった。とにかくとろすぎる。

「たまにはあたりにきてもいいじゃん！」

　理不尽さを増した咆ほう哮こうが迷宮内にこだました。

　べつに小鬼だってよけているわけではない。そもそも迷宮妖精ゴブリンは、実戦は生まれて初めて、というドのつく戦せん闘とう初心者にだって一対一タイマンバトルなら容易に倒たおせてしまう程度の鈍どん重じゆうなザコモンスターだ。

　まともな武具を装備していれば、の話だが。あくまで。

「キキキッ！」「えやー！」

　ニナと小鬼が同時に攻こう撃げきを試みる。

　じゃぐっ！　ばがっ！

　壮そう絶ぜつに低レベルな相あい討うちが発生した。

　鉤爪がニナの頭部を横なぎにするのと、ハンマーの先が小鬼の頭を叩き潰すのとは、同じタイミングだった。

　ニナは地面にどでんと尻しりもちをついた。

「いつつつ……鉄かぶとじゃなきゃえらいことになっていたよ」

　あぐらをかいて涙なみだ目めで頭をさすりながら、ニナはすぐそばに視線を送る。

　灰色の床に倒れ伏ふした小鬼は、ぴくりとも動かない。

「…………しんだの？」

　訊きいても返事はない。そーっと四つんばいで近寄ってみる。つん、つん、と指で腹を押した。それでも反応がないので、戦鎚の柄えで小こ突づいてみる。

　死～ん。

　やはり小鬼は微び動どうだにしない。

「大勝利だもんねっ！」

　ニナは膝ひざ立だちになってぐっとガッツポーズ。

　が、ポージングが納なつ得とくいかなかったのか、もう一度、今度は両の拳こぶしを天に突つき上げた。

　いささか大げさではあるが、無理もない。ニナにとって、実質初めて仕留めたモンスターなのだから。すっかり機き嫌げんもなおっていた。

　ただ──だからと言って調子に乗ってよいわけではない。油断すれば必ずそのツケを支し払はらうことになる。それが迷宮の掟おきて。

「この凄すご腕うでニナさまに戦いを挑いどんだのがキミの過あやまちだよ、ゴブリンくん」

　死し骸がいを指さしながら、いっぱしの冒険者のような言葉を吐はいた。

　まるで宿敵を倒したかのようにすっかりいい気分に浸ひたっているニナだが、相手はしょせん迷宮最弱の雑魚ざこ。勝利の余よ韻いんにどっぷりと浸ひたりきっていたせいで、新たなモンスターの接近に気づかなかった。

　ぞわり──

　背筋に気配を感じたニナが振りむくと、目の前に、ぎょろぎょろした緑色の目玉と真っ赤に裂けた口があった。熱くて臭くさい息が顔にかかる。

　屠ほふったはずの小鬼──じゃない。より大きく、より醜みにくい。

　迷宮妖精バルクゴブリン。ゴブリンを奴ど隷れいにする上位支配種アツパーカーストだ。醜悪な姿かたちは似ているが、体格が二回りも大きく、筋肉質で、平均的な人間よりもでかい。悪あつ鬼きと呼ばれ、通常ならもっと下の階でなければ出現しないモンスターだ。

　その悪鬼が身を屈かがめてこちらを覗のぞきこんでいる。しかも、一匹ではない。

　三匹。

「で、でたな親玉どもぉっ！」

　ニナはすぐに立ちあがり、一歩後ろに下がった。戦鎚を振るえる距きよ離りを取って、速そつ攻こうで華か麗れいに叩き潰してやるつもりだった。

　しかし、そうそううまく事は運ばない。

　トン……背中に感かん触しよく。おそるおそる肩かた越ごしに振りむくと、さらに二匹の悪鬼。

「ギャフギャフギャフ！」

　鬼どもが一いつ斉せいに嘲笑した。

　前に三匹。後ろに二匹。

　下位のゴブリンとの一対一でもあれほど苦労したのだ。ふつうの人間の判断力があれば、死を覚かく悟ごせざるを得ない絶体絶命の状じよう況きよう。

　ところが、ニナの判断は常人とはちがった。

「一匹ヤれたら五匹だってヤれる！」

　独特の結論を弾はじきだしたニナはがぜんやる気で、よっこらしょと戦鎚を肩に抱えた。自分が死ぬとはこれっぽっちも意識していないらしい。

「それっ！」

　一いつ瞬しゆん後──

　出で足あし払ばらいをくらって、すてんと地面に転ばされていた。

　一匹がニヤニヤと口を歪めながら迫せまってくる。

「やられるっ!?」

　いまさらにもほどがある。ようやくアホが自分に迫る死を自覚したとき──

　一いつ閃せん。

　悪鬼の首に一筋の斜しや線せんが引かれ、寸断された。首は横にスライドして地面にぼとりと落ちる。突とつ然ぜん司し令れい塔とうを失った体はなにが起こったのかわからないかのごとく、じたばたと鉤爪を動かしながら倒れた。

　ニナは驚おどろきに目を大きくする。悪鬼が倒れた後ろの空間に光点がふたつ。

　赤い炎ほのおをまとった短たん剣けん。

　青い冷気を放つ短剣。

　二対ついの短剣は、すらりと長い手足の持ち主の手に握にぎられている。

「音だしすぎ。モンスターを引き寄せちゃうよ？」

　そう言った女がツンと鼻を持ち上げる。

　ニナは頭上を見上げて、ハッと息をのんだ。ものすごい美人だった。「この女、まつ毛なげーな」と思った。

　背中まで伸のびた金きん髪ぱつに碧へき眼がん。完かん璧ぺきに整った目鼻立ち。抜ばつ群ぐんのスタイル。ミニスカートのスリーブドレスに、申し訳程度の薄うすい胸きよう甲こうを身に着けている。

　なんかしらんが負けたっ……ニナは直感的に自覚した。

　仲間を瞬殺された悪鬼たちが一斉に女を見やり、

「ギェギェギェ!!」

　敵意のこもった声を立てる。

　女は浴びせかけられる視線を意に介かいさず、ニナに微笑ほほえみかけた。

「いーい？　このコたちの弱点はね、まずここぉ」
















　と、両手を閃ひらめかせる。

　すると、女の両りよう脇わきで今まさに鉤爪を振るわんとしていた悪鬼の太いノドが真一文字に引き裂かれ、どす黒い鮮せん血けつを噴ふき上げた。直後、片方は真っ赤に燃え上がり、片方はその姿勢のまま凍とう結けつした。

「なんだなんだぁ？」

　黄金の風が吹ふいた──ようにニナには見えた。

　瞬まばたきの後には、もう女の姿は元の位置にはない。

「あとここ」

　いつのまにか、女は別の悪鬼の左胸に赤い短剣を突きつけている。そいつは発火した。

「これ、ちょっと高度なパターンね」

　最後の悪鬼を前に女が舞まうように回転すると、悪鬼は手、胸、脚あしから噴ふん水すいのような勢いで出血した。

「全身の動脈を六ヶ所同時に切断すれば、死ぬから。これ豆知識ね？」

　女はレクチャーしながらあっというまに悪鬼たちを屠ってしまった。

　首を刎はね、ノドを切り裂き、心臓を貫つらぬき、体中の動脈を切断する。しかも、死骸はすべて炎えん上じようするか凍こおりつくかしている。悪鬼どもは死を自覚する前に息絶えたことだろう。

　ニナは思った。

　そりゃ死ぬよ。ぜんぜん弱点じゃねえって……

　金髪の女は涼すずしい顔で二対の短剣を背せ腰ごしの鞘さやに納めた。さらさらと流れる髪かみも、シルクのドレスも、すこしも汚よごれてはいない。

　女がじろじろと見下ろしてくる。

「なにか？」

　無ぶ遠えん慮りよな好こう奇きの目を向けられたニナはたまらずに訊いた。

「ふぅん」

「なにが？」

「キミ、初心者ちゃんだね」

「ちがうけど」

「えーだってー」

　女は手を口に当ててころころと笑う。

「鉄かぶと、鎖くさりかたびら、それにウォーハンマーでしょ」

「それがなにか！」

「それが、なにか…………？」

　女はぶふっと噴きだした。

「なんだよもう！」

「や、ごめんごめん。だってぇ……使いこなせてないしぃ、似合ってないしぃ、あと……ダサいし、く、臭そう」

　我が慢まんできなかったのか、途と中ちゆうから女は腹を抱かかえてゲラゲラと声をあげはじめた。

　ニナはむぎぎと歯を嚙かんで顔を赤くした。

　ちょっとかっこいいと思ってたのに！　なんだ。なんなんだこの女は！

「ふー。楽しませてもらったぁ」

　ようやく笑いやんだ女が目じりに浮うかんだ涙なみだをぬぐい、

「わたし、フェリシア。よろしくね」

「わた」

「けっこう有名人なんだよ？」

　聞いちゃいねえ。名乗ろうとしたニナの言葉が遮さえぎられる。

「知ってる。犯罪クラスのバカっぽい記事で見」

「あっ！　フェリは忙いそがしいからもう行かなきゃ」

　フェリシアという女はやはりニナの言葉を最後まで待たなかった。

「ねねね、ずぶの初心者ちゃんは無理しちゃダメ。せいぜい群れてうろちょろしなさい。それが、生存確率を高めるコツ。お姉さんとの約束だよ？」

　とん。

　フェリシアのほっそりした指がニナの鼻を撫なでた。

　どこまでも上から目線のアドバイスを残し、フェリシアは颯さつ爽そうと迷めい宮きゆうの奥へ歩いていく。

　なんだか……なんだかよくわからんが、ニナはひどく不ふ愉ゆ快かいだった。

　むしゃくしゃして、ニナはその場にがらんがらんと戦せん鎚ついを投げ捨てた。鉄かぶとを叩たたきつけ、鎖かたびらをひっつかんで力任せに脱ぬぎ捨てた。

「えっらそうに！　このこのこの！　罠わなにかかって死んじゃえ！」

　ニナは壁かべを蹴けった。

　と、フェリシアが振ふりかえり、

「ちなみに忠告しとくと、そこの壁にはね」

　カチリ。スイッチが入る音。

「へ？」

　上を向いたニナは、すさまじい速さで天てん井じようが落ちてくるのが見えた。

　そして、ぺしゃんこに潰つぶされて死んだ。




　地下迷宮。

　今日もニナは元気に死地へと赴おもむいていた。装よそおいは軽い革かわ鎧よろいと鎖がまである。

「あー動きやすい。すっげー動きやすい。べ、べつにあの女は関係ないかんね」

　だれにともなくひとりごとをしたニナの言葉が、迷宮の内ない壁へきに響ひびいた。

　曲がり角を曲がり──

「うおっ」

　目の前に小こ鬼おにがいた。

　出会いがしら。お互たがいにびっくり。しばし見つめ合った。

「で、でたな宿敵ゴブリンめ。ここで会ったが百年目！」

　ニナはしゅたっと背後に飛び退すさりつつ、鎖がまをぶんぶん振り回す。脳のう裏りには、昨日フェリシアが悪鬼どもを屠ったときの映像が浮かんでいる。

　すぱん！　と首を刎ねてやる。

「でやっ！」

　ニナの手から放たれた鎌かまは弧こを描えがいて小鬼に飛んでいく。

　イメージどおり。次の瞬しゆん間かんには醜みにくい小鬼の頭が胴どうと泣き別れになっているはずだった。イメージはいつも自由に駆かけめぐる。

　が、鋭するどい鎌はその醜い頭のかなり上を通過した。

　ところで、遠心力という力がこの世には存在する。伸びきった鎖は慣性のままに持ち主のもとへともどってくるのである。

「ほぇ？」

　すぱん！




　いくらなんでも、こいつは無む駄だ死じにしすぎる。

　ブリッドは、街の石いし畳だたみの路地を歩きながら、隣となりの栗くり毛げの少女を横目で見た。いかにも自分の首を刈かって死にそうなアホづらだ。

「装備って、知ってるか？」

「ほぇえ？　知ってるけど。ばかにしてるー？」

「あぁ、ばかにしてる」

　ニナがふくれ面つらをする。

「装備してたし！　重装備してたし！」

「あのなぁ、ぼくは装備を調ととのえろと言ってるんだ」

「だからぁ、装備はしてたって」

「そういうことじゃない。てきとーに選んだ武器を身につけるのはちがうから」

「まったくもう。ブリッドの言ってることはさっぱりわからないよ」

　それはひとの話を聞かないからだ、とブリッドはげんなりした。

「ところで、おまえ、どうやって武具を買ったんだ？」

　死にまくりで、冒ぼう険けん成果ゼロのニナに、金があるわけがない。

「えーうん？　親切なひとがくれたんだよ」

「んなやついるわけねぇだろ」

「ま、まあ、いいじゃん、それは……」

　ニナが口を濁にごした。

　なんかあやしいな。がぜんあやしいな。ブリッドは腑ふに落ちなかったが、ちょうど目的の場所についたのでとりあえず追つい及きゆうをやめた。

　二階建ての大きな店。ここはクリボタ商店。攻こう略りやく都市の中央地区にある、大きな武具屋である。

　ちぐはぐな死に方をしつづけるニナに業ごうを煮にやして、強ごう引いんに引っ張ってきたのだ。

　店に入ると、ニナはふんふんと調子っぱずれの鼻歌を歌いながら、武器の並んだ棚たなを物色する。なんか手慣れた様子なのがブリッドには気にかかった。

「これ、でっかくてかっこよいね。どう思う？」

　と、ばかでかい槍斧ハルバードを手に取る。

「うん、ちがう。片手剣けんがいいな」

「そうかなぁ」

　ニナは槍斧を棚にもどし、また物色を再開する。

「これ、でっかくてかっこよいね。どう思う？」

　と、ばかでかい戦斧バトルアクスを手に取る。

「うん、ちがう。ちがうちがう。だから片手剣がいいな」

「えー……このかっこよさがわからないなんて、リッくんのセンスは壊かい滅めつ的だね」

　ニナはさりげなく暴言を吐はきながら棚に戦斧をもどす。

　ブリッドはカチンときた。リッくんってだれだ。

「いいかげん、でかいとかかっこいいとかからはなれろ。武器ってのは扱あつかいやすさが最重要で、見た目なんてどうでもいい。攻こう略りやく本ぼんにもそう書いてあるだろう？」

　ニナは、納なつ得とくいかないとばかりにブリッドを横目にした。

「ちっ」

　ブリッドは耳を疑った。

　今の音はなんだ？　まさか、舌打ちか？

　ニナが下からねめあげてくる。

「こうりゃくぼんこうりゃくぼんうるさい。あんなの読んでたら頭わるくなる」

　やっぱり聞きまちがいじゃなかった。なんて態度の悪いやつなんだ！　それでもブリッドは深呼吸して怒いかりをおさえこんだ。

「だからな。初心者にはセオリーってものが」

　たちまち、ニナがなぜか口をひくりと曲げた。

「だれがずぶの初心者ちゃんだとぉ？」

「そこまでは言ってないんだが……」

　なんでいきなり不ふ機き嫌げんになったんだ、こいつは……

「だいたい、剣なんてつまんないもーん」

　ニナはぶつくさ言いながら、なんとなくといった感じで一ひと振ふりの長なが槍やりをつかんだ。

　と、その顔がぱっと輝かがやく。

「え、これっ？」

　ニナはうれしそうにぎゅっぎゅと槍の柄えを握にぎってみせる。どうやら手に馴な染じむらしい。

「これはこれは、お目が高い」

　隅すみっこで様子を窺うかがっていた店主のクリボタがここぞとばかりに揉もみ手しながら現れた。

「それは一点ものの逸いつ品ぴんですよ」

「そうなんですか？」

　ブリッドは長槍をあらためて観察した。どう見ても既き製せい品ひんの長槍にしか見えない。

「いやねぇ、昨晩とある関係者筋から極ごく秘ひ裏りに持ちこまれたものなんですがね、なんでも異教徒の信しん仰こうする戦神オーディンが愛用したという由ゆい緒しよある槍なのだそうですよ」

「はぁ」

「今日だけ、特別にお安く提供させていただきます。こんなもんでいかがでしょう？」

　クリボタは両手で金額を示した。

「え？　なんでぼくに……」

「あなた、ブリッドさんですよね」

「そうですけど」

「ツケを踏ふみ倒たおすのですか？」

　ツケ……踏み倒す……なに言ってんだこのおっさん？

　クリボタは切れ長の目をぎらりと光らせ、帳ちよう簿ぼを取りだし、

「鉄かぶと。戦鎚。鎖くさりかたびら。上等革鎧。鎖がま。すべて、あなたのお名前でツケになっております」

「はぁ!?」

「もし、踏み倒す気なら、このクリボタにも考えがあります」

「いや、え？　え？」

「教会に申し立てをしてもよいのですぞ」

　くそっ、このやろう。ブリッドは、思わずニナを見た。

「みてみてブリッド！　これすごいよ、ヒュンって！」

　ニナは上じよう機き嫌げんで長槍を振りまわしている。

　がこんがこん店内のいろいろなものにぶつかっているが、まるで気にする様子もない。

「店内でお振りになられるのはご遠えん慮りよ願いたいところですね……教会的に」

　クリボタが頰ほおをひくひくさせた。

　こうなったらしかたがない。教会にチクられたらめんどうだ。ブリッドは謎なぞのツケを支し払はらった。財さい布ふの中身がすっからかんになってしまった。

　さっそく表に出たニナが、

「槍もってやりい！」

　とうれしそうに長槍をぶんまわした。

「槍もってやりい！」

　ぶん！

「槍もってやりい！」

　ぶぶん！

「槍もってやりい！」

　ぶぶぶん！

「槍もってやりい！」

　ぶぶぶぶん！

　通行人がニナの脅きよう威いに怯おびえて去っていく。

　ブリッドは落ちこんだ。この財布の軽さはやってられない。いつかぜったい、耳をそろえて返させる。そう心に誓ちかった。




「槍もってやりい！」

「しつこいぞ！　あと、あくまで貸しだからな！」

　と、騒そう々ぞうしいふたりが店から去ると、クリボタは店の奥に引っこんだ。

　次に出てきたときにはさきほどとまったく同じ長槍を持っていた。なにごともなかったかのように棚に陳ちん列れつする。

　そりゃそうだ。

　なにしろ、ここはクリボタ商店。激しい競争に晒さらされる攻略都市で、二十年も繁はん盛じよう店を守り続けてきた商しよう魂こんたくましいクリボタの経営する店なのだ。

　ベテラン冒険者たちは、敬意と侮ぶ蔑べつの両方をこめ、その名前をもじってぼったくり商店と呼ぶのである。




　死を予感させる闇やみがべったりと張りつく地下迷めい宮きゆう──に今日もばかに元気な声が響ひびく。

「さぁこい！　けちらしてやる！」

　長槍を構えたニナは、数すう匹ひきの獣けもの型モンスターと対たい峙じしていた。

　メイキュウオオカミ。地下一階で遭そう遇ぐうするなかではそこそこ危険なモンスターだ。

　オオカミたちはニナの逃にげ道をふさぐように前後を挟はさんでいる。やつらはつねに群れで行動して、巧たくみに連れん携けいする。これが個体の戦せん闘とう能力はたいしたことのないのに、危険な理由だ。

　うなり声を合図に、ニナの背後にいた一いつ匹ぴきが飛びかかろうと身を低くしたが、即そく座ざにその鼻先に突つきつけられた鋭い槍先が動きを封ふうじた。

「動けまいまい！」

　ニナは余よ裕ゆう綽しやく々しやくである。

　それというのも槍の間合いは剣の数倍。武器を携たずさえた敵を制圧するために開発された、高度に戦闘的な武器である。己おのれの肉体しか武器を持たない獣風ふ情ぜいにおいそれと懐ふところに飛びこませはしない。

　それよりなにより……いま手にしているのは神しん鎗そう。

　その事実がニナに無限の自信をあたえている。実際、ニナの一挙手一投足にオオカミたちが動きを封じられていた。

「刀の錆さびにしてくれるわっ！」

　と、ニナは突きかかる。槍で。

　ぶ厚い毛皮に穂ほ先さきが触ふれ──ニナは、にやりとほくそ笑えんだ。

　このとき脳内でイメージしていた未来の感かん触しよくは「ぶっすり」だった。

　ところが、実際は──「ぽっきり」だった。

　おーでぃんおれた……？

　呆ぼう然ぜんとするニナの目には、くるくる回転しながら視界の端はしに消えていく穂先がはっきりスローモーションで見えた。そして、そのかわりオオカミの大口が視界にフェードインしてきて──真っ赤に牙きばをむいた。
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　今日でニナが迷宮に潜もぐりはじめてから一週間になる。

　薄うす暗ぐらい迷宮を歩くニナは、いつになく冴さえない顔をしていた。

「昨日はオーディンのせいでえらい目にあったよ……もう槍はこりごり。だれなんだよぅ、槍とか選んだやつ」

　それはおまえだ！　もしこの場にブリッドがいれば、きっとそう言っていただろう。

　と、ニナの耳がひくりと動いて、薄うす闇やみの奥を睨にらみつけた。

　廊ろう下かの向こうから、奇き怪かいな金切り声をあげながら、ヤる気まんまんの迷宮妖よう精せいゴブリンが数匹走ってくる。

「フッ。騒さわがしい連中がきたか……」

　とニナは謎の余よ裕ゆうとともに剣を抜き、迎むかえうつ体勢をとる。

「ずべっ!!　じゅしゃしゃっ!!　ぐさぐさぐさぐさっ！　ぎっぱぁん！」

　剣を振ふるたびにいちいち擬ぎ音おんを叫さけぶニナがいちばん騒がしかった。

　手こずりつつもゴブリンどもを倒したニナは、布で刀身の汚よごれをぬぐい、

「またつまらぬもので斬きってしまった……」

　とつぶやき、

「でもやっぱ剣けんが最適なんだよ。わたしにははじめからわかっていたんだよ」

　豪ごう快かいに記き憶おくを捏ねつ造ぞうしてから、歩きだした。

　結局ニナは、あれだけ抵てい抗こうしたことも忘れて、今朝、さらっと剣を買ったのである。

　角を曲がったとき、ニナの足が床ゆかすれすれでぴたりと静止した。その部分の床は色が周囲とすこしだけちがう。

「おおっと！」

　ニナはそーっと後ろに足をおろしてから、あやしい床を飛び越こえた。

「ふふん。踏んだら壁かべから槍がでてきて串くし刺ざしにされるんだ。そんなのお見通し！」

　それから近くに落ちていた大きめの石を拾って、床の上に投げた。

　がしゃん！　案の定、鋭するどい音をたてて、何本かの槍が壁から突き出た。

「予想どおり！　この迷宮マスターニナさまはもうトラップにもかかんないよ！」

　予想どおりもなにも、しばらく前にここで引っかかって死んだから覚えていて当然なのだが。学習能力は一応あるらしい。

　ふたたびニナが歩きはじめて、しばらくしたころ。

「んん～？」

　ニナは視界の端を妙みようなものが通過していった気がして、立ち止まった。つつつ、と後ろ歩きで三歩もどった。

　壁にボタンがあった。横には『キケン！　ゼッタイ押すな！』と白はく墨ぼくで殴なぐり書きされている。

「これ、押せってこと？　それ以外の解かい釈しやくないよね」

　即そつ行こう。ニナはポチっと押した。

　なにがくるか？　いや、関係ない。ドラゴンでも吸きゆう血けつ鬼きでもなんでもきやがれ！

　と気合いだけは満タンのニナがきょろきょろと左右を見み渡わたしたが、なにも起こらない。迷宮の闇は沈ちん黙もくを守っている。

　ニナはやれやれと肩かたをすくめ、

「つまんない。こーゆー肩かた透すかしがいちばんつまんないよ。なんてーかーサービス精神がないよ。槍やりでもふってきたほうがまだ気がきいてるって」

　他の冒ぼう険けん者しやに聞かれたら後頭部をぶん殴られそうなことをいいながら、すっかり油断して頭の後ろで手を組み合わせた。

　刹せつ那な。がたんと音が聞こえた。

「はっ！　空くうだ──────────!!」

　ニナは確信をこめた鋭い目つきで天てん井じようを見上げた。

　残念、下である。

　浮ふ遊ゆう感に、ニナが下を見ると、地じ獄ごくまで続いていそうな黒い穴。

　迷宮マスターさんの姿は吸いこまれ、

「わ────────────────………………………………」

　穴から響く声が長く尾おをひいて──

　どちゃっ！　とニナが落下死する音と同時に、声は消えた。




　ニナはまた迷宮のある場所でよからぬものを発見した。

　今度は奇き妙みような水飲み場である。

　石造りのたらいが壁へき面めんに固定され、底の穴からこんこんと水が湧わき出ている。一見なんの変へん哲てつもない、どこにでもよくある水飲み場だ。

　なにが奇妙かといえば、

『キケン！　ゼッタイ飲むな！』

　と後ろの壁に白墨で記されているからだ。

　迷宮は過か酷こくだ。

　道に迷って何日も地下をさまようハメになることもある。飲み水を切らすな、というのは冒険者の合い言葉だが、かといって、何日分もの水を持ち歩くのも現実的とはいえない。

　だから、迷宮に点在する水飲み場は冒険者にとって、とても有用なのだ。ただし、安全な水であればに限る。安全な水飲み場がどこにあるのか。それを把は握あくするのは冒険者の必ひつ須す事じ項こう。

　もっとも、安全性が疑われる水飲み場だとしても、よほど渇かわいていればリスクを負ってでも飲まざるを得ないのだが……

　いま、まったくノドが渇いていないやつが、おもむろに手ですくって一口飲んだ。

「お、冷た～い。こんなにうまい水ははじめて飲んだ！」

　その場で跳とびはねてみると、むしろ体が軽くなったような気がする。

　さらにごくんともう一口。

「んーまい！」

　ニナは、水面に口をつけて、んぐんぐと夢中で飲みはじめた。飲みはじめたら止まらなかった。結局、おなかがたぷんたぷんになるまでたらふく飲んだ。いや──

　それでは止まらなかった。ニナはなんどか口をはなしたのだが、すぐにまた口をつけてしまう。まるで中毒患かん者じやのように。それほどうまい水だった。

　おかしい……？

　そう思ったときにはもう、ニナの意識は朦もう朧ろうとしていた。立っていられなくて、その場にばたっと倒たおれこんだ。

「毒か……おのれ。はかっ、たな……」

　息も絶え絶えに、どこかのだれかに事実無根の濡ぬれ衣ぎぬを着せた。

　と、もう意識が白んでいるニナの耳に、足音と、ついでひとの話し声が聞こえる。

「おいきみ、しっかりしろ！」

「あーこの子はもうダメだな。手て遅おくれだ。回収屋にまかせよう」

「ここの水って毒なんて入ってたっけ？　オレ、度胸試だめしで飲んだことあるぞ」

「弱い毒だから一口飲むくらいじゃなんともないけどさ。やたらとうまいだろう？　たまーに欲よく張ばってがぶがぶ飲んじゃったやつが致ち死し量超こえるって聞いたことがある。ごくごくたまに、数年にいちどだけどね」

「あ、それで、バカ水って呼ばれてんだ」

　バカ水……！

　薄れていく意識のなかで、それだけがなんどもなんども耳の奥にこだました。

　沈しずんでいく……水のなかに……バカ水……バカ水……バカ水……

　ひさびさに現れたバカは、まもなく毒死した。




　別の日。

　ニナは迷めい宮きゆうの廊下を歩いているうちに、鍵かぎのかかった扉とびらを発見した。

　さっそく、懐から冒険者必ひつ携けいの鍵開け道具を取りだした。そして、気づく。

　ノブの横に書かれている白い文字に。

『キケン！　ゼッタイ覗のぞくな！』

　また、見つけてはならぬものを見つけてしまった……

　さすがのニナもそろそろこの白墨の文字が、他の冒険者に忠告を与あたえるメッセージかもしれないと理解しはじめている。

　それくらいのことはニナにだってわかっている。けれど。どうしても体がうずうずしてしまうのだ。絶対にやるな、と言われるとなおさらのこと。

「ここで逃にげたら冒険者の名折れだ！」

　ご大層だがきっと誰だれにも理解されないこだわりを述べたニナはしゃがみこみ、片目をつむり、どれどれと鍵穴を覗きこもうとした。ところが──

　勢いよく顔を近づけたせいでドアノブにごつんとおでこをぶつけてしまい、ニナは反動でのけぞってしまった。直後、それがミラクルを呼びこむことになる。

　ひゅん！　倒れこみながら上を向いたニナの鼻のわずかに上を、鋭い矢がかすめていった。もし、覗きこんでいたら、目ん玉を射い貫ぬかれていたはずだ。

　痛そうにおでこをさすりながら目をあけたニナが覗きこんでも、当然、こんどはなにも起こらない。

「ほらでた！　なにもない。こーゆー肩透かしがいちばん嫌きらいだって言ってるじゃん」

　直前に自分の命が危機にさらされていたことも知らずに、ふざけた文句をのたまってから、ニナは鍵をあけて部屋にはいった。

　部屋の中央に神秘的な台座があり、そこに一ひと振ふりの剣が突つき立っている。すらりと細長く、きらきらとピンク色に輝かがやく、刺突剣レイピアだ。

「うっわぁ～。どー見ても、いわくつきの剣でしょこれ！」

　ニナはさっそくそれを引き抜いて街にひきかえした。うきうきのあまり足も軽かろやかに、クリボタ商店に持ちこんだ。

「へいおやじ！　この伝説の剣けんを鑑かん定ていしてっ！」

　はいはいとクリボタが応じる。この攻こう略りやく都市で武具屋を営むからには、それ相応の鑑定眼が求められる。ボッタクリをやるならなおのことだ。その点、クリボタの腕うではそうとうのものという定評──悪評だった。

　クリボタは、一目で看破したようだ。

「おお、それは！　魅み惑わくの剣ですな！」

　ニナはカウンターに身を乗りだした。

「レア!?　レアアイテム!?」

「いいえ」

「じゃあミディアム!?　ウェルダン!?」

「ステーキの焼き加減ではありません……レアの上。ユニークアイテムです」

　クリボタは興奮を隠かくせないかのように言葉を切って嘆たん息そくした。

　ニナは目をしぱしぱさせてつづきを待っている。

「あまりのうつくしさで、強制的に心をうっとりさせてしまうという特とく殊しゆ効果をもった、非常にめずらしい魔ま法ほうの剣です」

「うっとり……？　あ、そっか！　敵から集中力をうばうんだね！　やったー！」

「いいえちがいます。持ち主をうっとりさせるのです」

「……ぱーどぅん？」

「持つものの所有欲を満たし、多幸感を与えます。戦いの役には立ちませんが、なんでも古代奴ど隷れい帝てい国こくでは心の病やまいの治ち療りようにつかわれたとか、暴ぼう虐ぎやくのかぎりを尽つくした大王の荒あらぶる怒いかりを鎮しずめたとか、諸説あります。ほかにも──」

「あぁ、もういい……つっかえねーごみのはなしはもういいよ」

　一気にテンションだださがりになったニナはうなだれた。

「このごみ、よければ十ペンドで引き取りますが？」

「あー。いーいー。それでいーよ」

　ニナは二束三文を手に入れ、肩を落として店を出た。




　当然、のちに千という値札がつけられて魅惑の剣は店頭に並ぶことになる。
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　ブリッドは、大聖堂の復活プールの外廊ろう下かに立っていた。復活プールから誰かが出てくるたびに睨にらみつけるものだから、冒険者や回収屋が驚おどろいたように歩き去っていく。

　もちろん、ニナが復活するのを待っているのだ。で──

「ふぁぁぁぁぁ！」

　大あくびをかきながらニナが出てきたので、ブリッドは即そく座ざににじり寄った。

「おいニナぁ！」

　その声に気づいたニナがぴっとブリッドの顔に指を突きつける。

「みなまで言うな。キミの言いたいことはすべてわかっているよ」

「なら、言ってもらおうか！　ぼくがなにを言わんとしているのか！」

「どうせあれでしょ。白文字トラップの件でしょ」

「白文字、トラップ……？」

　ブリッドはニナの言うことがすぐには理解できなかった。考えてもわかるはずがなさそうなので、理解する努力をやめた。

「先人たちが残してくれたありがたい忠告を無視するのはやめろ！」

「ふふん。あれが忠告とは、おめでたいねぇ、ブリッドくんは」

　なぜ鼻で笑われたんだ？　なぜなんだ？　ブリッドの思考が停止した。

「いちおー説明したげる。あの白文字は一見忠告をよそおっているけど……わたしみたいな凄すご腕うでに深読みさせてハメる高度な心理トラップなんだよね」

「……なわけねーだろ」

　無茶にもほどがある解かい釈しやくを披ひ露ろうしたニナに、ブリッドは呆あきれ声で返し、

「今日で何日だと思う？　ぼくらが会ってから」

「さあ？　一ヶ月くらいかな？」

「九日目だ」

「へー、まだそんなものなんだ。意外～」

　そう。ブリッドがニナと出会ってからまだ九日だ。まだ、たったの九日。なのに、もう一年も経たった気がする。

「その間、おまえは何回死んだと思う？」

「わかんない。わたしは過去を振りかえらない主義なのでね」

　ニナが上目がちに首をかしげる。思いだそうと努力した形けい跡せきが一いつ切さいない。

「な・ん・か・い、死んだと思う？　いえ！」

「ずいぶんつめてくるねぇ。えーっと、だいたい十回くらいかな？」

「ふざけんな！　三十回だ！」

「えーっ!?　うそでしょ～」

「うそじゃねえ。たったの九日で三十回だ。そんな冒ぼう険けん者しやいねーぞ。まだ地下三階までしかいってないのに。到とう達たつ階数より死亡回数を多くしてどうする！」

　ブリッドは腹の内を吐はきだすように説教した。しょうもない無む駄だ死じにを繰くり返すニナに、一言いわずにいられなかったのだ。

　ニナはおとなしく聞いているかと思いきやニヤニヤしはじめた。

「階数と回数……ダジャレじゃ～ん」

「くだらない反論はやめろ」

　はっきり言って、ムカついた。

　回収屋の分を超えて毎回親切心でアドバイスしてやっているのに、返ってくるのはくだらねえ文句ばかりだ。もういっそのこと探たん索さく石なんて投げ捨てちまおうか、ともちらりと考えて、懐ふところの中の石をつかんだ。

　そのとき、横を向いているニナの腰こしに鞘さやが据すえつけられていることに気づいた。

　片手剣だ。

　たまには言うことを聞くこともあるんだな、とブリッドは探索石を懐にもどした。もうすこしだけ見守ってやるか。

「ひさしぶりー！」

　突とつ然ぜん。聞き覚えのある声がしたかと思えば、背中にだれかがのしかかってきた。

　いい匂においがする。ブリッドは困こん惑わくしながら肩かた越ごしに振りかえった。すると、さらさらの金きん髪ぱつが見えた。

「フェリシアさん？」

「おぉ、えらいコだねぇ。フェリのことを覚えてたんだ？」

「そりゃあ……」

「その節はどーも」

　フェリシアがにっこり笑い、ブリッドの首から手をはなした。

　当然、覚えている。知っている。

　出会った頃ころとはちがい、今やフェリシアは毎週のように攻こう略りやく本ぼんで特集を組まれるほど。攻略都市に知らぬ者はいない、今をときめくスター冒険者だ。

「ね、冒険者をやめたって聞いたんだけど？」

「そうですね。いや、元々ちがいますけど」

　迷宮には勝手に潜もぐっていただけだ。教会に登録していなかったし、そもそも復活能力がないから正式に冒険者だったことはいちどもない。

「ふぅん。ごまかしますか」

　笑えみを浮うかべたフェリシアは腰に手を当てて、軽く腰をかがめて下から覗きこんでくる。まぁるい瞳ひとみが悪戯いたずらっぽく輝いている。

　その笑みの裏に他意を読み取らないことはブリッドには不可能だった。自分の過去を知っている、数少ない人物だからだ。

　フェリシアは端たん整せいな顔を息がかかるくらいの距きよ離りまで近づけ、じろじろと観察してくる。

「もう、死んだ魚みたいな目をしてないんだね」

「そうですか。自分ではわかりません」

「顔色もいい。健康そうだね。あのひとを失った傷は癒いえたってかんじ？」

　その問いを、ブリッドはあえて無視した。

「あのとき、その目をしてたら──」

　なにかを言いかけてから、フェリシアは微笑ほほえみつつ顔をはなしていった。

「で、いまはなにをやってるのかなぁ？」

「先月から、回収屋やってます」

「ぷぷっ」

　フェリシアは形のよい唇くちびるに手を当てる。

「じゃあ、教会の犬になったんだ？」

「……そうです」

　ブリッドは口を濁にごした。相手がわかっていて言わせたのは知っている。

「三年前までブイブイ言わせてた人とは思えないね」

「そんなつもりはなかったです」

「あっそう。なら別にいいけど」

　と、フェリシアはふとした感じでブリッドの横に目を向けた。そこには仏ぶつ頂ちよう面づらのニナが立っている。

「あれぇ？　キミ、どこかで会った？」

「知らねぇだ」

「あっ、あっ！　思いだした！」

　フェリシアがうれしそうに長いまつ毛を上下させた。

「吊つり天てん井じようトラップに潰つぶされたぺしゃんコちゃん！」

「だれがぺしゃんコだ！」

「ねぇねぇ。さっき仲よくしゃべってたけど、キミたちはどういう関係なの？」

　ニナのむくれた態度がまるで目に入らないかのようにフェリシアは話を変えた。

「べつにどういう関係でもな」

「いっしょに住んでるから！」

　ブリッドが答えようとした横からニナがはっきりくっきり言った。

　フェリシアが真しん剣けんな顔つきになり、

「いっしょに住んでる……冒険者と回収屋、だよね？」

「そうだけど」

「ぺしゃんコちゃんが、ブリくんと？」

　片手の上に肘ひじをのせ、唇に細い指をあてて深刻に考え込むような仕草をする。

　あまりいい傾けい向こうではない──

　なんといっても、いまのこのひとは攻略都市きってのスター冒険者だ。発言力は大きい。教会も大事にしていることだろう。ここまで登りつめたフェリシアがいまさら下したっ端ぱ回収屋と初心冒険者を陥おとしいれるような真似まねをするとは思えないが、持ち前の気まぐれを起こすということもありうる。それに過去のいきさつもある。

　ちっ、という苛いら立だたしげな音がブリッドの思考を破った。

　当然のごとく、舌打ちの主はニナで、

「ぺしゃぺしゃぺしゃぺしゃしっつけーな。ブリくんってなんだよ。勝手に出世魚みたいなあだ名つけるな。そっちこそぺしゃんこのくせに！」

　とフェリシアの薄うすい胸を見やった。遠えん慮りよの一切ない、ストレートな視線の槍やりで。

「だだだ、だれの胸がぺしゃんこ!?」

　ものすごいダメージを受けた様子のフェリシアがあわてたように両手で胸を隠かくした。

　相手の弱点を把は握あくしたのか、ニナがふふんとほくそ笑み、さらに攻せめる。

「あっれー。胸が、とはひとことも言ってないんだけどなー？」

「くっ。覚えときなさいっ！」

　フェリシアは、風のように去っていった。

　さすがは神速と異名を取るだけのことはある、とブリッドは妙みように感心した。けど、なんだったんだ、この無駄な騒さわぎは……さっぱりわけわからん。

　ブリッドには、隣となりのニナがぐっと小さくガッツポーズするのが見えた。

「え、なんで？」

「あの女……気に食わない」

　と、ニナはブリッドを横目にしてくる。

「ブリッドはあの女を知ってるの？」

「まあ、昔ちょっとあったからな……」

「なにが？」

「いやあ、それにしてもニナがフェリシアさんを知っているとは意外だなぁ」

「なにが、ってわたしはきいてるんですけど！」

　ニナの声は鋭するどく、いがいがと尖とがっていた。どうやら追つい及きゆうの手をゆるめるつもりはこれっぽっちもないらしい。話をそらそうとしても無駄のようだ。

　しかたなく、ブリッドは答えることにした。

「ぼくが迷めい宮きゆうを遊び場にしてたとき、彼女は冒険者デビューしたんだ。それで、なんどか会ったことがある。それだけだ。もう何年も会ってなかった」

　噓うそではない。だが、すべてを話したというわけでもない。

　ニナは、ふぅんと目を細めた。

「遊び場にしてただとぉ。聞き捨てならない」

「は？」

「迷宮は戦場だ！　ガキの遊び場じゃない！　油断一秒怪け我が一生。そんな気構えなら、帰ってママのおっぱいでもしゃぶってな坊ぼうや！」

　ビシッとニナが指を突つきつけてくる。

　ブリッドは絶句して、体が硬こう直ちよくした。どの口がそれを言いやがる！

「ま、そんなことどうでもいっか。おなかすいたぁ」
















　結局それか！

　思わず、ブリッドは脱だつ力りよくしてしまった。




　地下迷宮一階東地区の一室──通つう称しよう、無意味部屋。

　天に牙きばをむくリザードの像。

「あやしい。やっぱりあやしい」

　またしてもニナが石像によじ登って熱心に調べている。あっちを引っ張ったりこっちを押してみたり。当然のごとくなにも起こらない。

　だんだん焦じれてきたニナは、苛立ち紛まぎれに石像を蹴け飛とばした。

　そのとき石像の影かげから膜まくを破るようにしてモンスターが実体化した。

　シャドウリザード──

　お馴な染じみの、無意味部屋の守護者である。

　シャドウリザードは大口を開ける。『またおまえか』と言いたげに牙を剝むき出しにして獲え物ものを威い嚇かくした。

「でたなウリザーめ！　今日こそ成敗してやる！」

　すかさず、ニナは勢いよく剣けんを抜ぬき放ち──すぽん。

　勢い余って手が滑すべり、剣を放ほうり投げてしまった。

「あっ」

　ニナはもう何度目になるかわからない敗北を意識した。

　ところが。

　放物線を描えがいた剣はまるで吸いこまれるようにシャドウリザードの大口に飛びこんでいき、頭を貫つらぬいた。

　あまりのミラクル。信じられなくてニナはぽかんと口を開けてしまう。

　シャドウリザードは断だん末まつ魔ますらあげなかった。がくんとその場に崩くずれ落ちる。太い尻尾しつぽがうねる蛇へびのように床ゆかを叩たたき、土つち埃ぼこりが舞まい上がった。

　それっきり、ぴくりとも動かない。

「……」

　静せい寂じやく。

　ようやく我に返ったニナは赤面した。きょろきょろと周囲を見回す。誰だれもいない。

「ナシナシ！　これ、ノーカンね！」

　シャドウリザードの口に手をつっこんで、剣を引き抜き、

「こんな勝ち方、見られたら恥はずかしすぎるっ」

　逃にげるように部屋を出ていった。

　十分もしないうちに、ニナは旧市街の裏路地にいた。

　さっき起こったミラクルをだれかに話さずにはいられなかったのだ。

「グッちんグッちん！」

　ニナは勢いよく店の扉とびらを開けた。りんりん！　と鈴すずが乱暴に鳴る。

「はぁい？」

　お客さんを相手に魔ま法ほう道具のうんちくを披ひ露ろうしていたアグニスが目をまんまるに広げ、

「ニナ……さん……？」

　ぱくぱくと口を開閉する。

「事件だよ、事件っ！」

「た、たしかに事件です。いいえ、奇き跡せきです。かみさまぁ！」

　アグニスが両手を組み合わせておでこにつけ、神に祈いのりを捧ささげた。

「ほぇ？　グッちん？」

「だってだって、いま、お昼ですよね！　ね、ね？」

　アグニスはおめめをぱちくりさせながら、お客さんの服の袖そでをつまんで引っ張った。お客さんが戸と惑まどったように小さくうなずく。

「ニナさんが死なずに、お昼にふつうにお店の扉を開けて帰ってきましたの。これを奇跡と呼ばずになにを奇跡と呼びましょう!!　今からお祝いしましょうですのっ」

「あ、あのさぁグッちん……」

　ニナは自分ごとながら、呆あきれてしまった。

　アグニスはお客さんを手早くあしらって適当なものを売りつけてから、店の表扉に『準備中ですの！　ごめんなさい！』というプレートを下げて、てきぱきと豪ごう勢せいな昼食を用意した。

「おいしーね！　これおいしーね！」

　などと、喜色満面でなんのお祝いだかよくわからないおいしい昼食を食べて、ニナはまた店を後にして迷宮に向かった。

「あれあれ？　なにしに帰ってきたんだっけ……？」

　もはや思いだせないニナだった。




　　　　[image: †]　　[image: †]




　ちょうど同じころ。迷宮を歩くブリッドの足は軽かろやかだった。

　なんとなれば、今日は朝から探たん索さく石がおとなしい。ぴくりとも動かない。ただそれだけのことで解放感を感じる。

　ブリッドは地下三階をきびきびとした足取りで巡じゆん回かいしていた。

　ニナには悪いが、わけのわからない死に方を繰くり返すやつよりも、まともに冒ぼう険けんして死ぬ冒険者を回収するほうがやはり充じゆう実じつ感がある。

　そんなとき。

　金属音。怒ど号ごう。複数の足音。

　戦いの音が廊ろう下かの壁かべに反はん響きようして伝わってきた。

「近いな」

　ブリッドは走った。

　しばらくすると、廊下の奥で冒険者のパーティがモンスターたちと戦っている現場に辿たどりついた。地下三階ではあるが、一階にも出現する低級のモンスターだ。それに苦戦しているのでは、かなりの初心者かもしれない。

　ブリッドは駆かけ付けたままの勢いで戦いの最中に躍おどりこんだ。

　数十秒後──

　ブリッドが蹴け散ちらしたモンスターの死体が床に散乱していた。

　そして、血臭とともに微び妙みような雰ふん囲い気きが漂ただよう。

　疲つかれた顔の冒険者がおずおずと口を開いた。

「あの、俺らまだ死んでないんすけど」

「あ、うん……」

「たしかにヤバかったですけど、死んでからきてもらっていいすか……？」

「ご、ごめん」

　ブリッドは、迷めい惑わくそうな冒険者たちに頭を下げてその場を立ち去った。

　ついやってしまった……。

　冒険者の戦せん闘とうに乱入してしまうなんて。

　苦戦していたこともあって邪じや魔まするなとまでは言われなかったが、冒険者からすればありがた迷惑にちがいない。まだ生きているのに回収屋がやってくるなんていい気分はしないだろう。

　どうも浮うかれていたらしい。気を引き締しめなきゃ。

　心密ひそかに反省したブリッドは、かすかな物音に気づいた。

　そちらに向きなおると、壁に窪くぼみがあった。

　音はそこからしていたようだ。暗がりに目を凝こらす。だれかが蹲うずくまって、そしてすすり泣いていた。

　上着で回収屋だとわかった。髪かみが長い──女性のようだ。

「もしや、イリンシャ先せん輩ぱい？」

　膝ひざを抱かかえて座り、俯うつむいていたイリンシャが顔を上げた。

　明かりが遠くて顔はよく見えないが、うっすらと涙なみだの跡あとがあるようにも思える。

「ブリッドくん……」

　情けなさそうな顔に、消え入りそうな声。

「なにを、してるんですか」

「…………音が」

「音？」

「戦いの、音が…………こわ、こわ、くて」

　ブリッドは要を得ないイリンシャから辛しん抱ぼう強づよく話を聞きだした。

　話をまとめると、激しい戦いの音が怖こわくて動けなくなり、逃げてしまい、ここで座りこんでいたのだという。怖いやら情けないやら、様々な感情が入り交じって泣いてしまったらしい。

　あまりに怖がりなので、回収屋の仕事が捗はかどっていないというようなことはちらりと耳に挟はさんでいたが、まさかここまでとはブリッドも知らなかった。

　この様子では迷めい宮きゆう探索はムリだろう。

　心の冷静さを失った状態では、最弱のゴブリンでさえも危険な相手となる。

　五体がバラバラになって死んでも復活できる冒険者とちがって回収屋はふつうの人間、死ねば終わりだ。大おお怪け我がを負ってやむなく廃はい業ぎようする者もいる。つねに平常心でなければ生き残れない。

　迷宮から連れだしたほうがいい。そうブリッドは思った。

「とりあえず、街に帰りましょう」

「……はい」

　力なくうなずくのだが、イリンシャは立とうとしない。ブリッドを見上げてくる。

「先輩？」

「腰こしが……抜けているみたいです……」

　イリンシャは恥ずかしそうに顔を伏ふせた。

　しかたない。ブリッドはイリンシャに背を向けるかたちでしゃがみこむ。

「つかまってください。おぶります」

「で、でも」

「地上までたいした距きよ離りじゃありません。乗ってください」

　躊ちゆう躇ちよしていたイリンシャが肩かた越ごしに手をまわしてくる。

「ありがとうございます……」

「水みず臭くさいですよ。よいしょっと」

　ブリッドはイリンシャを背負って立ちあがり歩きだした。突つき当たりの丁てい字じ路ろを右に折れる。曲がり角のたびに立ちどまり、安全をたしかめてから、また進む。

「ごめんなさい。私、重いですよね……」

「そんなことないです。いつも何体も死体背負ってますから」

　回収屋ならば、全ぜん滅めつした冒険者のパーティの棺ひつぎをひとりで回収して街まで持ち帰ることも多々ある。人ひとりの重さ程度はどうってことはない。

　はぁ、とイリンシャがため息をつく。

「自信喪そう失しつです。私、迷宮恐きよう怖ふ症しようかもしれません」

「それは……困った病気もありましたね」

　なんとも言いがたかった。

「私の実家は農家なんです。私は偶ぐう然ぜん資質があったようで、魔法学院に特待生としていれてもらったのです。けれど一年前の寒波で農場の経営状態が悪化してしまって借金を……それで、攻こう略りやく都市にきて回収屋になりました。すぐに……稼かせげると思ったんです」

　よくある話だ。

　一いつ攫かく千せん金きん、一発逆転を求めて、攻略都市には様々な事情を背負った人間が集つどう。冒険者、商人、そして回収屋。

　だが、希望を叶かなえられる者は、百人にひとりもいないだろう。それほどこの街は、迷宮は甘くはない。

　ブリッドは回収屋溜だまりで聞いたイリンシャの評判を思いだした。

『あいつは物だけ知りなんだよな』

『魔法学院の出のエリートさまと言っても、地下に潜もぐったら初心者以下だからね～』

『ぜんぜん拾ってないじゃん？』

　迷宮では、地上の道理は通用しない。

　人ひと柄がらのよさや優やさしさはなんの役にも立たない。むしろ、そういった人間性が邪魔になることもある。かと言って、単純な戦闘力や魔法の能力が高ければそれでいいというものでもない。暗くら闇やみの中、危険なモンスターやトラップに遭そう遇ぐうしても自己を制せい御ぎよできる揺ゆるがぬ精神力が必要なのだ。はっきり言えば、それ以外の能力はおまけだ。

　はぁ、とイリンシャがまたため息をついた。

「私、回収屋になってはいけなかったんです」

「過去形は、まだ早いですよ」

　ブリッドは背中の、臆おく病びようだが善良で優しい先輩に慰なぐさめの言葉をかけた。たしかに迷宮向きの性格ではないかもしれないが、そんなことは他人が言うべきことではない。

　また、戦いの音が伝わってきた。

　背中でイリンシャが息をのむ。ぎゅううううううう。思いきり抱だきつかれ、背中に、意外にも大きく柔やわらかいものが押しつけられた。

「だ、だいじょうぶですよ。あれはかなり遠くです」

「ご、ごめんなさい」

　抱きつく力がゆるむ。

「先輩、けっこうアレなんですね」

「アレ？」

「見た目より豊満というか」

「……」

　イリンシャの感かん触しよくが背中からはなれた。

　気まずい沈ちん黙もく。足音がやけに大きく迷宮に響ひびく。

　つい口が滑すべった。この状じよう況きようで豊満はねえだろ豊満は……スケベオヤジじゃないか……

　しばらくして、沈黙に耐たえかねたのか、そういえば、とイリンシャが口を開いた。

「だいじょうぶなんですか、ブリッドくん」

「な、なんのことですか？」

「あの女の子の冒険者といっしょに住んでいること。噂うわさになってます」

　胸じゃなくてニナのことだ。

　回収屋には冒険者と私的に関かかわるなかれという不文律がある。管理者である教会が罰ばつ則そく規定を設けているわけではない。回収屋の先人たちが仕事を円えん滑かつに行うために蓄たくわえてきた経験則のようなものだ。

　生存している冒険者は金にはならない。棺化した冒険者は金になる。

『生きている冒険者にはなにもくれてやるな』

　それが、回収屋の暗あん黙もくのルール。

　さっきは浮かれていてつい冒険者を手助けしてしまったが、回収屋にとって本来あれは黙だまって見過ごす状況なのだ。全滅してから拾えばいい。そう考える回収屋は少なくないし、それを非難することもできない。なんといっても回収業は慈じ善ぜん事業ではなく、生なり業わいなのだ。

　しかし、ブリッドはまだそこまでドライにはなりきれていない。

　冒険者はたしかに死んでも復活できる。だが、棺の保護効果だって永遠ではないだろう。ニナのように記き憶おくを失うこともあるのだから。

　なんらかのトラブルのせいで棺が発見されなければ、二度と日の目を見ることはない。生きて帰るに越したことはない。ニナと出会ってから、より一層強くそう思うようになっていた。

　だからこそ、ニナが意味不明な無む駄だ死じにを繰くり返すのが歯がゆいのだが……。

　イリンシャにもそういうドライさはない。この仕事には不向きなのかもしれないが、根本的な人間性がやさしいのだろう。気が合うのはそのおかげかもしれない。

　ただでさえイリンシャ以外の回収屋と関係がよくないのに、ニナの件でまた嫌きらわれるのではないかと心配してくれているんだろうとブリッドは思った。

　ところが。イリンシャの続く問いは予想を裏切った。

「け、結けつ婚こんするんですか？」

「どうしてそういうことになるんですか……ただのなりゆきです」

「同どう棲せい、してるんですよね？」

「ちがいますって。同じ下宿に住んでるだけです」

「す、好きなのですか？」

「さっきからなんの話ですか。順番もめちゃくちゃですよ！　ただの同居人です」

「そうなんですか……よかった」

「なにがいいんですか？」

「…………」

　イリンシャが黙ってしまった。

「先せん輩ぱい？」

　肩越しに振ふりむいたブリッドに、イリンシャはあわてたように口を開いた。

「そ、そういえば今日はまだニナさんの反応ないんですか？」

「ないです」

「案外、この近くにいるかもしれませんね」

「かもしれません。三階まではきてますから」

　ブリッドは曖あい昧まいに肯こう定ていした。

　ニナの場合、行動が読めない。三階まで下りられるようになってもなぜか一階の無意味部屋で死んでいたりする。

「じゃあ、今いま頃ごろは大亀裂グランドクラツクにいるかもしれませんね」

　大亀裂とは、三階の名物である。

　四階への階段の手前に、幅はば二十メートル、深さ五メートルの大穴が黒い口をあけていて、穴底にはご丁てい寧ねいに剣けん山ざんまであるので、落ちれば死亡確定だ。

　攻こう略りやく本ぼんはトラップの危険性をＡ～Ｅのレベルに分けている。危険性は被ひ害がい度と秘ひ匿とく度のふたつの要素で決まる。大亀裂の場合、被害度は最高の即そく死し系ではあるものの、危険性は最低のＥに認にん定ていされている。

　穴が大きすぎて見えている、ということもあるが、他ほかにも危険性が低い理由がある。

「反応ありませんか？」

「さすがのニナでも、あそこでは死なないと思いますよ」

　ブリッドは擁よう護ごした。

　いくらなんでも、あそこでは死なないはずだ。いくらニナでも。

　ところがどっこい。

　ドクドクと懐ふところで脈打つ、絶望のリズム。




　しばらくあと。ブリッドは、大亀裂の前にいた。

　遠くに下り階段が見えるが、その前には広大な横穴が横たわっている。

　幅二十メートル、深さ五メートル、底にびっしりと敷しきつめられた針のような剣山。大亀裂は穴というより小峡きよう谷こくといった感じだ。

　もし、ここを越えなければ下り階段にいけないのなら、冒ぼう険けん者しやを阻はばむ手ごわい難所になっていただろう。ただ、右を見ると、通路がある。ゆるやかにカーブしているので途と中ちゆうで先が見えなくなり、どこへいく道かわからなくなる。

　だが、曲がりくねった通路を十分ほど歩けば、大亀裂の向こう側につながっている。この迂う回かい路の存在が大亀裂の危険性を極きよく端たんに低くしているのだ。

　当然、攻略本には迂回路のことが書いてある。

　ここで死ぬのは読まないやつだけ。

　いや、読まなくたって、落ちれば死ぬのなんてパッと見でわかる。迂回路とはわからなくても、未知の通路をたどるうちに自然と向こう側についてしまうだろう。

　ここで死ぬのは、目の前の困難に裸はだかでぶつかるバカ。真正のバカだけだ。

　ブリッドは、底を見下ろしてため息をついた。

　旧型の棺が剣山の針の上に、縦に立っている。ただ立っているのではなく、すこし斜ななめに傾かたむき、角の一点で絶ぜつ妙みようなバランスを維い持じしながら立っているのだ。ちょっと神秘的なアート感を漂ただよわせているのがまた腹立たしい。

　歩けるようになったイリンシャも、ブリッドの横で驚おどろきを隠かくせない。

「あれが噂の……あやまって転落したのでしょうか」

「ちがいますね。飛び越えようとしたんだと思います」

「ええ？　とび……？」

　イリンシャはあらためて向こう岸を見つめた。信じるにはあまりにも遠すぎる。

「そうなんです、飛び越えられると思ったんですよ、とんでもねえバカでしょう！」

　ブリッドは近くの岩にロープをくくりつけ、腰こしの金具に通した。ロープの長さを慎しん重ちように調整しながら、崖がけを蹴けりつつ、すこしずつ底へ下りていく。

　底すれすれまで下りると、金具の留め具を操作してロープの位置を固定した。これで両手をつかえる。

　ニナの棺ひつぎは崖からすぐそばのところに落ちていた。マジでなんの工く夫ふうもなくただ人力ジャンプしただけのようだ。それはそれでムカつくのだが、拾いやすいという点では助かるので複雑な気分だ。

　ブリッドは崖を蹴ってその反動で棺に取りつこうとした。

　そのとき。

　針の上に一点で立っていた棺がぐらりと傾いた。こちらに向かって。

　ブリッドは手を伸のばして棺を止めようとしたが、不安定な空中でうまく力が入らない。棺が肩かたに倒たおれかかってくる。そのはずみで体のコントロールを失い、エビぞりの宙ちゆう吊づり状態でくるくると回転して、崖のほうに揺ゆりもどされてしまう。

　しゅるしゅる──金具がこすれる音だ。留め具の固定がはずれている！

　体が下に落ちていくのを感じながら、あわててロープをつかんだが、そのときにはもう余分な弛ゆるみができている。逆向けになり、くるくる回転しつつ崖に揺りもどされながら、背中に針が迫せまるのを感じて、首筋に悪お寒かんがはしった。

　こんなところで死ぬのか!?

　だが。そのとき、ぴん、とロープが張った。体がぐんと上へ引き上げられた。

「だいじょうぶですかー？　ブリッドくーん」

　崖の上からイリンシャの声が響いた。

「だ、だいじょうぶです！　ありがとうございます先輩！」

　もしイリンシャが機転をきかせて引っ張ってくれなければ──

　こんなくだらないところで死んでた……冗じよう談だんじゃねえ！

　ブリッドは、こんどは慎重に作業をすすめる。もう一本のロープを棺にくくりつけ、崖上にのぼってから引っぱり上げた。

　棺を回収してから、なんどもイリンシャに感謝を言いながら、街に引きあげた。

　で。

「おまえもうやめろよあそこマジでこっちも危ないんだからな!!」

　なんてニナに言っても無む駄だ。

　当然のように、続編があった。

　初回は大亀裂のこちら側のすぐ下。二回めは一メートル先。さらにそのつぎには二メートル先に落ちていた。なんども死ぬごとにすこしずつ向こう側に向かって着々と進んでいるようで、おまけに謎なぞの板や棒が近くに落ちていたりする。棺バカが大亀裂のちょうどまんなかに転がっているのを見たときには、お望みどおり、このまま永遠の眠ねむりにつかせてやろうかとさえ思った。

　そうこうするうちに、ついに、あと一メートルというところまでいったので、ブリッドもいつのまにかやけになり、心の片かた隅すみで応おう援えんするようになっていた。

　だが。最終的にブリッドが目にすることになった光景は──

　きぃ……きぃ……

　暗い地下迷めい宮きゆうに、ロープの軋きしむ音が静かに響ひびく。

　天てん井じようから吊つられた棺が、大亀裂の中央の虚こ空くうで振り子のように揺れていた。




　夜の酒場は荒あら々あらしくも楽しげな喧けん騒そうに満たされてる。

　ここは旧市街にある酒場兼けん宿屋の『一いつ角かく牛ぎゆう』。

　杯さかずきを酌くみ交かわす音。競きそい合うような笑い声。どんどんヒートアップして声量を増していく酔よっぱらいたち。その騒さわぎの中で給仕人たちがてきぱきと動き、厨ちゆう房ぼうからは料理人の立てる威い勢せいのいい声や肉の焼ける香こうばしい匂においがする。

　そんな夜の団だん欒らんとは裏腹に、ブリッドたちのテーブルにはどよんと辛しん気き臭くさい雰ふん囲い気きが漂っていた。

「えっとー。ジャンプしようとして一回落ちてー棒幅跳とびで二、三回落ちてー、うーん。いちいちおぼえてないよもう」

「板は！」

「板？　あーあれね。橋を渡わたそうとした」

　橋を架かける少女……！

「あと？　なんだっけなぁ、たしか、天井からターザンやろうとしたらロープが首にからんできてー」

「もういい」

　ブリッドはテーブル越ごしのニナのふざけた死亡集を打ち切った。

「急がば回れってしってるか？　たった十分をケチって死ぬのは無駄だろ」

「なにも死ぬとはかぎらない」

　ニナは短く反論して、話はもう終わったとばかりにテーブルのソーセージに手を伸ばす。

　まだ話は終わっていない。ブリッドはその皿を遠ざけた。

「だったらこの惨さん劇げきの三日間はなんなんだ」

「たまたま。ま～結果論だね」

　ニナがまた皿に手を伸ばし、ブリッドが遠ざける。

　ソーセージを巡めぐる攻こう防ぼう戦せん。

　皿がテーブルの上をなんども移動する。

「結果論で死んでもらっちゃ困るんだ。なんのために攻略本があると思ってる」

「攻略本の言いなりじゃつまんないのでー」

　いいかげんにしろよ、マジで。

「冒険はつまるつまらないじゃな言っていってるだろ！」

　ブリッドは思わず声を高くしてしまった。

「わたしはやりたいことをやる！　全部やる！　やってみなけりゃなにもわからない！」

　負けじとニナが言いかえしてきた。

「迷宮なめてたら死ぬぞ」

「それがなにか？」

　平然とニナ。

「死ぬのがいやなら冒険なんかやらないんですけどぉー。てーかー、死ねるから冒険者なんですけどぉー」

「う……」

　ブリッドは言葉につまる。死にまくっている相手に通用する脅おどし文もん句くじゃなかった。

　ニナが勝ち誇ほこった顔で指を突きつけてくる。

「ブリッドくん。たのしくなければ迷宮じゃないのだよ！」

　その言葉に、ブリッドは頭を殴なぐられたような気がした。

「隙すきあり！」

　とすかさずニナがソーセージを一本つかむ。口に運ぶ。パリッと皮が爆はぜる。ニナは「うまうま」と頰ほおをほころばせる。

　ついに攻防戦は決着をみた。

　ブリッドは二本目に手を伸ばすニナを見つめた。

　あきれの思い──ただそれだけではない。

　思いだした。

　回収屋になる前、ブリッド自身も攻略本なんて読んでいなかった。迷宮を巨きよ大だいな遊び場と思っている節があった。なぜなら、いっしょに迷宮に潜もぐって冒ぼう険けんのイロハを教えてくれたあのひとがそうだったからだ。

　自分の足で歩く。自分の目で見る。そして自分の手で攻略する。他人から得た情報では納なつ得とくできず、自分でひとつひとつ確かく認にんせずにいられない。

　あのひともそういう、他人には理解できない執しゆう着ちやく心の持ち主だった。

　似ている──？

　ブリッドはあらためてニナの顔を眺ながめる。




　不覚にも、笑え顔がおに見み惚とれてしまった。




　ニナはゆっくりと皿に手を伸ばしながら、ニヤニヤする。

「さいごのソーセージモンスター攻略しちゃおっかな～？」

　アホらしい。やっぱりぜんぜん似てない。

　ブリッドは素す早ばやく手を伸ばし、皿からソーセージを奪うばい取って口に放ほうりこんだ。これみよがしに音を立てて嚙かんでやった。

　ニナが横どり攻略だ！　とかなんとか抗こう議ぎの声をあげたが、ブリッドは無視した。一いつ瞬しゆんでも心を奪われてしまったことが腹立たしい。

　そのとき。

「回収屋、てめぇ、もう一度言ってみやがれ！」

　猛たけり狂くるった怒ど号ごうが酒場に響き渡った。

　ブリッドは声がしたほうに目を向けた。五人の冒険者が、テーブルで食事をしている赤い髪かみの女を囲んでいるのが見えた。ただならぬ雰囲気。どうやら揉もめているらしい。

「死体に答える口はねえ。そう言ったんだよ」

　男たちが壁かべになっているせいでよく見えなかったが、その声でネネレーザだと気づいた。

　上半身を傾かたむけて隙すき間まから見れば、ネネレーザの前にはテーブルいっぱいに大皿が置かれ、謎の巨大な骨付き肉が山盛りになっている。

　ネネレーザは、周りを囲む冒険者を意に介かいさず、骨付き肉を両手で二刀流にして次々と嚙み千切っている。

　ブリッドはすぐそばにいた顔見知りの若い女給仕にどういうことか訊たずねた。

　なんでも、ネネレーザが大量の謎肉をひとりでかっ食くらっているところに、酔った冒険者のパーティがからかい半分でなにを食べているのかと絡からんでいったのだが、ネネレーザは『死体に答える口はねえ』と突つっぱねたという。

　回収屋が冒険者を隠いん語ごで『死体』と呼ぶことがあるのは、冒険者たちも知っている。それを面と向かって言われたので激げつ昂こうしたのだろう。ブリッドは察した。

「ちなみにアレってぇ、ネネさんが持ちこんだモンスターの肉をローストしたものなんだぁ。よくやるの、あのひと」

「モンスター肉の、ローストですか……」

「そう。悪あく食じきだよねぇ。一回食べてみようかなって思うんだけど、なかなか勇気でないよねぇ」

　どこか楽しそうな女給仕はうえっと気味悪そうに顔をしかめながら教えてくれた。

「教会の犬ごときが、冒険者さまを侮ぶ辱じよくすんのか！」

　ひとりの冒険者が、剣けんを抜ぬいた。仲間たちもそれぞれの得え物ものを構える。

「ちょっとお客さん困りますぅ！　オーナーさぁん！」

　女給仕が言いながら足早に厨房に逃にげて行った。

　ネネレーザは武器を手にした冒険者たちにまるで関心を示さず、むんずと骨をつかんでは肉を口に運んでいく。

「食ってんじゃねえよ！」

　もっとも怒おこっている冒険者が、剣の切っ先をネネレーザの顔に突きつけた。

　さすがにやりすぎだ、とブリッドは思った。

　酔すい客きやく同士のケンカは、酒場では日常茶さ飯はん事じ。だが、刃にん傷じよう沙ざ汰たとなれば教会も黙だまってはいないだろう。冒険者と回収屋のトラブルをもっとも嫌きらうのだから。

　ぴたり。ネネレーザの咀そ嚼しやくが止まった。

「これ以上あたしの幸せタイムを邪じや魔ましたら、全員ぶっ殺して棺ひつぎにするぞ」

　その物ぶつ騒そう極きわまりない発言は、ブリッドにはまったく脅しに聞こえず、寒気がした。

　知らないのだ、冒険者たちは。

　普ふ段だん回収屋の顔を見ることもなく、だれに拾われているかも知らない。いま相手にしているのがどういう人物か、知らないのだ。

「やっちめえ！」

　男が剣を振りかぶったとき、どぐっと鈍にぶい音がした。そして、男はその姿勢のまま後ろに倒たおれ、動かなくなった。

　ブリッドは戦せん慄りつした。

　ネネレーザは羽虫でも払はらうように骨付き肉の先で男の顎あご先を打ちぬき、失神させてしまった。恐おそるべき速度。驚きよう嘆たんすべき精確性。

　仲間を倒された冒険者たちがますますいきり立ってネネレーザに襲おそいかかった。

　ほんの数秒後──

　冒険者たちは思い思いの体勢でのびていた。

　ひとりは急所を突かれ白目をむき、ひとりは床ゆかに叩たたきのめされ、ひとりは力任せに殴りつけられて酒場の板いた壁かべを突き破って通りに消えていった。

　ネネレーザは、椅い子すから立つこともなく冒険者たちを叩きのめしてしまった。しかも、直接触ふれることもなく、モンスターの骨付き肉で。

　ひとり残っていた冒険者が、目の前で起こった光景を理解できないかのようにぱくぱくと口を開閉して床にへたりこんでいる。

　酒場は、しん、と静まりかえっていた。

　大皿の肉をすべて平らげたネネレーザが、

「ごちそうさん」

　と、ひょいと骨を投げた。

　ぱかん！　とまだ意識のあった冒険者の額に骨が命中した。そいつはもんどりうって倒れ、二度と起き上がらなかった。
















　ネネレーザはテーブルに何枚もの金貨を置いて酒場を出ていった。

「すっげぇのもいたもんだね～。あれも回収屋？」

「あぁ。最強の回収屋だ。性格には難があるけどな」

「最強…………」

　ニナはすぅっと目を鋭するどく細め、口の端はしに不敵な笑みを浮うかべる。

「──このわたしよりもつよい、のかね？」

「……」

「──このわたしよりもつよい、のかね？」

「せっかくスルーしたのに、もっかい言うんじゃねえ！　どこの威い圧あつ感かんキャラだよ！　おまえなんか、そのへんの犬にも負けてるレベルだろ！」

「犬じゃなくてオオカミだもん！　かわいそうだから見のがしてやってるだけだもん！」

　ニナは頰を赤くしている。

「滑すべって恥はずかしがるなら二回も言うなよ……」

「とっとととところで！」

　と、強ごう引いんにはなしを変えようとしたニナが、床に落ちているモンスターの骨を見た。

「ねー。モンスターのおにくってうまいのかなぁ……」

「いけないことに興味を持つのはやめなさい！」

　ブリッドはたしなめた。

　だが、なにを言ってもきっとニナはいつかモンスターの肉を食べることだろうと確信してもいた。そういうやつだ。

　気になったことはぜったいに自分で試ためしてみる。そういう開かい拓たく精神の持ち主だから。

　そこだけは認めてやってもいいと、ちょっぴり思った。ほんのちょっぴりだが。







　三章　本当は誰にも死んでほしくないんだ







　ごつごつした黒い岩いわ肌はだに反射した松明たいまつの明かりが、不規則な影かげをつくる。影は意思を持っているかのように頻ひん繁ぱんに形や大きさを変える。

　ニナは波打つような無骨な地面の歩きにくさに顔をしかめた。

　地下四階は上階とは雰ふん囲い気きがちがう。三階までは壁も床も人工的な平面だが、ここではどちらも自然の岩のように波形をしている。空気もしっとりと湿しめっている。

　死亡回数四十回。

　平均的な冒険者が四階到とう達たつまでに一回くらいしか死なないことを考こう慮りよすれば、驚きよう異い的に多い。死亡換かん算さん単位なら、激げき遅おその攻略ペースといえよう。しかし、二週間という経過時間単位で考えるとそれほど悪いペースではなくなるから不思議だ。

　もっとも、いま、本人にとってそんなことはどうでもよさそうなのだが。

　苦心して歩いていたニナの前に、奇き怪かいな化け物の群れが現れていた。ぬめぬめした粘ねん液えきに覆おおわれた、猫ねこほどの大きさの大おお蛙がえる。

　蛙粘液獣フロツグスライムである。

　目をそむけたくなるような醜しゆう悪あくなモンスターたち相手にも、ニナは嬉き々きとして剣を抜く。

　怯ひるむ。そんな文字はニナの辞書にはない。

　ニナは群れに躍おどりこんで斬きりつけた。ずぶり、と鈍い手て応ごたえがあって、一体の蛙粘液獣を倒した。

　さあつぎ！　とニナが剣を握にぎり直し群れに向きなおる。ところが──逃げた。

　緑色の群体がぺたんぺたんと尻しりを上下させて逃げていく。

「まてまてぃ～。はじまったばっかだろぉっ！」

　ニナはやつらの後を追いかける。

　跳ちよう躍やくでしか移動できない蛙粘液獣はそれほどスピードはないのだが、いかんせん地面が不安定なためこちらも走りづらい。分かれ道を何度か曲がり、迷めい宮きゆうの奥へと追いかけっこが続いた。

　やがて、道の突き当たりで沼ぬまについた。

　蛙粘液獣たちは沼に飛びこんでいく。深緑色の水面みなもにいくつもの波は紋もんが生まれる。

「くっそ、逃にがした！」

　ニナは悔くやしそうに沼を睨にらみつけた。

　ぴょこ。一体の蛙が水面から顔をのぞかせた。

「ゲコ」

　他の蛙も同じように顔を出した。

「ゲコゲコ」

　そして。

「ゲコゲコゲコゲコ？」

　とニナに合唱を浴びせかけた。

　ニナはカチンときた。モンスターの鳴き声にどんな意味があるのかなんてちっとも知らないが、今ははっきりとわかった。挑ちよう発はつされているのだ。

『ゲコゲコゲコゲコ？　ゲコ？　（水かきなし、もしかして泳げないのか？　ん？）』

　ニナの耳はこのように自動翻ほん訳やくした。

「水かきなんかいらんわ！　まってろ、すぐにそっちいってつかまえたる！」

　ニナはロープを取りだして一いつ端たんを腰こしに巻きつけ、逆側を近くの岩に結ゆわいつけた。それから蛙粘液獣たちのいる沼に飛びこんだ。

　すぐに藻もや水草が体に絡からみついてくる。濡ぬれた革かわ鎧よろいや衣服も重くなり、思うように泳げない。

「ぶがっれ」

　謎なぞの言葉を最後にニナの体はちゃぽんと沈しずみこみ、水面から突つき出るかたちになった片手が必死になにかをつかもうとする。しかし、つかめるのは空気だけ。

　そして手も沈んでいった。しばらくはぶくぶくと水面に気き泡ほうが上がっていたが、やがてそれも絶えた。

　ニナの辞書に怯むという文字はない。欠けつ陥かん辞書である。




　結局、ニナは大亀裂グランドクラツクの迂う回かい路ろを使うことにしたらしい。

　なんなんだろう、あいつは。ほんとうに。

　そんなわけで、ブリッドは、四階に下りたときから、いつ懐ふところの中の探たん索さく石が振しん動どうしはじめないか気が気でなかった。

　四階は三階までとちがって独特だ。

　まず広大だ。迷宮の構造も複雑で迷いやすい。道の幅はばも一定ではなく、幅の広い道で多勢に遭そう遇ぐうすれば、無勢のパーティは囲まれてやすやすと殺されてしまう。

　出現するモンスターも一味ちがう。当然、危険性も上階までとは比べものにならない。

　ニナならあっさり死んでも不思議じゃない。

　ブリッドは波形の床を苦もなく歩きながら、そんなことを考えていた。迷宮経験豊富な者なら、この程度の悪路に影えい響きようされない歩き方を体得している。

　と──とある沼の付近で、妙みようなロープが岩に結わえつけられているのを見つけた。地面にだらりとたれているロープを手た繰ぐっていくと、沼の深緑色の水面下にのびていた。

「なんだ？」

　そうつぶやきつつも、内心では予感があった。

　ロープがぴんぴんに張るまで手繰ってから軽く引いてみると、大物を釣つり上げるときと同じような重い手応えがあった。

　ふん！　腰だめに力をこめて両手で引っ張る。上じよう腕わん二頭筋がみしりとうなりをあげる。ロープを手繰りつつ引きつづけていると、沼の水面がざばりと盛りあがり、苔こけまみれの棺ひつぎがあがってきた。

　岸に引きあげて苔を取り除くと、案の定、見慣れた旧型の棺。

　ブリッドはため息をつくよりもまず先に不思議に思った。

　なぜだろう？　ニナが死んだのに探索石は振動しなかった。故障したのかもしれない。

　魔ま法ほう道具は動作が単純なものほど壊こわれにくく、構造が複雑で機能が多いほど壊れやすくなるとアグニスから聞いたことがある。探索石は、信号石に反応するという単純な機能しか持たないから、本来なら壊れにくいはずなのだが。

「もしかしたらニナじゃないのか？」

　この棺がニナのものでないとすれば……

　ブリッドは急いで上着の懐に手を入れた。だが、いつも探索石を入れてあるポケットにはなにも入っていなかった。ただ持ってくるのを忘れただけみたいだ。

　それでもかすかに期待しながら、棺を背負って元来た道を引きかえした。教会で復活させてみたらやっぱりニナで、がっかりした。




　翌朝。

　朝食を済ませて魔法道具屋を出ようとしたブリッドは、アグニスに呼び止められた。

　アグニスは奥の部屋からちょこまかと例の早歩きでやってくる。

「今日は、探索石をちゃんと忘れずにおもちですの？」

「あぁ。もってるよ」

　ブリッドは上着のポケットを叩いた。

「ニナさんはどこでお亡なくなりになるかわかりません。ちゃんともたないとダメです」

「そうだね。昨日はついうっかりしてて……」

「うっかりでは困りますの。たまたま見つけられたからよかったですけれど、もしブリッドさんがロープに気づかなかったら、ニナさん沼底で失踪ロストするところです。反省してくださいです」

　アグニスの言うことはもっともだ。

　あんなところを捜そう索さくする回収屋はいない。あんなところで死ぬ冒ぼう険けん者しやがいないからだ。

　ということは、ブリッドが拾わなければニナはまた長期失しつ踪そう者しやに逆ぎやく戻もどりしてしまうのだ。そう思うと責任が肩かたに重くのしかかってくる気がした。

　というか、なんで？

　なんでぼくがそんな責任を負わされているんだ？

　それを思いだそうとしても、もはやブリッドの記き憶おくはかすんでいた。

　それにしても、とアグニスは苦く笑しよう交じりに口を開いた。

「昨日が溺でき死し。その前は落下死。毒死、首つり自殺……あの方、ほんとうに多た彩さいな死に方されますのね」

「だねぇ。正直、探索石がなかったら見つけられる自信がないよ。まぁ、今日に限っていえば、どこに行ってるかは想像がつくけど」

「沼です？」

　ブリッドは、アグニスに言わずもがなのうなずきを返した。

　ニナという冒険者は、とにかく自分が納なつ得とくいくまでこだわる。丁てい寧ねい、というか、しつこい。死んだ程度では執しゆう念ねんは揺ゆるがない。死んだ程度、と思わされる時点ですでに異常なんだが、それだけは認めざるを得なかった。

「リベンジ、お好きですものね」

　アグニスがくすくすと笑う。

　ニナが死ぬという前提で話題を進める状態にも、ふたりはもう慣れていた。なぜならニナはほぼ毎日欠かさず死ぬからだ。あれほど勤勉な死人もめずらしい。

「ニナさんのことですから、そろそろ焼死するのではありませんです？」

「四階は池や沼だらけで火の気がないし、いくらニナでも沼で焼死はないよ。不可能だ」

　アグニスの予想を、ブリッドは一笑に付した。

　だが、実のところアグニスの予想はばっちり的中していた。




　地下迷宮四階。

　ニナは昨日と同じく蛙粘液獣どもが逃にげこんだ沼を前に仁に王おう立だちしていた。

「ゲコゲコゲコゲコ！」

　あからさまな挑発。

　だが、ニナは動じない。むしろ余よ裕ゆうの体ていで腕うで組ぐみする。

「同じ手を二度もくらうかってーの」

「ゲコ？」

「キミたちの戦術なんてぜんぶお見通しなんだよね。さらっとリベンジしてやるから」

「ゲコゲコ？」

　ザコ冒険者がやけに落ちついているので、カエルどもが不安そうに目配せをしあう。それを見て、ニナはますます不敵に笑い、

「ゲコゲコ!!　（覚かく悟ごしな!!）」

「ゲコっ!?」

「ゲコゲコゲコゲコゲコゲコ！　（おまえたちの天下も今日かぎりでおわりだ！）」

「ゲコ─────────────────!?」

　ニナがめちゃくちゃなゲコゲコ語でしゃべるたびに、カエルどもはおおげさな反応を見せる。一見コミュニケーションがとれているようだが、ただじゃれているだけだ。

　延々とゲコゲコ言い合ってる連中に、そのとき、歩み寄る人ひと影かげが。

「にぎやかですな」

　背後からの声にニナが振ふりむくと、籠かごを背負った小こ柄がらな老冒険者が立っていた。

「そこなおじょうさん。ちょっくら手伝いをしてはくれんかね」

「えーっ？　わたし、そんなに暇ひまじゃないんだよねー」

　直前までゲコゲコ言ってただけのやつが渋しぶった。

「なぁに、すぐすむさ、かわいらしいおじょうさん」

　とたんにニナの態度が豹ひよう変へんする。

「いーよ！　なにすればいいの？　なんでもやるよっ！」

「わしは街で薬をメインにした道具屋をやっておってな」

「クスリって、なぁに？」

　小首をかしげるニナに、老冒険者はやさしい目を向ける。

「はっはっは。お若いあんたは知らぬか。昔は聖水などと便利なものはなかったでのう、煎せんじた薬草やすりつぶした動物の干物を混ぜて傷薬にしとったのだよ。気休め程度の効き目しかないがね。もうあまりお客さんはこないが、教会を信じぬものや回収屋がひとりでもきてくれるうちは老骨に鞭むち打うって原材料を拾いにきてるのじゃ」

「ふぅん。で？　じっちゃん、わたしにどうしろって？」

「これで、あのカエルたちをつかまえたいのじゃ」

　老冒険者は、背中にかついでいた鉄籠をおろし、肩のずだ袋ぶくろから投と網あみを取りだした。

「おっけおっけ。わたしもあいつら黒くろ焦こげにしてやるつもりだったし」

「くろこ……？　いや、わしは、」

「でもねー、じっちゃんのやりかただとすっげー時間かかりそう。そんな暇ないんだよね。わたしにまかせて」

　ゲコゲコ言ってただけのやつが、懐から数本の瓶びんを取りだした。

「ちゃちゃーん。これなーんだ？」

　瓶のなかにどろぅりとした赤い液体が詰つまっているのを見て、老冒険者は不安げに首を振る。

　これは魔法道具の一種である。『燃える水の瓶詰めレツドナパーム』と、アグニスの魔法道具屋ではラベルが張られている。叩たたきつけて割るだけで爆ばく炎えんを発生させる危険極きわまりないアイテムだ。

　ニナは店からくすねてきた瓶を両手に抱かかえた。

「ほうら、出てこい！」

　蛙粘液獣たちはちゃぽんと沼ぬまに沈んだ。

　その直後、ニナが放ほうり投げた最初の瓶が奥の岩がん壁ぺきにぶつかって割れ──轟ごう音おん。真っ赤な爆炎が水の表面を蒸発させた。あまりの威い力りよくに、老冒険者が腰こしをぬかしてその場にへたりこむ。

「だだだ、だいじょうぶなのかね!?」

「だいじょぶだいじょぶ！　このニナさまにまかしときな！」

「ニナ……まさか!?　あんたがあの、プロ死体のニナ!?　待ってくれ！　わしは半引退冒険者なんじゃ！　もう死にとうない！　わしは帰る！」

「カエルはあっち！」

「ちゃうちゃう！　わしは帰る！」

「カエルはあっちっち！　ほーら！　ほら!!」

　もう恍こう惚こつゾーンに入っちゃってるニナは、つぎつぎに瓶を投げていく。爆発のたびに老冒険者はびくりと身を縮こまらせる。

　そのとき。

「わちゃちゃっ!?」

　ニナは頰ほおに押し寄せてきた熱波にびっくらこいて、両手で顔をガードした。つまり、

「あ!?」

　ふたりの声が重なる。

　手からはなれて、自然の法則にしたがって、ゆっくりと、けれども確実に、瓶は地面に近づいていく。季節はめぐり、あらゆるものが変わってゆく。時は止められない。ニナが目を大きく見開いた。瞳ひとみで物体を操あやつろうとするかのように。老冒険者が口をあけて言葉にならないなにかを叫さけんだ。祈いのり。時は刻みつづける。瓶がかたい岩がん盤ばんと接せつ触しよくした。ガラスに無数の亀き裂れつがうまれる。そして、たったひとつのたしかなものが訪おとずれる──




　ブリッドは苦く悩のうしていた。

　復活プールの外廊ろう下かの長なが椅い子すに座り、額に拳こぶしをあてて、考えこんでいた。

「なんでわからねーんだあいつは……」

　ぶつくさとひとりごとをするブリッドを、冒険者や回収屋が奇き異いの目で見てから『あっあのひとね』と足早に通りすぎていく。

　今や、回収屋ブリッドは大聖堂内でちょっとした有名人だった。ふつう回収屋は棺を復活プールに放りこんですぐに去っていく。だから、しょっちゅう外廊下で待っているブリッドは目立つのだ。

「ふぁぁぁあ。おなかすいたー」

　のんきな声を響ひびかせて、ニナが復活プールから出てきた。

　がたん！　ブリッドは腰を浮うかせた。

「ニナ！　ここに座れ！」

「ひぇーお代官さま？」

　おおげさに驚おどろいてみせるニナに、ブリッドは鋭するどい苦情の視線を叩きつけた。

「うん。うん。わかったわかった」

　と、ニナが長椅子に腰を下ろした。ブリッドはその隣となりに座る。

「で、なに」

「あのさぁ。予想通りの死に方をするのはそろそろやめてくれねーか」

「んんん？」

　ニナが小首をかしげる。

「なぜ沼にいった？」

「それはカエルどもにリベ」

「そんなことを言ってるんじゃない」

「え、え、え？　でも」

「挑ちよう発はつされたからって、モンスター相手に無益な戦いを挑いどむのはやめろ」

「ちがうちがう。あれは戦いじゃなくて征せい伐ばつなのだよね、じっさいのとこ」

　ちっちっと指を左右に振るニナに、ブリッドは血管ブチ切れそうなくらいムカついた。

　昨日は低級モンスターに挑発されて誘さそいこまれ、溺死。今日はアグニスの魔ま法ほう道具をちょろまかして自じ爆ばく焼死。いや、自爆どころか、ついに他の冒ぼう険けん者しやまで巻き添ぞえにしやがった。

　ニナのといっしょに拾った棺ひつぎからさっき復活した老冒険者が、

『迷めい宮きゆうはおそろしいが、もっとおそろしいものがいた……その名は、ニナ……』

　とかなんとか脅きよう威いを感じた顔でつぶやきながら、歩き去るのをブリッドは目もく撃げきしている。悪名を売ってどうすんだ。

「常識をわきまえろアホ！」

「冒険者の常識なんて知ったことじゃないもん！」

「ちっげーよバカ！　ひととしての常識だ！」

「あーあーあー!!　もううるっさいなっ！」

　ニナがいきり立って、立ちあがったとき──

　その背後に、法衣のフードを目ま深ぶかにかぶった教会の管理官が立っていた。

「おまえが冒険者ニナか？」

「はぁ。そうだけど。なにおっさん」

「そうか」

　と、管理官はニナの手に紙束を押しつけた。ニナはざっと目を通し、

「んー？　なになに……おかねはらえってこと？　なに……新手のタカり？」

「復活にともなう諸費用の請せい求きゆう書しよだ。復活回数四十二回。現在の相場は五十ペンドだ。計二一〇〇ペンドを支し払はらってもらおう」

「ほぇ？　おかね、かかるの？」

「当然だ」

　ニナが硬こう直ちよくした。

「あの、あのぅ……」

「なんだ」

「おかね、ない。十ペンドしか……」

「支払い能力がないのか。なれば、次の復活を拒きよ否ひすることもありうる」

　管理官の冷れい徹てつな通告に、ニナがうつむいた。さすがにショックだったようだ。

　復活を拒否されれば、冒険者ではなく、ただの人間になり下がる。冒険者でなくなれば、ニナになにが残るというのだろうか？　バカしか残らない。それはあんまりだ。

　気がつくと、ブリッドはふたりのあいだに割って入っていた。

「おまえは？」

「回収屋ブリッドです。立て替かえます」

　懐ふところから財さい布ふを取りだし中身をたしかめた。ギリギリ足りている。以前、武具屋で立て替えたときにもけっこうな額を放出したこともあって、正直こっちの蓄たくわえにも寒い風が吹ふいているのだが、復活拒否となると見過ごせなかった。

　復活料金をきっちり徴ちよう収しゆうすると、管理官はさっさと回かい廊ろうの奥に去っていった。

「ご、ごちになります」

　ニナがぺこりと頭を下げる。ブリッドはうなずきかけて、なにかが引っかかった。

　ごち……？

「いやいやいや。奢おごりじゃねーから！　あくまで貸しだからな！　返せ！　というか、せめて返したい気持ちくらい漂ただよわせろ！　あと、武具代の貸しもはやく返せ！」

「わわ、わかってるよ。返す！　返すから！　前のツケも、ちゃんと！」

　ニナはめずらしく素す直なおな反応を返した。この際だから、このバカにビシッと言い聞かせてやろう、とブリッドは考えた。

「金のことだけじゃないからな。そもそもおまえ、無む駄だ死じにする癖くせをなんとかしろ。金なんてタイミング次し第だいで出たり入ったりするけど、命はちがう。もっと自分を大事にしろ」

　ブリッドは、ニナの脚あしを指さした。

「それに、冒険者の肉体は不死でも、装備とか衣服は確実に劣れつ化かしたり消しよう耗もうしていく。たとえば、そのワンピース」

　ニナが下を見る。

「それはアグニスのお母さんの形見だ。人の救いを無下にすることだけはやめるんだ」

「あ……グッちんのママゴンの服なんだ……」

　ニナはワンピースの、焦こげている裾すそをつまみあげた。

　ひらり。白いふくらはぎがあらわになる。

「し、しまえよ。公共の面前だぞ」

　ブリッドは人目を気にしてきょろきょろと辺りを見回した。通りすがりの男たちがじろじろとニナに無ぶ遠えん慮りよな視線を向けるのを見て、なぜか顔が熱くなった。

「そんなに、大事なものだったんだ……」

「いいからしまえよ。べつにアグニスは気にしないって」

「そんなことない。わたしはわかる。これはきっと大事なものだよ」

「いまは、ニナのほうが大事なんだよ、アグニスには」

「わたし、グッちんにお礼言ってくるっ！」

　ニナは、ブリッドの言葉をまるで聞かずに大聖堂の外へ走っていった。

　はなし、きけよ……そう思いながら、ブリッドも腰をあげた。

　それからしばらくの間、ニナはおとなしくなった。
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　ブリッドは、迷宮の暗い道を歩きながら、考えていた。

　迷宮への階段を下りるとき、いつも冷たい興奮が体を満たしていく。自分はいまから死人になるのだ、と感じる。日の光の届かない地下を這はいずりまわる生ける死人。一階深く潜もぐるごとに、どんどん死は色合いを濃こくしていき、べったりと皮ひ膚ふに張りついてくる。

　ときどき、二度と帰れないんじゃないかという思いがちらりと頭をよぎる。

　地上に帰き還かんして、太陽の日を浴びて、風に肌はだを撫なでられて、草の匂においを嗅かいで、そうしてようやく生者にもどるのだ。それまでは棺であろうと、ひとの形をして歩きまわっていようと、死人なのだ。

　複雑に入り組んだ道を歩きながら考えごとをしているうちに、いつのまにか四階の奥にきていた。目の前に五階への階段がある。現時点で、ブリッドが潜ることを許されているのは五階までだ。

　階段からは、じめじめした空気を押しのけるように乾かわいた空気が噴ふきあがってくる。その空気に混じって下階からなにかが聞こえた。

　ブリッドは耳を澄すます。

「てっ」

　てっ？

　階段に足をかけて、下からの音に耳を傾かたむけた。もしかしたら、ニナが五階に下りた可能性もあると思った。

　今度ははっきり聞こえた。

　たすけて──そう言っている。ちがう。ニナの声じゃない。だいいち、ニナは助けを求めない。その前に死ぬ。

　ブリッドは五階に下りた。

　五階は、ふたたび人工的な構造にもどる。というより、三階までより、もっと洗練されている。迷宮のなかとは思えないほどだ。

　宮きゆう殿でんのような大理石の床ゆか。壁かべには天使の絵画が描えがかれ、高い天てん井じようには豪ごう奢しやなシャンデリアが吊つられていて、明るい。空気は涼すずやかで、澱よどみなく流れている。

　長いながい幅はば広びろの廊下を歩くと、壁に背をあずけて座りこんでいる女がいた。

　ブリッドは駆かけよって、気づいた。血の匂いに。

「あんた、だいじょうぶか？」

　女が顔をあげた。生気のない顔は汗あせだくで、目が虚うつろに泳いでいる。腹を手で押さえて、喘あえぐように肩かたで息をしている。床に赤い水たまりが広がっていた。

「回収屋……そんな……」

　女の顔に絶望感が滲にじむ。しかし、女はすぐにすがるような眼まな差ざしで、

「回収屋……でもおねがい……たす……けて……」

「わかった」

　女の目が大きく見開かれた。ふつうの回収屋は、生きている冒険者を助けない。だから、ダメもとの頼たのみを聞き入れられたことに驚いたのだろう。

「じっとしていろ。いま、手当てする」

　すると、女の前まえ髪がみがかすかに揺ゆれた。力なく首を振ふったらしい。

「ち……がぅ……」

　かすれた声は、ほとんど聞こえない。ブリッドは女の口に耳をよせた。

「ばけ、もの……た、すけて……なかま……わた、し……にげ……」

　女が廊ろう下かの奥を、ぶるぶると震ふるえる指でさした。

　ブリッドは、それで、だいたいの事情を察した。強敵に遭そう遇ぐうしてしまい、逃にげるときに仲間を見捨ててきた。そんなところだろう。

　それにしても、回収屋に助けを求めるとは。よほど責任を感じているのだろう。

「た、すけ、て、あげ……おれぃ……」

　と、息も絶え絶えの女が床から革かわ袋ぶくろを持ち上げた。硬こう貨かのこすれる音がした。

「そんなものはいらない」

　ブリッドが断った瞬しゆん間かんに、女の手が地面に落ちた。がしゃりと革袋が音を立てた。呼吸も鼓こ動どうも止まっていた。死んだのだ。直後、女は棺化した。

　棺の個人情報を見れば、登録されたのはたったの三週間前。ニナとほとんど同じだ。

　四階は三階までとは難易度が少々異なる。だが、五階と四階の差は比ひ較かくにならない。

　三階までを楽々とクリアできるような素質のある冒険者は、四階もそれなりに対応できる。だが、その勢いで五階に下りて現実を見る。牙きばをむく迷宮の、過か酷こくな現実を。

　迷宮では、人ひと柄がらも、年ねん齢れいも性別も関係ない。どんな不測の事態にも乱されない強固な精神と経験だけが通用する。

　ブリッドは立ちあがり、廊下の奥に歩きだした。足が重い。

　回収屋は、死んでいる冒険者にしか用がない。ブリッドにしても、本来なら冒険者が死ぬのを歓かん迎げいするべきだ。もっと多くの棺を拾って実績を積まなければ、迷宮の奥深くに潜る許可がもらえず、いつまでもあのひとを捜さがすことができないからだ。

　でも──どの冒ぼう険けん者しやにも、死んでほしくないと思う。死ねば失踪の可能性が高まる。自分と同じ思いをする人間は増えてほしくない。そうはいっても、ほんとうにだれも死ななくなれば、回収屋として生計を立てられない。望みを叶かなえることもできなくなる。正直、自分でも矛む盾じゆんしていると思う。甘い、覚かく悟ごが足りない、回収屋に徹てつしきれない半はん端ぱ者もの、と情けなくも思う。それでも、自分の気持ちを割りきれない。割りきりたくない。

　廊下の突つきあたりにくると、両開きの重じゆう厚こうな扉とびらがある。片側がすこしだけ開いていて、戦いの音が漏もれてくる。

　ブリッドはポケットの中身をあらためた。だいじょうぶ。すべて揃そろっている。ぬかりはないはずだ。

　扉の隙すき間まにするりと体を滑すべりこませる。

　大広間。向こう側がかすむほどの広大なスペース。高い天井。広間の奥には、四し肢しを踏ふん張り天に牙をむいている巨きよ大だいなリザードの彫ちよう像ぞうが鎮ちん座ざしている。一階の無意味部屋のものとそっくりそのまま同じデザインだが、はるかに大きい。

　そして。

　彫像の足元で、三体のモンスターがなにかを囲んでいた。

　二対ついの翼つばさをもつ一つ目の大だい蛇じやが鎌かま首くびをかかげてちっぽけな人間を見下ろしていた。

　神しん獣じゆうケツァルコアトル──神の試練ともいわれる神獣は、決まった階層でかならず現れ、冒険者に立ちはだかる固定モンスターだ。

　広間の隅すみで、青白い光をはなつ扉が六階への階段を阻はばんでいる。その扉から、やつらは出てきたのだ。

　冒険者は神獣を自力で倒たおさないかぎり、先には進めない。回収屋は、教会が回収屋個人の実績ごとに授さずける許可アイテムをもっていなければ扉の先にはぜったいに進めない。

　そして、神獣は、神の影えい響きよう力から絶ぜつ縁えんしてしまった回収屋の手では、殺せない。回収屋が扉に触れても出現しないから、ふつうは出会うこともないのだが……

　三体の大蛇の中心に女冒険者がいた。リザードの彫像に背をあずけて座りこんでいた。

　ブリッドは即そく座ざにいくつかの選せん択たく肢しをはじきだし、その中からひとつを選んだ。

　引きつける──

　ポケットから、燃える水の瓶詰めをありったけ取りだし、最初の一個を大蛇どものそばに遠投した。

　轟ごう音おん。大蛇どもが長い鎌首をもたげて爆ばく発はつ地点を見る。

　そのとき、ブリッドはもう走りだしている。腰こしを低くして、彫像に接近する。

　一いつ匹ぴきの大蛇がブリッドの動きを捕ほ捉そくして、嚙かみつきにくる。ブリッドは剣けんを抜ぬきざま、刀身で敵の攻こう撃げきをガードした。衝しよう撃げきをうけ流しつつ、体を半身にさばき、敵の頭に斬きりつけて逆撃をくらわせた。まるでゴムを棒で叩たたくような弾だん力りよく感が伝わってくる。

　防ぼう御ぎよはできる。だが、やはり、神獣には直接この手で傷をつけられない。

　大蛇がぐわんと長い首を九十度めぐらせ、大口をあけて威い嚇かくしてくる。真っ赤に裂さけた口に、ぎざぎざの鋭するどい歯列。

　それをこそ、待っていた。

　ブリッドはその大口目がけて瓶びんを投げた。大蛇の口が爆発した。その音に反応して、他の二匹が首をめぐらせる。

　すでにそのとき、ブリッドは移動していた。

「おい、こっちだ！」

　大蛇の一匹が下を見てくる。その口に、また瓶を投げてやる。同時に、最後の一匹に向かって移動を開始する。

　轟音と爆ばく炎えんが二匹目の顔を焼いたとき、ブリッドはまた瓶を投げた。

　そして、その隙すきに彫像に走り寄る。

　再度の轟音。

　この程度のことで神獣が死ぬわけがない。やつらは、冒険者がその手で殺さなければ死なない。しかも、トドメを刺ささない限り自動再生する。

　だが、顔を焼き、目を焼いた。

　嗅きゆう覚かくも聴ちよう覚かくも鈍にぶい神獣ケツァルコアトルは、一つ目の視覚に頼たよっている。犠ぎ牲せい者を助けだすくらいの猶ゆう予よはあるはずだ。

　ブリッドが走り寄り、そばで腰を屈かがめると、女冒険者が苦しそうに顔をあげた。

「回収屋、か……まだ棺ひつぎにはなってない、つもりなのだけれど……」

　目の焦しよう点てんが定まっていない。ひどいケガだ。女の左ひだり腕うでは付け根からなかった。状じよう況きようを見るかぎり、大蛇に食われたのだろう。女は傷口を右手で押さえているが、床の血だまりから、致ち命めい的な失血量だとわかった。

「回収屋に、頼むのはおかしいけど、おねがい、たすけて」

「わかった。助ける」

「回収屋……が？」

　自分で頼んだのに、女は信じられないとばかりにブリッドを見る。

　そのとき、耳を聾ろうする金きり声が響ひびき渡わたった。見上げると、怒いかり狂くるった大蛇どもが翼をはためかせ、飛ひ翔しようしていた。

　問題ない。そうブリッドは判断した。地上にいようと空中にいようと、視力が回復するまでこちらがどこにいるのかはわからないのだから。

「わたしのパートナーを、たすけてあげて。どこかにいるはずなの。むりやり連れてきちゃって。わたしのことはいいから、あの子を助けてあげて」

「わかった」

　ブリッドはうなずいた。『あの子』がもう死んでいるということは言わなかった。その必要はない。いまは。

　ふー、と女は長い息を吐はいた。

「あぁ。つかれたぁ……」

　そのとたん、女は棺化した。

　ブリッドは手早く、その棺を背負い、

「お土産みやげだ！　くらえ！」

　と、ありったけの瓶を大蛇どもに投げつけた。

　轟音と爆炎を背に、大広間から出て、廊下で先に死んだ女の棺を拾い、ふたつの棺を背負って、地上を目指して歩く。

　昔は楽勝だった神獣に傷ひとつつけられないなんて……！　ブリッドは、回収屋の不便さを思い知った気がした。

　四階にあがり、しばらくいったころ──ドクドクと心臓が激しくビートを刻む。

　おい、噓うそだろ……？

　ブリッドは懐ふところの探たん索さく石が伝えてくる、ニナの死のサインに軽く絶望した。複雑に入り組んだ四階をようやく半ば以上もどり、もうすこしで三階への階段につく、というところだったからだ。

　ブリッドはしかたなく進路を変え、奥のほうへ狭せまい道を歩く。

　ニナならどうせあそこにいるに決まっている。だれも近寄らない、サメの出る湖に。ふたつの棺を背負って、重い足を引きずるようにして、湖についた。

　案の定。けど、意外でもあった。

　湖面に死体がぷかぷかと浮ういていた。そこまでは予想の範はん疇ちゆうなのだが……

　浮いていたのは、棺ではなく、サメの死体だったのだ。しかも、サメの死因は一いち目もく瞭りよう然ぜん。

　旧型の棺が、サメの顎あごに縦に引っかかり、ぱっかりと顎を強制的にこじあけて、絶命させていた。

　ブリッドは、失しつ笑しようしてしまった。

　まさかこのサメもこんな死に方をするとは思わなかっただろうな。逆に同情してしまう。

　ふたつの棺をその場に下ろし、フック付きロープを投げてサメの死体を湖岸に引き上げようとした。そのとき──

　がらがらと地じ盤ばんが崩くずれ、ふたつの棺が湖に落ちはじめた。ブリッドはあわてて手を伸のばした。

「いっつ！」

　棺を岸に引きあげたものの、はずみで小岩に躓つまずいて足首を挫くじいてしまった。

「こんななんでもないところで……くそっ！」

　それでもニナの死体をサメの口から引きずりだし、三つになった棺をまとめてロープでくくりつけて背負いなおした。

　で、ふたたび地上を目指して歩きはじめた。

　最初はたいした痛みじゃなかった。だが、教会につくころには、もう足首が熱を持ち、ずきずきと鈍い痛みを発していた。
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「もう攻こう略りやく本ぼんを読めとは言わない」

　復活プールから出てきたニナに、ブリッドは告げた。

　読む読まないの問題ではないと悟さとったのだ。読んでいようがいまいが、結局ニナはやりたいようにやる。それは学習した。

　だが、意味のない場所で何度も回収するのはストレスだ。ぜひやめさせたい。

「もう湖にはいかないよな？」

「いくよ？」

　はいはい。確かく認にんするだけ無む駄だだった。

「あの湖にはサメがいるだけだ。なにもない。ひっそりと暮らさせてやろうな」

「ある、ような気がする」

「なにが」

「なにか」

「なにかって、なんだよ」

「なにかは、なにか」

「なにもねーから。あそこにはもういくな。約束だぞ！」

　ブリッドはやけっぱちで言いはなったが、ニナは聞こえなかったようなフリをする。むかついたので、ニナの頭とアゴを手ではさんで、

「いかないよな？」

　強ごう引いんに首を縦に振ふらせる。反論を阻そ止しするために頰ほおをわしづかみにした。

「んぎゅ……！　んむ……！　ん……がっご…………！」

「あと、そろそろ金も返せ！」

　また頭を振らせてから、ニナの頭を解放した。うん。すこしだけスッキリした。

　ぶつくさと文句を言っていたニナだったが、

「あれーケガ？」

　歩きだしたブリッドが足を引きずったのを見て、不思議そうに訊たずねた。

「ちょっと挫いちゃってね。たいしたことない。て、おい、どこいく？」

　ニナは復活プールに入っていき、すぐにもどってきた。

「はい」

　水すい筒とうを差し出してくる。飲め、ということらしい。

「いちおう確認しておくけど、中身は？」

「聖水。お風ふ呂ろから汲くんできたった」

「風呂じゃないと教えただろ……」

「まあなんでもいいけど。これ飲めばちょっとのケガなんて一いつ瞬しゆんで治る」

「いらない」

「え、なんでなんで？」

　ニナは口をすぼめた。

「回収屋は聖水を飲んでも、回復できないんだ。復活もできない」

「どうしてそんなことに？　マゾ？」

「人聞きのわるいことを言うな。それもこれも棺を回収するためだ。棺には強力な神の加護がかけられているから、ふつうの生物には触さわれない」

「ほうほう。触るとどうなるのかな？」

「そりゃ衝しよう撃げきで弾はじき飛ばされ……！」

　ブリッドはニナが目を輝かがやかせていることに気づいて言葉に詰つまった。

「い、いいか。迷めい宮きゆうで見つけても触るなよ、絶対、触るなよ」

　ニナはわかったようなわからないような曖あい昧まいな答えを返してきた。

　絶対触るぞこいつ……ブリッドの胸に確信が生まれた。

「んでんで？　ふつうの生物に触れないなら、回収屋はどーして触れるわけ？」

「回収屋は、ふつうの生物じゃないからな」

　神の強力な加護で防護された棺は、モンスターたちに死体を荒あらされることを防いでくれる。だが、そのかわり人間の手で運ぶことが難しくなってしまう。ひとつくらいなら直接触ふれずにロープで引きずって持ち帰ることも可能だが、パーティすべてが棺化してしまうとそうもいかない。

　それゆえ、死体回収屋は神から絶ぜつ縁えんする。加護の影えい響きようを受けずに棺に触れられる代だい償しように、復活はおろか聖水による回復の恩おん恵けいを受けることもできなくなり、神しん獣じゆうを殺害することもできなくなる。攻こう略りやく都市で古傷がある者がいれば、回収屋か元回収屋だとすぐにわかる。もちろんその分実入りはいいのだが。

「──というのは、攻略都市じゃ常識なんだけどな。ま、おまえに常識を説くことの無意味さを……ニナ、どうしたんだ？」

　目をありえないほど高速で瞬しばたたかせているニナに、ブリッドは不気味がって訊きいた。

「じゃあ、死んだら、死んじゃうの？」

「そうだ」

「死ぬかもしれないのに、わたしを拾ってる。すごい。感激！」

　ニナの瞬まばたきがますます高速化する。

　感激を表現するには変わった方法だが、その分本心だということがダイレクトに伝わってきた。

　さっき聖水を飲ませようとしたのも、ニナなりの気き遣づかいだったのだろう。冒ぼう険けんのやり方はアレだが、ふつうの感性も持ち合わせているらしい。ブリッドはなんだかすこし照れくさくなった。

「まあしょうがない。そんなことより、もう迷宮に気前よく命を捨てるのはやめるんだぞ」

「わかった。もう死なない！」

　めずらしく素す直なおな答えが返ってきたのでブリッドは心の底から驚おどろいた。呼吸が止まりそうなくらい驚いた。回収屋冥みよう利りに尽つきる、と思うくらい感動した。

「でも……おかしいな」

　ニナが眉まゆ根ねを寄せて考えるような目つきになる。

「どうした」

「そんな危険を冒おかしてまで毎回わたしを拾うなんてヘン。なにか裏があるにちがいない」

「はぁ？　仕事なんだが。つーか拾わせてんのはそっちだろ」

「はっ、そうだ。もしかしたら！」

「おーい」

「愛だ。きっと愛なんだ！　報むくわれぬ愛ゆえの行動なんだ！」

「おい、妄もう想そう遊びもいいかげんにしろよ」

　ちょっと見直したらすぐこれだ。やっぱりひとの話を聞きゃしねえ。

　ブリッドは放置して帰ろうときびすを返した。すると、復活プールからふたりの女が出てくるのが見えた。

　女たちはまっすぐこちらにやってきて、

「回収屋さん！」

　揃そろって頭を下げた。

「あぁ……さっきの……様子がずいぶんちがったのでわかりませんでしたよ」

　さすがに血まみれの瀕ひん死し状態だったのでわからなかったとは言えない。

「ほんとうにありがとう。なんてお礼を申し上げればよいのかしら」

　と、片割れの女が革かわ袋ぶくろに手を差し入れる。ちゃり、と硬こう貨かのこすれ合う音がした。

「いやいいんです。仕事ですから。報ほう酬しゆうは教会からもらってますから」

「……ありがとう」

　ぎゅっ。片手が両手で包みこまれる。

「あたしからもありがとうございます！　回収屋なのに助けてくれようとするなんて！」

　ぎゅっ。もう片方の手も包みこまれる。

　この初うい々ういしい感謝。あまり死に慣れてない冒険者なのかもしれない。

　視界の隅すみでこっちを見ているニナがこれ以上ないというほど無表情になっていく。なにかいらんことを言いだすのかと思ったら、無言できびすを返した。

「おい、どこいくんだ？」

「帰る」

　言い捨てて、ニナは走っていく。

　なんなんだ、あいつ……？
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　その朝、ブリッドは起きてからもしばらく寝しん具ぐのなかでごろごろしていた。

　足首の捻ねん挫ざの様子が思わしくなかったので、回収を一日休もうと思っていたのだ。聖水を飲んで一晩寝ねれば完全治ち癒ゆしてしまう冒険者とはちがう。回収屋はすこしのケガで何日間も活動を制限されることもある。

　昨夜、アグニスが薬草を煎せんじた煮に汁じるで湿しつ布ぷをつくってくれた。巻いてもらった包帯の上から患かん部ぶに触れ、おそるおそる足首を回してみる。やはりまだ痛んだが、歩けないほどではない。

　あまり寝転がっているのも退たい屈くつだ。昼前になると屋根裏部屋を出て、一階に下りた。

　店ではアグニスが店番をしていた。

　当然のごとく客はいない。繁はん盛じようしていないのはたしかだが、冒険者や回収屋などの迷宮潜せん行こう者相手の商売はどこも似たり寄ったりで、日中は客があまりこない。

　アグニスは机に頰ほお杖づえをついて難しそうな本を読んでいた。やや高い椅い子すに座り、床ゆかに届かない足をぶらぶらさせている。

「アグニス」

　顔をあげたアグニスが、たちまちむすっと口を尖とがらせる。

「寝てなければいけませんの」

「病気じゃないんだ。そうそう寝てはいられないよ」

　ブリッドは左足一本でけんけんをして、手近な椅子に腰こしを下ろした。

「薬草が効いたみたいだ。だいぶ楽になったよ」

「ほんとうです？」

「ああほんとだよ」

「あんなの気休めですの。しょせんは野草です。神から賜たまわった聖水とは比べものになりません。安静にしているのがいちばんなのです。ブリッドさんはもうすこし回収屋の自覚をもっていただかないと……」

　小言を言ってからアグニスは食事を準備するとキッチンに行った。

　すこし遅おそい朝食を食べながら、ブリッドはふと、ニナのことを訊いた。

「今朝おはやく、『必ず湖の秘密を暴あばいてやる！』と力説して出ていかれましたの」

　あのバカ……

　ブリッドは一気に食欲が失うせた。

　どうせ四階の湖のことだろう。昨日の説得は無む駄だだった。しょうがない。

「どこへいくです？」

　立ちあがったブリッドに、アグニスが声をかけてきた。

「ニナを拾いにいくよ」

「そんなそんな。その体で迷宮入りするなんて無茶ですぅ！」

「しかたない」

「だめですっ！」

　アグニスはがたんと椅子を蹴け立たてて立ちあがった。

「はやく拾ってやらなきゃ。放ほうっておけと言うのかい？」

「でも、でもっ。なにもブリッドさんがいかなくても……」

「あんな場所だと他の回収屋には拾ってもらえないよ。ぼくがいかなきゃ」

「ほんの数日、せめて足首が治ってから──」

　と言いかけて、アグニスはきゅっと口をつぐんだ。

　ブリッドは心情を察した。ケガが治るまでニナの棺ひつぎを放置しておけ、と言うようなものだと途と中ちゆうで気づいたのだろう。

　失しつ踪そうした冒険者が棺のまま何日も迷宮で過ごす。よくあることだ。棺の状態なら、外部からの影響を受けないため、回収屋もそれほど急がない。持ちきれないほどの棺をすでに抱かかえている場合、報酬の高いものから運びだし、低クラスの冒険者を置いていくことも多い。あとで拾い直せばいい、と。

　しかし。

　ブリッドはあることを懸け念ねんしていた。

「棺化している間、加護の代償に記き憶おくを消費するのなら……ほとんど記憶のないニナはどうなるんだろうな、って。だって、この三週間のことしか記憶がないんだ」

「すぐに、わたしを忘れてしまう……です？」

「かもしれないけど、わからない」

　ブリッドは曖あい昧まいにうなずいた。

「それにもし、記憶が枯こ渇かつしたらどうなると思う？」

「ど、どうなるんです？」

「わからない」

　たしかなことなどなにもない。わからない。だから、怖こわい。

　もしそうなら……あのひとも……。今はまだわからないままにしておきたい。

　ふたりの間に重たい沈ちん黙もくが広がった。

　しばらく後、

「わかりました」

　アグニスが言った。

「ブリッドさんのかわりに、わたしがニナさんを拾いにゆきますのです！」

　力強く宣言したアグニスに、ブリッドは思わず笑ってしまった。

「ブリッドさん、なんで笑うです？」

　アグニスがまるい頰ほおをますます膨ふくらませる。

「いいよいいよ。気持ちだけ、ありがたく受け取っとく」

　ブリッドは適当な答えを返して、準備を整えるために屋根裏にもどった。寝ね間ま着きを脱ぬぎ、回収用の服に着き替がえる。

　ふたたび一階に下りると、店内はがらんとしていた。

「アグニス？」

　返事はない。しん、と静まり返っている。キッチンにも手水ちようず場ばにもいなかった。

「グッちん！」

　そう呼ばれると、アグニスはどこにいても怒ど鳴なり声をかえしてくる。いつもなら。だが、耳を澄すましても声は返ってこない。

　──まさか!?

　ブリッドは洗面所に行き、回収屋の上着のポケットを探さぐった。

　ない。探たん索さく石が、ない。

　ぶわっ。嫌いやな汗あせが滲にじみ出てくるのを感じながら、また店にもどり、アグニスの名前をなんども呼んだ。反応はない。

　と、そのとき。ブリッドは机で紙を見つけた。急いで取る。置き手紙だった。

『ニナさんもブリッドさんもわたしの家族です。家族を守るのは家長のお役目。ですので、わたしが拾ってきますのでご心配なく。ブリッドさんは養生していてください。店番もよろしくおねがいします。あと、探索石はもってゆきます』

　なんて……ことだ。手紙を持つ手が震ふるえた。

　復活適性のない一いつ般ぱん人が迷めい宮きゆうに入る？　自殺行こう為いだ！　あまりにも無む謀ぼうすぎる。

　ケガ程度であれば、神と絶ぜつ縁えんした回収屋以外なら聖水を飲めば一晩で治癒されるが、死ねばそこで終わり。それは同じだ。そして、迷宮はそれほど甘くはない。

　ブリッドは飛びだすように店を出て、裏路地を疾しつ走そうした。

　足首の痛みはまったく感じない。小康状態なのか、それとも、興奮のせいか。もっと悪化してしまうかもしれないが、些さ細さいなケガなんかよりも、今は大事なことがある。

「アグニスは絶対に死なせない」

　大通りに出て旧市街を南下する。

　この時間だから、障害物になる人通りはほとんどない。広場につき、聖大樹教会を回りこんで、新市街の大通りをさらに走る。街を出て丘おかを登り、岩のドームに駆かけこんだ。




　ちょうど同じ頃ころ。

　アグニスは、地下四階にいた。湖岸に立ち、杖つえをこんこんと地面に突ついていた。

　ニナは家族だ。家族はなにがあっても助け合わなければいけない。だから──

「ニナさんを拾いますの！」

　あらためて、決意を口にしてから、探索石をローブから取りだした。

　探索石はまったくの無反応。ぴくりとも動かない。故障したのかもしれない。

　黒々した湖面に目を凝こらした。ニナの棺は見えない。そのかわり、ときどき、サメの恐おそろしげな背びれが水面みなもに浮うきあがる。

「ま、まぁ、よいですの。潜もぐるまでもないです」

　と、道具袋ぶくろから魔ま法ほう道具を取りだした。

　小こ粒つぶの真っ白な石をじゃらじゃらと手のひらで転がした。店から持ち出した『塩の石』。水を吸収する魔法道具だ。

　ぽいぽい湖に放ほうりこむと、みるみるうちに水を吸いこんで石が巨きよ大だい化していく。何個かの大岩になる頃には、すっかり湖の水は枯渇して底を露ろ呈ていしていた。ぴちぴちと、何体ものサメが茶色い汚お泥でいで跳はねまわっていた。

　露ろ出しゆつした湖の側そく壁へきにいくつもの小さな水穴が開き、そこからちょろちょろと水が流れだしている。地下水が湧わき出ているのかもしれないとアグニスは思った。

「よいしょよいしょ」

　アグニスは縁ふちに手をかけて湖に下りた。足の下で、柔やわらかい泥どろがずぶりと滑すべった。

「わわわぁ！」

　すっ転んだ。そのままカーブにそってころころと湖底に転がっていってしまう。塩の巨きよ岩がんにどちんとぶつかってようやく止まった。

「け。結果的には同じことですの」

　全身泥に塗まみれながら、負け惜おしみのように言って、辺りを見回した。

「ニナさぁん！　どこですぅ？」

　棺は見当たらない。というか、死体に呼びかけても返事があるわけがないのだが。

　歩きにくい泥の地面に苦労しながら、アグニスは湖底を探索する。

「ないですの、ないですの」

「なにがなにがー？」

　と、背後から声をかけられた。棺捜さがしで夢中のアグニスは振ふりかえらずに答える。

「ニナさんの棺ですの！」

「え？　え？　そんなのあるわけないじゃん、常識的に」

「ちゅーかー、忙いそがしいですのっ！　邪じや魔ましないでくださいの！」

「マジでなに捜してんの？」

「だからぁ、ニナおねえさんの死体ですぅ！」

「グッちん、そりゃないよ。だって、わたし生きてるしー」

「え？」

　そのふざけたあだ名を使う者はひとり。アグニスはびっくらこいて振りかえった。

「あなたは、しし、死んだはずのっ！」

「勝手に殺すなって」

「ゾンビニナさんっ！」

「勝手に生ける屍リビングデツドにしないでいただきたい」

「でもでも、いつのまに！」

「さっきからずーっといたのだけれどね。いちおう」

　と、ニナはいきなり、ぽんぽんとアグニスの頭を叩たたいた。わけがわからなかったが、アグニスは妙みように満たされた気持ちになってぎゅっとニナの腰こしに手を回した。

「ご無事でなによりです……うれしい……」

「いやぁ助かったよグッちん。おかげでだいぶ手間が省けた」

　手間？

　その言葉が引っかかったアグニスは、手をはなしてニナの姿を観察した。ニナは大ぶりのスコップを手に持っている。スコップはかなり泥どろ土つちで汚よごれていた。

「それ、なんですの？」

「これ？　水があるまんまじゃ底を調べられないからね、水路掘ほって排はい水すいしようと思ってたんだけど、グッちんのおかげでもう用済み」

　ニナはぽいっとスコップをその場に捨てた。

　アグニスは衝しよう撃げきをうけた。よく見ればニナの服も手足も土に汚れていた。こ、この方は……自力で水路を掘っていたんですの！　それはもはや公共事業ですのに、何年かけるつもりですの！

　あまりの愚直バカさに見上げたアグニスにかまわず、ニナはてくてくと歩き、湖のもっとも深い底部でしゃがみこんだ。

「やっぱあったぞ～」

　ご満まん悦えつの表情を浮かべたニナが泥に埋うもれたなにかに目を止めた。

「む……だれかが捨てて詰つまった？　それとも犠ぎ牲せい者しやの装備品だったのか……いずれにせよ、これが栓せんをすることで排水が妨さまたげられ、湖の水があふれていたのだと、このわたくしニナは結論するものである」

　学者然としたマジメ顔でぶつくさとうそくさい所見を述べたニナに、アグニスが尊敬の眼まな差ざしを向ける。ニナは、黒光りする玉を泥から拾いあげ、

「ま、どうでもいーや。ふぁぁ！」

　ニナは手を口にあてて大あくびをかいた。

　あ、飽あきた！　いま、このひと飽きましたの！

　アグニスははっきり悟さとった。なぜブリッドがあれほど小うるさく説教するのか、その理由の一いつ端たんがわかった気がした。

　と、ニナがアグニスに向きなおった。

「それにしてもグッちん。よく死なずにここまでこれたねぇ」

「死にましたら、絶対にこれませんの」

「なんで。わたしはここにくるまでいっぱい死んだよ？」

「それはニナさんが冒ぼう険けん者しやだからです。一般人には、死は一度しか訪おとずれないものですの」

「あ、そっかそっか」

　ニナがいまさらのように納なつ得とくするのを見て、アグニスはくすりとした。

「じゃあじゃあ、モンスターとかどうしたの？　やつらうよってるじゃん？」

「ふふ、わたしはプロの魔法道具屋ですので」

　アグニスはまるい頰を得意げにさらにまるくして、腰の袋ふくろから草を取りだした。

「これを口に含ふくめば──」

　と、口にいれてもぐもぐ咀そ嚼しやくする。

　そのとたん、アグニスの姿が立ち消えた。

「グッちんが消えたぁ!?」

　ニナが驚おどろきの声をあげ、きょろきょろと左右を見る。どこにもいない。

「ふふっ。こっちでーすよ」

　声のしたほうにニナが目を向けても、アグニスはいない。

「どこを見てるんですの？　こちらです」

　ふたたび声のほうにニナは振りむく。喜色満面のアグニスがいた。

「これは消え入り草ですの。口に含めば姿を消せるのです。十秒間くらいですけれど」

「へー。すっげー。さすがはグッちんだね」

「えっへん」

　ふたりがすっかり和わ気き藹あい々あいとしていたそのとき。

　湖底で息も絶え絶えにエラと尾おビレをぴちつかせていたサメたちが、ぴたんと動かなくなった。

　死んだ──のではなかった。

　サメたちのエラがぱたんと閉じた。すーはーと呼吸音がかすかに響ひびきはじめる。しばらくすると、むくり、とサメたちがその場に起き上がった。いや。正確には、空中に浮かんでいた。

　ニナもアグニスも気づかない。

　サメが胸むなビレをはためかせた。さらに巨きよ体たいが浮かび上がる。

「ま、これでブリッドもわたしにひれ伏ふすというものだよ」

　いい気分に浸ひたって語るニナに微笑ほほえましい苦く笑しようを向けていたアグニスの顔が凍こおりついた。口をぱくぱくと死にかけた魚のように開閉する。

「どしたの？」

「あ、あれ……」

　アグニスが震ふるえた指で背後を指さしたので、あん？　とニナは首を巡めぐらせた。

　すると、何匹ひきものサメが悠ゆう然ぜんと宙を泳いでいた。

「サメが、飛んでいるよ!?」

「あ、あれは……迷宮の奥深くにときどき出現するというレアモンスター、空飛ぶ顎フライジヨーズですの！」

　アグニスがパニックを起こしながらもうんちくを披ひ露ろうした。

「奥深くじゃないのに、なんでなの？」

「わたしたちが、サメさんに秘ひめられた力を覚かく醒せいさせて、進化させてしまったのかもしれません……」

　サメどもはふたりの人間を中心に、高速でぐるぐるとまわりながらじょじょに回遊半径を狭せばめてくる。

　狩かりの時間だ。

「グッちん、逃にげるよ！　さっきのやつ出して」

　折れそうなくらい忙しく首を回しながらニナはアグニスに言った。

「き、消え入り草はさっきのが最後のひとつだったですの……」

　大口からのぞく凶きよう悪あくな歯列にビビって、アグニスはぺたんとその場にへたりこんでしまった。お尻しりも手も泥で汚れたが、そんなことを気にする余よ裕ゆうもない。

　まるでそれを合図にしたかのようにフライジョーズが胸ビレと尾ビレをばたつかせた。空中で一気に加速する！

「びええええええ、パパぁ──っ！」

　アグニスは恥はじも外聞もなにもかも忘れて泣き叫さけんだ。

　そのとき。

　ニナが剣けんを抜ぬき、アグニスの前に歩み出て、肩かた越ごしに振りかえる。

「グッちんはわたしが守ったげるって言ったでしょ」

「ニナさん……」

「なあに。飛んでたって、しょせんサメなんて魚なんだ！」

　ニナが不器用に片目をつむる。どうやらウインクのつもりのようである。

　その顔にあふれたゆるぎない自信は、アグニスの嗚お咽えつを止めるのに十全の効力を発揮した。いまいちなにをいっているのかわからなかったが、アグニスは安心感に胸が温かくなるのを感じた。

　が。その直後、ニナの体が横ざまに突つき飛ばされた。

　死角から突とつ撃げきしてきたサメの体当たりをもろに食くらったニナは、軽々と宙を舞まい、どしゃりと汚お泥でいに頭から突きささった。

「ニナ、さん？」

　アグニスはなかば呆ぼう然ぜんとしながら声をかけた。

　完全に土のなかに頭が埋まったニナは逆立ち状態でぴくりとも動かない。手も足もだらりと下ろし、明らかに意識がない。それどころか──

　恐きよう怖ふのあまりアグニスはもう声すら出せなかった。目だけはサメの動きを追ってしまう。

　ゆらぁりゆらりとサメたちがアグニスの周囲を泳ぐ。サメの笑い声が聞こえた気がした。そんなわけがないのに。
















　やがて、サメたちが高く浮うきあがり、そして頭上から一いつ斉せいに急降下してきた。

　もうアグニスの視界は涙なみだでぐしゃぐしゃに歪ゆがんでいた。

　そのとき、土に埋まったニナの手がぴくりと動いた。

　青白い光が土のあいだから放射状にひろがり、つぎの瞬しゆん間かん、竜たつ巻まきのような暴風が起こって周囲にいくつもの土つち塊くれが飛び散った。

　ニナが立ちあがり、剣を振ふりかざした。剣先が青白い弧こを描えがき──
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　ブリッドは、地下四階で、足を引きずって歩いていた。

　足の痛みは我が慢まんできる程度のものだったから、三階まではいつもとさほど変わらない時間で移動できたのだが、四階に下りたとたんペースが落ちた。整備された平へい坦たんな地面からでこぼこした岩がん盤ばんに変わったこともあるが、痛みもぶり返している。

　できるだけ左右の足のバランスを均等に心がけているつもりだが、無意識に右足を庇かばってしまうのか、どうやっても左足に重心が偏かたよる。濡ぬれた岩で足を滑すべらせたり、地面のでっぱりに躓つまずいたりしてしまう。普ふ段だんならなんてことないモンスターにも手こずらされた。

　ブリッドは思いだしていた。子どもの頃ころに初めて四階の悪路に足を踏ふみ入れたときの感覚を。

「アグニス、無事でいてくれよ」

　焦あせりばかりが大きくなって、足はちっとも前に進んでくれない。

　湖の近くまできたとき、ブリッドの耳がかすかな音をとらえた。曲がりくねった道の奥からだ。ブリッドは足を止め、全神経を耳に集中させる。

　足音。歩ほ幅はばは短い。二足歩行のピッチ走法。音量から、体重は軽いと思われる。足音を消そうという意図がない。モンスターじゃない。人間──それも、焦っている人間だ。なにかに追われているのかもしれない。ブリッドはそう推察した。

　ただ、アグニスではないように思えた。もしアグニスなら、モンスターに追われたら大声をあげながら逃げるはずだ。

　曲がり角から小こ柄がらな人ひと影かげが飛びだしてきた。

　アグニスだった。

　両手で口を押さえていたアグニスは、ブリッドの姿を認めてびくんとその場に硬こう直ちよくした。

　賢かしこい娘むすめだ、とブリッドは心底感心した。叫び声や泣き声を漏もらさないように、自ら口を塞ふさいでいたのだ。

「アグニス、ぼくだ。ブリッドだ」

　呼びかけると、アグニスの目にみるみるうちに大おお粒つぶの涙が浮かんだ。

「もうだいじょうぶ」

「ブリッドさぁぁぁぁぁぁぁぁん!!!!!!」

　爆ばく発はつしたような叫び声をあげ、涙ながらにアグニスが抱だきついてくる。ブリッドは、アグニスのどこにもケガがないのを見て、ようやくほっとした。

「ニナさんが！　ニナさんがぁ！」

「わかってる」

「しゅごいんでしゅしゅごいんでしゅ！」

「ああそうだね」

　どうせものすごいところで死んでいるのだろう。

「ちぎゃうんです！」

「わかってる。だいじょうぶだから。あとはぼくに任せるんだ」

　そう語りかけてやると、アグニスがその場に膝ひざから崩くずれ落ちた。ブリッドは気絶したアグニスをおんぶしてまた歩いた。湖についたとき、思わず顔をしかめてしまった。

　黒くろ焦こげのサメが円になって転がり、そのまんなかにニナが転がっていた。

　またやりやがったな……ブリッドは一瞬で、なにが起こったのか理解した。

　サメにリベンジしようとしたアホは、大おお蛙がえるのときのように燃える水の瓶びんを大量に用いた。で、いい気になってばら撒まいてサメを全ぜん滅めつさせたまではいいが、いつものように自じ爆ばく。死ななかったのが奇き跡せきだ。

「おまえ、すこしは学習しろよな！」

　ブリッドは意識のないアグニスとおまけのやつを小こ脇わきにかかえて地上に引き返した。




　その日の夕方──

　ブリッドは、魔ま法ほう道具屋の床ゆかにニナを正座させて詰きつ問もんしていた。

「なにが目的だったんだ」

「湖のしたに、なんか見えたんだもん」

「なんか……？」

「なんか光ってた。湖の栓せんになってた黒い玉。抜いたよ」

「玉」

「そう、玉」

　ふたりは、しばらくタマタマタマタマ言いつづけた。

「そのタマとやらを抜いて、なんの意味があった？」

　ブリッドがこばかにすると、

「なんですと！」

　ニナは悔くやしそうに歯ぎしりした。

　やっぱり。いつもの気まぐれに過ぎなかった。ブリッドは呆あきれそうになったが、でも、思い直した。

「ありがとな」

「うぇん？」

「アグニスを助けてくれたろ」

「そ、そうかな……覚えてないんだけど……」

　ニナは、きょとんと首をかしげた。
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　復活プールの水中で覚醒したニナは、いつものように元気よく立ちあがった。だが、すぐに戸と惑まどったように目を細める。

「え、だれ？」

　目の前に、見知らぬ男が立ち、こちらを見ていた。頰ほおに目立つ傷がある。

「あんたを拾った回収屋さ」

「なんか用？」

「ご挨あい拶さつだな。拾ってやったってのによ」

　と、笑いかけてくる男に、ニナはまっすぐ視線を返す。

「わかったわかった。用件を言おう。あんた、俺に探たん索さく石を託たくさないか？」

「なんでー？」

「俺なら、あの天下り野や郎ろうよりもっと安い契けい約やくで回収してやるぜ？」

「けいやくー？」

　わけがわからなくて、ニナは首をかしげた。

「とぼけなさんな。俺には、その黒い商売は隠かくせないぜ。あんた、あいつとグルになって回収金のキックバックもらってんだろ？」

「な、なんだって──────────!?」

　身に覚えのない疑ぎ惑わくに、ニナは思わず声をあげた。

　死んで金を稼かせぐなどという発想は、さすがのニナの頭にもない。うだつの上がらない風ふう采さいに見えるのに、もしかしたらすごいやつなんだろうか、と男に困こん惑わくの眼まな差ざしを送った。

「俺と組まないか？　あいつよりいい契約でやってやるよ」

「や、今のままでいいっす。ブリッドに拾ってもらうから」

　ニナは即そつ決けつで断った。そもそも、そんな契約はない。

　男は粘ねばり強く勧かん誘ゆうしてきたが、ニナが断り続けると、やがて、舌打ちした。

「俺たちの間で、あんた、なんて呼ばれてるか知ってるか？」

「興味ないけど」

「ボーナス冒ぼう険けん者しやって呼ばれてんのさ。ほとんど毎日のように死んでくれるオイシイお客さんだってな。けど、ブリッドとかいう天下り野郎が独どく占せんしちまってる。あいつ、まだ冒険者さまのつもりかしらんが、あんな半はん端ぱモンのバカ、信用する価値ないぜ」

「……だまれ」

「五階しか潜もぐれないペーペーのくせに態度でかいんだよな……あん、なに？」

　いつのまにかブリッドの悪口に話がそれていた男が、ニナの態度の変化に気づいた。

「汚きたない口閉じろって言った！　あのバカをバカにしていいのはわたしだけだ！　バカ！」

　怒おこりだしたニナが、剣けんを抜ぬき、男を恫どう喝かつした。

　追いまわされた男は逃にげるように復活プールを出ていった。




　それから遅おくれること十分ほど。

　回収した棺ひつぎをもって復活プールの外廊ろう下かを歩いていたブリッドは、ちょうどプールから出てきたニナと鉢はち合あわせになった。

　ニナはなぜか仏ぶつ頂ちよう面づらで、ブリッドを見てますます機き嫌げん悪そうになった。

「やあニ」

「ブリッドはなんでわたしのことを拾ってるの!?」

　ニナが勢いこんで訊きいてきた。ブリッドは、問いの意味がわからなくて一瞬フリーズしてしまった。

　いくつもの可能性が頭に浮うかんだ。なぜ回収屋をやっているのか、ということか？　いや、それは以前説明したはず。いくらニナがアホでもそれくらい覚えているだろう。ならば「なんで」というのは手段のことだろうか？　しかし、そんなことをニナが知りたがるとも思えない。残る可能性は、なにゆえ人は人を拾うのか、という哲てつ学がく問答じみた問いだが──ないな。

「おかねのため？　ボーナス冒険者だから拾ってるの？」

「ちょっと待て。おまえのどこがボーナスだ」

　一ひと月つき前、彗すい星せいのごとく攻こう略りやく都市に現れ、他の追つい随ずいを許さぬ圧あつ倒とう的なスピードで死亡実績を築きつつあるニナのことは、回収屋たちの間で話題にのぼる機会が増えている。ブリッドは回収屋溜だまりで、他の回収屋がボーナス冒険者という言葉を使っているのを聞いたこともあるし、その意味も知っている。

　とんでもない勘かん違ちがいだ……

　死にまくるということは、迷めい宮きゆう攻略は失敗続きということであり、ろくに稼ぎもないということだ。ニナが死に、復活するたびにその払はらいはブリッドがやっている。ボーナスどころか、呼吸する不ふ良りよう債さい権けんだ。

　とはいえ、いちいち回収屋たちに訂てい正せいしてまわるのも面めん倒どうだから言わせるがままにしていたのだが、どうやらついにニナの耳にも届いてしまったようだ。

「だれかになにか言われたのか」

「ブリッドとわたしは、グルになって回収料を稼いでいるんだって！　黒い商売に手を染めているんだって！」

　ブリッドはため息をついた。

「あのなぁ、ちょっと考えろよ。その黒い商売というやつ、絶対成立しない。おまえを拾って教会から支払われる回収料より、復活料のほうが高い。赤字でグルもなにもねーよ」

「おおっ？」

「おおってなんだ。感心すんな。そもそも、そっちが半強制的に依い頼らいしてきたんだろ」

　いったんは、ニナもそれでおさまりかけた。だが、すぐにまたいきり立った。

「じゃあじゃあ、なんで、あんなやつにわたしを拾わせたんだっ」

「どんなやつか知らんがたまにはそういうこともあるさ。迷宮は広大だし、今まで毎回ぼくが拾っていたことのほうがある意味奇跡だ。それに、棺をだれが拾うも自由だ」

「ダメ！　こんどからブリッドが拾って！　ぜったい！」

「無茶言うなよ……」

　ブリッドは呆れのため息をつき、

「死ななければ拾われることもない。命を粗そ末まつにするのをやめろ」

「べつに粗末にしてるわけじゃないもん」

「なにっ？　それはすごい！　もしニナが命を粗末にしていないんだとすれば、言葉の定義が根底から覆くつがえされる大発見だぞ！」

「そ、そう？　でへへ、いやー照れるなぁ」

「いや、ほめてねーし……とにかく、無む駄だに死ぬのをやめろ。いっそのこと迷宮もやめたらどうだ？　あ？」

　ニナが首をかしげた。

「うーん。だって、わたし、記き憶おくないし」

「なんの関係が？」

「知っているひともいないし、迷宮にしか居場所ないんだよね。迷宮のどこかに記憶が落っこちてるかもしれないし」

　記憶は落ちていないかもしれない。だが、この先、いくつでも命は落ちることだろう。そして、それにともなって記憶も失われていくかもしれない。

「まだそんなこと言ってんのか」

「え？」

「知人はいなくても、友だちがここにいるだろ。アグニスもそうだ」

「ともだち」

　ニナは目をしぱしぱさせる。

「アグニスがどんな気持ちで帰りを待っているのか、考えたことあるのか？　だれに拾われてもいいじゃないか。最悪なのは、だれにも拾われないことだ」

「でも……」

「でもじゃない！　無駄死にはやめろ」

　すると。

「わかった」

　驚おどろいたことに、ニナがめずらしく殊しゆ勝しようにも首を縦に振った。

　ただそれだけのことで、ブリッドの目め頭がしらが熱くなった。思い続けていれば通じる。ひとはわかりあえるんだ。人生の意義めいたものまで感じてしまった。

　ところが、ニナの『わかった』はブリッドの理解を超こえていた。

　ニナは体の前できゅっと拳こぶしを握にぎる。

「こんどから、ちゃんとブリッドが拾いやすいところで死ぬ！」

「死ぬなって言ってんだよバカ！」

　ブリッドはがっくりきた。

　どうやら、通じあうのはまだまだ先のようだ。

　はたして、そんな日は来るのだろうか……？　来ないな。




　ブリッドたちが下宿にもどると、にやにやと頰をゆるめたアグニスが待っていた。おかえりなさいもそこそこに、話を切りだす。

「おふたりは、もう、最新の攻こう略りやく本ぼんは読みましたの？」

「まだ読んでないけど」

　ブリッドが答えながら横を見ると、ニナは「読むわけねぇ」となぜか不ふ機き嫌げんそうにつぶやいた。

「おもしろい記事がありますの」

「はあ……？」

　促うながされて、ブリッドは困惑気味に机の上から攻略本を手に取った。アグニスが上機嫌のわけはわからないが、ぺらぺらめくる。すると、あるページで目が止まった。

「えーと、今週のフェリシアさまのご活かつ躍やく？　ついに、いままで未み討とう伐ばつだった七色ドラゴンの単独討伐に成功。めでたく竜殺しドラゴンキラーの栄えい誉よを……へー。すごいなあ」

「なんだそのクソ記事は！　むなくそわるい！　そんなもの読みあげるな！」

　ニナが不満の声をあげ、階段を上っていってしまった。

「ちがいますの。そこじゃありません。もうすこし先ですの」

　アグニスがそう言うので、ブリッドはさらにページをめくった。そして、とある記事を見つけてようやくアグニスがはしゃいでいる理由がわかった。

『湖の謎なぞに迫せまる！』

　との見出しで始まる記事は、迷宮四階の湖の水位が下がったことに言げん及きゆうしている。以前はサメがいるだけで、つねに満水状態で、岸にまで水が溢あふれだしていたという。その湖の水位が下がると時を同じくして、五階以降の枯かれた水場に水が湧わきだしたので、十階までの飲み水には困らないという内容の記事だった。

『はい。Ｎさんはたしかに湖の底からたしかになにかを引き抜きましたの。わたしの店は今月二割引きセール中ですの』

『その人物は、何者だったのですか』

『さしずめ、聖せい栓せんを引き抜きし者──とでも呼びましょう。あ、それからわたしの店は今月二割引きセール中ですの』

　なんだこりゃ。

　どう見ても、このインタビュー記事はニナについてのことだし、相手は──

　ブリッドが顔をあげると、目のあったアグニスがうれしそうに小刻みにうなずいた。やはり。アグニスのようだ。ふたたび誌面に目を落とす。

『──若き魔ま法ほう道具屋の女将おかみの証言である。編集部はこのＮという冒険者が次のスターとなることを期待しながら、動向を追うことにする（記者イリンシャ）』

　なんだって？　思わず二度見してしまった。イリンシャはめずらしい名前だが、同名の別人だろうか？

　そういえば、たしか迷宮で腰こしを抜かした日以来イリンシャには会っていない。

　ともあれ、ニナはだれも見向きもしない湖の攻略をしたらしい。幾いく百もの無意味行こう為いを経て、ついに、ようやく意味のあることを成したのだ。本来、冒ぼう険けん者しやとはそういうものだ。ブリッドは、自分が攻略本に染まりすぎているのかもしれないと反省した。

　そのとき、鈴すずの音が鳴った。

　扉とびらを開けて入ってきたのは、見知った顔──イリンシャだった。

　ふたりはしばし再会を喜びあった。

　事情を聞けば、イリンシャは攻略本をつくっている冒険社に入って記者になったのだという。現げん役えきの冒険者や回収屋も在ざい籍せきしていると聞いたことはあったが……

「ブリッドくんのおかげです」

「ぼくの？」

「はい。私が、自分が回収屋に向いていないと愚ぐ痴ちを聞いてもらったとき、あなたは否定しませんでした」

「それは……」

「いいんです。結果的には後押ししてもらったんですから」

　イリンシャの表情は生き生きとしている。いまの仕事がいかにやりがいがあるかということを嬉き々きとして語り、笑えみが頻ひん繁ぱんにこぼれる。

　よかったなぁ。ブリッドはそう思った。

　いつも憂ゆう鬱うつそうで、しょっちゅう胃が痛いともらしていたあの姿とはまるで見違えるほどの別人だ。

「ところで先せん輩ぱい、今日はなんの用なんですか？」

　すると、イリンシャはなぜか顔を曇くもらせた。

「じつは最新号の件でお耳に入れたいことが……。もう、お読みになりましたか？」

「先輩が書いた湖の記事ですよね。ちょうどいま読んでいたところですよ」

「はい……その件で、不ふ穏おんな情報が入ってきたのです」

「不穏な情報？」

「湖の一件について、教会が、調査に乗り出したそうです」

　ブリッドは首をひねった。

「どういうことなんですか？」

「教会側のガードがかたいので、詳くわしいことは私もまだ把は握あくしていません。ただ、重大な規律違い反はんがあったという嫌けん疑ぎだそうです」

「重大な、規律違反ですか」

「はい。ブリッドくんも関係者ですから、気をつけてください。それを伝えにきたのです」

　イリンシャは、忠告を残して帰っていった。

　その翌日、出勤しようとしていたブリッドは、教会から即そく時じ出頭命令をうけた。
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　聖大樹教会には、審しん問もん会がある。

　冒険者や回収屋の人数や動向を把握する管理局の、上部機関であり、大主教を頂点とする、教会の意思決定機関である規律委員会のメンバーの動議によって開かい催さいされる。

　規律を逸いつ脱だつする行動に及およんだ者を召しよう喚かんして審問し、場合によっては冒険者や回収屋に除名処分や追放処分を下すこともあるという。

　ブリッドは、いま、審問会にいた。

　窓のない、薄うす暗ぐらい長部屋。石レンガに囲まれ、圧あつ迫ぱく感がある。

　部屋の奥に、長机を前にした数人の規律委員たちが座っている。ブリッドが立つ部屋の入り口からは、顔どころか、服すらも見えない。年ねん齢れい、性別すらも定さだかでない。

　ブリッドの両りよう脇わきには、バケツのような円えん筒とう型の鉄かぶとをかぶり、真しん槍そうを携たずさえた僧そう兵へいが立っている。おそらく、逃とう走そうを防ぐためだろう。

「おまえは、回収屋ブリッドか」

　審問会は、まず本人確かく認にんから始まった。

　出生地、経歴、なにもかもを根ね掘ほり葉は掘ほり質問された。包つつみ隠かくさず答えるのだが、相手は答えを聞くまでもなく知っているようだった。

「先日、冒険者でも回収屋でもない一いつ般ぱん人じんが迷宮に立ち入ったという噂うわさがある。そして、その手引きをおまえがしたという証言もある。これは事実か？」

「いえ、ちがいます」

「おまえの所有する探たん索さく石を一般人の少女が持ち、迷宮に入った。そのことについてどう申し開きをする」

　アグニスのことだ……。

　ブリッドが答えられないでいると、規律委員たちは顔を寄せあってひそひそ話をした。

「あいわかった。下がれ。沙さ汰たは追って通達する。それまで、謹きん慎しんを命ずる」

「ま、待ってください。ぼくはどうなるんですか」

「沙汰は追って通達すると言った。下がれ」

「け、けど！」

　ブリッドは食い下がろうとしたが、僧兵たちに腕うでをつかまれて部屋から強ごう引いんに連れ出された。僧兵たちは教会の外までブリッドを連行して、ようやく手をはなした。

　ブリッドは絶望的な思いで、聖大樹教会を見上げた。初夏の陽ひざしがしらじらしく照っていた。

　回収屋をクビにされるかもしれない。最悪、攻こう略りやく都市からの追放もありうる。

　自宅謹慎を申しつけられたが、すぐに下宿に帰る気分じゃなかった。アグニスに会いたくなかった。ニナにはもっと会いたくなかった。ブリッドは、重い足取りであてどなく街をそぞろ歩いた。

　回収屋でなくなってしまえば、自分はどうなってしまうのだろう？

　その疑問が頭のなかにぐるぐると渦うず巻まいていた。







　四章　そしてぼくらはわかりあう──!?







「お客さぁん、もうお昼ですよぉー！」

　部屋の扉の外から、若い女の声がした。もう三度目だ。

　ブリッドは気け怠だるい体をゆすって、寝しん具ぐのなかで、ぐるぐると布ふ団とんを巻きつけつつ寝ね返がえりを打った。

　ここは旧市街にある酒場『一いつ角かく牛ぎゆう』の二階。宿屋も兼かねているのだ。

　結局、昨日は下宿に帰らなかった。夜になるまで街をうろつき、常連の酒場に飛びこみ、泊とまった。そして、貪むさぼるように惰だ眠みんに身をゆだねていた。

　ブリッドはしかたなく身を起こし、扉をあけた。

　顔見知りの女店員が、

「うわっ、ひどい顔……」

　と、あきれたように言った。

　服も脱ぬがずに寝ていた。ブリッドは寝ね癖ぐせだらけの髪かみをかきあげつつあくびした。半日近くも寝ていたというのに、まだ眠ねむい。視界が白く濁にごっている気がする。

「迷めい宮きゆうにいかなくていいの？」

「いや。いかない」

　顔見知りの女店員は、肩かたをすくめた。

「さっき、アグニスが来てたんだよ？」

「そうですか」

「捜さがしてたみたい。昨日帰らなかったこと、すっごく心配してたよ」

「そうでしょうね」

　この酒場は魔ま法ほう道具屋に近いこともあって、アグニスも常連で、お互たがい顔見知りだ。

　アグニスとは、まだ顔を合わせたくない。

　むしろ昨日よりも会いづらくなっていた。会えばきっと、帰らなかった理由を訊きかれるだろう。噓うそをつくのも嫌いやだが、詳しい事情を説明すれば、アグニスは責任を感じてしまうだろう。その姿を見るのも嫌だ。

　結果、選んだのは帰らない、という選せん択たく肢しだった。先送り、逃にげただけ、ともいう。

　ブリッドが黙だまっていると、

「ま、事情はよくわからないけど、お昼用意したげるから下りといでよ！」

　と、にっこり微笑ほほえんでから、女店員は下にもどっていった。

　いつまでもこうしているわけにはいかない。それは、ブリッドにもわかっている。

　かといって、なにをすればいいんだろう……？　迷宮のモンスターは倒たおせても、ただ教会の処分を待つというこの状じよう況きようには、対処の仕方もわからない。

　とりあえず、空腹を満たそう。思いつくのはそれくらいだ。階段を下りるだけで気怠い。足がおぼつかない。

　階下では、幾人かの客が昼食をとっていた。ここは、多くの酒場宿がそうであるように、夜は酒場だが、日中は食堂になっている。

　空いている席につくと、すぐに顔見知りの女店員が注文を取りにきて、テーブルにコップを置いた。

「なに、食べる？」

　べつになんだっていい。料理を選ぶのもめんどうだし、それを食べるのもめんどうだ。できればなにも食べずに勝手に腹が満たされる魔法でもかけてもらいたかった。

　だるい。ひたすらだるい。

　ふと、注がれる視線に気づいて目をあげた。

「うっわー……見てるだけで負のオーラに感染しそう。末期症しよう状じようってやつだね」

　気の毒がっているのか、からかっているのか、よくわからない言葉を投げかけられても、反応する気になれない。

「あなた、むりしてでも食べないと死体回収屋が死体になっちゃうよ？」

「えーと。じゃあモンスターの謎なぞ肉にくでもください」

「あははっ。冗じよう談だんだよねぇ？　てか、ねぇし」

「じゃあ、てきとうなもの」

「てきとうって言われてもねぇ……いちばん困るのよね、そういうの」

「ほんと、なんでもいいですよ。どうせ味なんかわかりませんし」

　店員は、鼻を鳴らして、スカートをひるがえし、たかたかと厨ちゆう房ぼうにもどっていった。

「だっせ……おれ、マジだっせ……」

　ブリッドは自己嫌けん悪おに陥おちいってコップを呷あおった。水はぬるく、味がしなかった。




　ちょうど同じころ──旧市街魔法道具屋。

　ニナは店番をしながら、かたい燻くん製せい肉を嚙かみ千切ってはもぐもぐしていた。

　しょっぱいから、やたらと唾だ液えきがでることは認めよう。口の中でじゅぶじゅぶのスープになるまで嚙んでいるうちに、お腹なかが空すいていたことを忘れてしまうことも認めよう。

　けれども、まずい。まずすぎる。えぐい獣けものの匂においときつい塩味しかしない。

「おのれブリッドめ。どこをほっつきあるいてやがる！」

　ニナは吠ほえた。

　二重の意味で、ニナはブリッドが失踪ロストした弊へい害がいをモロにくらっていた。

　まず、アグニスが朝から晩まで店をあけて街中を捜しまわっているため、店番を頼たのまれてしまい、冒ぼう険けんにいけない。ブリッドの上から目線の命令は即そく断だん即そつ決けつ断れるけれども、アグニスの頼みは断れない。

　そして、アグニスがいないということは、おいしい料理もないということだ。それがなによりも赦ゆるしがたい。万ばん死しに値あたいする重罪だ。

「それにしても、この店は客がいないねぇ」

　机に頰ほお杖づえをつきながらニナはあくびをかき、涙なみだの浮ういた目で扉とびらを見つめる。

　客がいないという感想は事実だが、けして客がこなかったわけではない。

　たとえばこう。ちりんと鈴すずが鳴り、冒険者風の男が入ってくる。

『あー、いま、お店のひといないから、顔洗ってでなおしてきて』

　すかさずニナがめんどくさそうに扉を指さす。せっかく入店した客は、じゃああんたはなんなんだと言いたげな顔でしぶしぶ店をあとにする。と、こんなやりとりがなんどとなく繰くり返されたわけで、店内に客がいないのだ。ただの営業妨ぼう害がいである。

　また、ちりん。

　ニナは、ふぁとあくびを嚙み殺しながら、邪じや魔ま者ものを追いかえそうとした。

　だが、こんどの来客はちょっとちがっていた。明らかに冒険者ではない。

　白い法衣のフードを目ま深ぶかにかぶり、胸むな元もとには紅十字の紋もん章しようが刻まれている。どっからどうみても教会関係者だ。

　ニナはフードの下の尊大そうな目を見て、一発でそいつを嫌きらいになった。

「ブリッドという回収屋はここにいるか」

「そういう名前のやつはいるけど、いまはいないよ。とっとと回れ右してけぇんな」

「そうか」

　法衣の人物は勝手に入ってきて、こいつ、ひとのはなしを聞かないやつだぞ……と同族を警けい戒かいするニナの前に封ふう書しよを置いた。

「二十四時間以内にブリッドに渡わたせ。かならずだ」

「はぁ？　なんで？　あしたでいーじゃん。わたし、約束ってきらいなんだよ」

「この文書は機密を保持するための措そ置ちが施ほどこされているため自動的に消しよう滅めつする。それから、他の者にはぜったいに、読ませるな」

　威い圧あつ的な命令口調でよくわからないことを言い捨てて、店から出ていった。

「なんだよぅあいつは」

　ニナはむかつきながら、封書を手に取った。裏側を緋ひ色いろの封ふう蠟ろうで封ふう印いんしてある。

　ぜったい読ませるなだとぉ？

　それはつまりイコール、やれ！　やっちまえ！　景気よくぺりっといっちまえ！　よし！

「封印解呪ハガシール！」

　と魔法っぽく唱えつつ、ニナはさっそく爪つま先さきで封蠟をぺりぺりとむいた。中に入っていた上質の紙を取りだし、読む。読む読む。

　それは教会の規律委員会からの通達書で、ニナにとって衝しよう撃げきの内容だった。

　ニナは読みながら、腰こしを浮かせていた。なんども読みかえした。集中しすぎているせいで、鈴が鳴ってアグニスが店にもどってきたことにも気づかなかった。




「ニナさん？」

　アグニスが不思議そうに声をかけて、ようやくニナは顔をあげた。その目つきが見たこともないくらい真ま面じ目めなので、アグニスはびっくりした。

「どうしましたの？」

「グッちん」

「はぁい？」

「料理、おいしかったよ。それから、泊めてくれてありがとう」

「……ニナさん、へんです」

「ふふふ、グッちん。わたしはもともとへんだよ！」

「それはそうですけど……ですけれど、いつも以上ですの。その紙が関係あるです？」

　と、ニナの手に握にぎられた手紙を見た。ニナはないないと言って隠かくすようにくしゃくしゃにして床ゆかに捨てた。どう見てもあやしい行動だ。

　ニナは懐ふところから取りだしたものを机に置いた。それが信号石であることに気づいてアグニスはさらに困こん惑わくした。これじゃ、まるで……

　ニナはアグニスに歩み寄ると、きつく抱だきしめた。

「ニナさん？　ニナさん？」

「おじょうちゃん、世話になったな。達者でくらせよ。あのお小言男にも礼を言っといてくれたまえ。けど、やつと結けつ婚こんするのはやめたほうがいいよ。小言ばっかだから」

　アグニスはわさわさと体をゆすって、ようやくニナの手から逃のがれ、見上げた。

「ニナさん、うちをでていくつもりです？」

　問えば、ニナがこくりとうなずき、

「わたしはここにいるわけにはいかないのだ」

「どどどうしてです!?」

「ここにいたらブリッドにも、キミにも迷めい惑わくをかける。ゆるせ、グッちん！」

　そう言うと店を飛びだしていってしまった。

　アグニスはニナの不可解な言動に慣れていたが、正直、なにがなんだかぜんぜんわからなかった。お遊びで、お芝しば居いの稽けい古こでもしているのかと思った。

　頭をひねりながら、さっきニナが床に捨てた紙を拾い上げ、丁てい寧ねいにしわをのばした。上質紙にかたくるしくて読みづらい文言。教会からの通達書だとすぐにわかった。

　死体回収屋ブリッドが一いつ般ぱん人じんを迷宮に招き入れたこと。さらに、冒険者と同居したあげく共きよう謀ぼうして回収料を不正に取得して私腹を肥やしているという癒ゆ着ちやく疑ぎ惑わく。それらを告発する第三者による内部報告があったとのこと。よって、審しん問もん会に召しよう喚かんしたこと。沙さ汰たは翌週、審問会と同じ時刻に告げるので再度出頭すること。そういった文面だった。

　アグニスは瞬まばたきも忘れて、なんどもなんども読みかえした。その姿は偶ぐう然ぜん、さきほどのニナと酷こく似じしていた。

　読み終えて、アグニスは絡からまっていた糸がほどけた気がした。ここ最近の不可解な出来事がつながる。教会に呼びだされてから帰ってこなかったブリッド。たったいま出ていったニナ。

　ニナはブリッドが審問会にかけられたことに責任を感じた……とアグニスは思った。

　それなら──

「ニナさんはほんきですの……もう帰らないつもりですの！」

　アグニスは通達書と信号石をひっつかみ、店を飛びだした。

　通りに、もうニナの姿はなかった。

「ブリッドさんに知らせなきゃ……」

　そうつぶやいてから、大事なことに気づいた。知らせようにも、そのブリッド本人の居場所がわからないのだ。絶望的だった。

　呆ぼう然ぜんと街路に立ち尽つくすアグニスの顔を、夕暮れの太陽がオレンジに染めていく。
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　翌日。

　ブリッドは、旧市街の裏路地にいた。さっきから、不ふ審しん人物のように通りの物もの陰かげに隠れ、魔法道具屋の様子を窺うかがっていた。

　いつまでも家出しているわけにはいかないので店の前までもどってきたのだが、二日も無断で家を空けてしまったせいで、帰りづらくて、なかなか扉を開けるふんぎりがつかないでいた。おまけに、なぜか店の扉には『準備中ですの』のプレートがかかっている。それがますます怖こわい。

　怒おこってるよな、ぜったい……

　すこし、夜が遅おそくなるだけでもアグニスは怒る。いまなら地じ獄ごくの魔ま王おうに変身していてもちっとも不思議じゃない。冥めい府ふへの扉を開けて恐きよう怖ふの鈴の音ねを聞くくらいなら、迷宮への地下階段を下りるほうがよっぽど気楽だ。凶きよう暴ぼうなモンスターと対たい峙じするほうがマシだ。

　情けない！　ブリッドは頭かぶりを振る。年下の女の子をおそれて、コソ泥どろみたいにコソコソ隠れて、腰こし抜ぬけ以外の何者でもない。

「ブリッドさん」

　だいたい、最初に逃にげだしたのが間ま違ちがいだった。どのみちアグニスにはいずれ審問会のことを話さなければならないし、先送りにして事態が好転する可能性なんてなにひとつないというのに。腰抜けにもほどがある。今夜はチキンを食うしかない。

「ブリッドさんっ！」

　背中からかかった、聞きなれた声に、ブリッドはようやく気づいて振ふりかえった。

　眉み間けんにしわをよせたアグニスが険しい表情で立っていた。

　めちゃくちゃ怒ってる……！　ブリッドは、通りに響ひびき渡る怒いかり泣きの声を想像して戦せん慄りつした。ところが、大声で泣き喚わめきながら文句を投げてくるはずのアグニスはいつまでたってもしゃべらず、泣き喚いたりしなかった。

　口をきゅっと結び、頭ふたつ低いところから、かすかに涙の浮いた目で、じっと見上げてくるだけだ。

　ふたりとも、しばらく、言葉を交かわさなかった。

「あの、アグニス、ひさしぶりだね」

　アグニスは答えない。涙の粒つぶが目の上でふくらんでいく。

　鈍にぶいブリッドにも、アグニスが怒っているわけじゃなさそうだと理解できた。しかし、それならなぜなにも言わないのか、わからない。

「怒ってない……？」

　すると、アグニスは驚おどろいたように目をまるくした。

「怒る？　もう帰ってこないかもって心配してたんですっ！　そんなこと言うとほんとに怒りますよ！」

「ごめん……」

　情けない！　ブリッドはこの期ごに及およんで自分のことしか考えていなかった自分に呆あきれてしまった。この子が異常なほど帰り時刻に敏びん感かんな理由を考えればわかったはずだ。一生、チキン肉を食う資格しかないかもしれない。鳥には迷惑だろうが。

　アグニスは指で涙を拭ぬぐいながら、

「おかえりなさいです」

　と、泣き笑いした。

　ブリッドがもういちど謝ると、アグニスは、よろしいですよろしいです、ゆるしてさしあげますの、わたしはおとなですからね、と腰に手を当ててえらそうにつんと鼻をあげた。

「ところで、なんで、店を閉めて、外を歩いてたんだい」

「ハッ！　そうでしたの！　とと、とにかくこれを読んでください！」

　あわてた様子のアグニスがしわくちゃの紙を手に、ぴょんぴょんと跳はねる。

　ブリッドが受け取ろうとしたとき、その紙は突とつ然ぜんボッと発火した。

「熱っ！」とアグニスが手をはなす。ひらひらと火の粉を散らせながら路上に落ちるころには、紙はほとんど燃え尽きていた。

「なんだ、これ……」

　ふたりはぽかーんと口を開けて、まだ赤い燃えカスの残る灰を見つめた。

「もう、なんですの！　なんのいやがらせですの！」

　ブリッドがもしかして、と思って、これは教会の文書じゃないのかと訊きくと、やはりアグニスは教会の通達書だと答えた。

　教会は、機密文書には自動焼しよう却きやくの魔法をかけることがあると聞いたことがある。いつも教会のひとたちは暇ひまそうに目をつむっているので、嫌いやがらせとしか思えないアイデアを思いついてしまうんだろう。

「それで、なにが書いてあったの？」

「そうでした！　家出して僧そう兵へいさんに蹴けりだされたニナさんが『こうなったら迷めい宮きゆうのアイテムで一発逆転だ！』と叫さけんで迷宮にいってしまいましたの！」

「んん？　ちょっと、ぜんぜん意味がわからないんだけど」

　燃えた通達書とニナになんの関係があるんだろう？

　家出？　迷宮？　首をひねったブリッドも、あわてふためくアグニスをなだめながら辛しん抱ぼう強づよく通達書の内容を聞きだすうちに、ニナが出ていった事情はのみこめた。僧兵に蹴りだされた件と迷宮のアイテムでなにを一発逆転するのかは、さっぱりわからなかったが。

「ニナが自分の意思で出ていったなら、それはしょうがないんじゃないかな。それに、どうせ夜になればはらへったとかなんとか言って帰ってくるさ」

　ニナが責任を感じて出ていった、というアグニスの主張をうのみにはできない。あまりにもニナを美化しすぎている気がする。というか、そんなわけない。

　だいいちそんなことをいまの自分に言われても困るという気持ちもあった。教会から処分を待つだけの、街を歩いているだけで叱しかられかねない、不安定な身なのだ。

「かっこわるいですブリッドさん……」

　アグニスが頰ほおをふくらませる。

「へーへー。ぼくはもとからかっこわるいよ。しがない回収屋なんだ」

　あ、またふて腐くされてるな……ブリッドは腹の中にいがぐりが転がっているようなちくちくした痛みを感じた。

「そもそもニナさんが出ていったのは昨日です！　おなかがすいても帰ってきませんでした！　もうまる一日帰ってません！」

　アグニスは語調を荒あららげ、さらにつづける。

「わたし、さっき教会にいってきました。ニナさんやブリッドさんがいるかも、だれか行方ゆくえを知ってるひとがいるかもと思って。それで、ちょうどニナさんが僧兵さんに蹴りだされるシーンを目もく撃げきしました。お声をかけようとしたのですけれど、ニナさんはすぐに一発逆転宣言してぴゅーって走っていってしまいましたから、近くの僧そう侶りよさまに事情をききました。ニナさん、僧侶さまを相手に大おお騒さわぎしたそうです。騒ぎすぎで僧兵さんにつまみだされたらしいですの！」

「あぁ……そんなのいつものことじゃないか」

　その光景が目に浮うかぶようだ。つい苦笑いしてしまう。

「いつものことじゃありません！　ニナさんは、ニナさんは、『わたしとは無関係だからブリッドの処分を取り消せ』と食ってかかってたそうですっ！」

　ブリッドの胸がつまった。

「でも、それでなんで迷宮にいくんだよ……」

「あきれましたです！　ここまで言っても、まだ、わからないですっ？」

　アグニスは精いっぱい背せ伸のびして、下から睨にらみあげてくる。

「あなたのためですの！　あなたのために、アイテムを探しにいったんですの！」

　ぼく、のため……？　ニナが？

　半分くらい納なつ得とくしたが、それでもブリッドはどう受けとればいいのかわからなかった。ニナが教会に抗こう議ぎしてくれたことはうれしい。迷宮になんのアイテムを探しにいったのかはさっぱり理解できないし、きっと永遠に理解できないだろうが、ブリッドのために迷宮へいったこともありがたい。

　だが、結局のところ、いま自分は謹きん慎しん中の身なのだ。それに尽きる。

「だけど……」

「だけどじゃありません！　これ見ても、まだそんなことを言えるですか!!」

　と、アグニスが手にもったなにかを突つきつけてきた。

　信号石──？

　ブリッドは背筋が寒くなるのを感じた。ニナは本気だ。本気で帰らないつもりだ。

　アグニスを見ると、視線の意味を察してこくこくうなずいた。

「ニナさんは家族です。回収屋なら、家族を拾うまで帰ってくるなですの！」

「…………わかった」

　ブリッドは信号石を受け取り、握にぎりしめた。

　信号石を置いていってしまった以上、もし、いつものように人目に触ふれない場所で死ねば、今度こそ、ニナはだれにも発見されないかもしれない。それはダメだ。そんなことは到とう底てい受け入れられない。謹慎中とか、そんなことを言っている場合じゃない。

「やくそくです!?」

「ああ。受けた恩の借りは返さないといけないからね。家族は助け合い、だよね？」

　感かん極きわまったアグニスが無言で首を縦にぶんぶん振る。

「それに」

　と、ブリッドは急に真ま面じ目め腐った顔をする。

「貸した金も回収する。きっちり回収する。そこは断固ゆずれない」

「そ、そっちはほどほどでいいですの……」

「冗じよう談だんだよ。かならず、連れて帰る」

　言って、アグニスと別れて駆かけだした。大通りを南へと走る──

　迷宮へ。

　回収屋になってからはじめて、生きている冒ぼう険けん者しやを拾うために。
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　一階東、無意味部屋。

　ニナは石像にまとわりついて、そこらじゅうをいじくり回していた。

　傍かたわらの床ゆかには、すでに事切れたシャドウリザードの死し骸がいがある。時間が経たっているせいで、すこしずつ体が希き薄はく化して影かげにもどりつつある。

　なんどとなく対戦しているうちに、ニナは、シャドウリザードが出現したときわずかに硬こう直ちよくすることを看破し、その隙すきに急所を狙ねらうという戦法で瞬しゆん殺さつしたのだ。もはや執しゆう念ねんで体得したというしかない、他の冒険者が知らない攻こう略りやく方法だ。

「手て応ごたえはあるんだ。ぜったい、なんか仕し掛かけがあるはずなんだ」

　ぶつくさとひとり言が薄うす暗ぐらい部屋に響く。

「石像を触さわるとウリザーが出てくるってことは、石像を触られたくない理由があるんだ。それがどうしてわからないんだ、あいつは！」

　ニナは空気に向かって力説するのだった。

　石像の表面を剣けんで削けずってみたり、腹の下に潜もぐりこんでみたり、横で同じように四つんばいの姿勢をしてみたりしたが、やはりなにも起こらない。

「あ──────────、つまんな───────い！」

　ニナは叫んだ。

　一休みするために、よっこらしょと背中で石像の脚あしにもたれかかる。体は疲つかれていないが、頭が疲れていた。めずらしく。

　今日、ニナは教会の僧侶にブリッドの嫌けん疑ぎはそこそこ無実だから処分を取り消せと主張したのだが、聞く耳を持たれなかった。なら！　と大騒ぎして強ごう引いんに主張をのませようとしたら、僧兵に蹴りだされた。

　結局、迷宮にしか行く場所がなかった。性しよう悪わる僧侶に言うことを聞かせるマジックアイテムでもあれば、と思ったのだ。あるわけないのだが。でも、他ほかに名案も思いつかない。

　いろいろ考えているうちに、ニナはふと思いだした。

「しまった。結局、借金もまだ返してない……。あーもー！　まいったなー、いっそここに住んじゃうかー。わからず屋の教会もそれなら無関係だってわかるだろうし、ウリザーとも仲よしになったしなー。ね？　ウリちゃん？」

　死～ん。

　もう、シャドウリザードの死体は消え去っていた。

「やめやめ！　言ってるだけでさみしくなってくるわ！」

　そのとき、懐ふところのなかに、なにか違い和わ感があった。胸に手をつっこんで、ごそごそ取りだしてみると、黒光りする玉がでてきた。湖で拾って以来、いれっぱなしにして忘れていたのだ。

　こんなもん、と投げ捨てようとしたとき、ピンときた。

「この形は……!?」

　ニナはがばっと身を起こして、背後の石像を振ふりかえった。片目が欠けている。よじのぼって、黒光りする玉を石像の欠けた片目にあててみた。吸いこまれるようにかぱっとはまった。

「うわっ、どきどき。なにが出てくるのかなぁ！」

　自分で擬ぎ音おんを表現してしまうくらい、ニナの胸はもうわくわくで弾はじけ飛びそうだった。地面に下りて、待つ。

　と。ニナは背筋にぞわりとなにかの気配を感じた。

「あまいっ！」

　片手で鞘さやをつかみ、その場で体をさばき、振りかえる勢いを利用して高速で剣を抜ぬく。いや。正しくは──抜こうとした──であった。実際は、指先だけが超ちよう高速で空を切っていた。

　ニナの手は途と中ちゆうで柄つかからはなれてしまい、剣はからんころんと地面に転がった。たぶん、地面にはかすかにダメージを与あたえたことだろう。

「……」

　斜ななめ下を見ながら、ニナは前に手を伸のばした姿勢で固まった。

「えーと。や、やるな！　このニナさまの斬ざん撃げきをくらいながら、瞬時に右手握力奪取ライトハンドストレングステイールの魔ま法ほうで対たい抗こうせしめてみせるとはっ！」

　そんなピンポイントな魔法は存在しない。汎はん用よう性がなさすぎるにもほどがある。

　顔を真っ赤に染めて、誰だれもいない虚こ空くうに大声で照れ隠かくしをしたニナは、すごすごと剣を拾った。どうやら、誰かに見られている方が羞しゆう恥ち心しんが抑よく制せいされる露ろ出しゆつ狂きようタイプのようだ。

　ちぇ、とニナが舌打ちして、

「けっきょく肩かた透すかしか。つまんね……ぇ!?」

　壁かべを蹴け飛とばそうとしたとき、その壁が蠢うごめいた。

　まるで動物の腸ちよう壁へきのように、艶なまめかしく動きはじめたのだ。

　片足を上げたまま、目をぱちくりと高速で上下させるニナの前で、生ける壁はじょじょに光を放ち、眩まばゆさを増していく。やがて、爆ばく発はつ的な光を発して、ニナが目を開けたときには、そこだけ壁を切り取って張りつけたかのように楕だ円えん形の青白い空間が出現していた。

　ニナは迷わず手を伸ばした。

　指先が青白い空間に消えていく。本来なら壁に突きあたるはずなのに。さらに手を差し入れると、肘ひじまでずぶずぶと埋うまっていく。

　にんまりとニナは笑う。

「わーぷだ！　こうなることがわたしにはわかっていたのだよ！」

　やたら堂々と噓うそを宣言するや否いなや、ニナはぴょんと身を躍おどらせて青白い光の門に飛びこんだ。

　瞬間移動の門ワープポータルに。




　門をくぐり抜けたニナは、壮そう観かんな光景に首が痛くなるほどあちこちに視線を送った。

　高い天てん井じよう。太い柱が整然と並び、壁も床も総白大理石作りの、だだっ広い部屋。

　奥には見上げんばかりの巨きよ大だいなリザードの石像が鎮ちん座ざしている。デザインこそ一階の無意味部屋とまったく同じだが、サイズは数倍だ。

　五階の大広間。

　ついに、ニナは五階に足を踏ふみ入れた。踏み入れてしまったのだ。

　ひとしきり大広間を観察してから、ニナはふっ、とほくそ笑えんだ。

「なにもないではないか。てっきり無数の怪かい物ぶつどもに取り囲まれると警けい戒かいしていたこのわたしがアホのようではないか。これでは茶番だよ、迷めい宮きゆうくんっ！」

　たっぷり増長したニナがふざけた感想を述べていたそのとき。

　六階への扉とびらから、三匹びきの大だい蛇じや──神しん獣じゆうケツァルコアトルが冒険者を感知して、ぬるりと出てきていた。翼つばさをはためかせて、しばらく空中を旋せん回かいしていたが、巨大な石像のなかに一匹ずつ入りこんでいく。

「だいたい、そこのデカブツくんもさぁ、芸がないよ。ちょっとでかいだけで、ウリザーのパクリじゃん！」

　ニナは斜め上を指さしつつ、挑ちよう発はつした。

　すると、その発言に呼応するかのように、ぐらりと部屋全体が揺ゆれ、ニナはその場で軽くたたらを踏んだ。ぱらぱらと細かい砂すな粒つぶが落ちてくる。

「なんだなんだぁ？」

　地じ震しんかと思って、周囲を見み渡わたしたニナの目の前に巨大な壁が落ちてきた。辺りが真っ暗になり、ずしん！　ふたたび床が揺れた。

「て、天井が壊こわれた!?」

　と、見上げて、ニナは自分の間ま違ちがいに気づいた。

　四足歩行の爬は虫ちゆう類るいが、重じゆう厚こうな量感をのそりと動かしていたのだ。

　巨大な石像が、動いた。ただそれだけのことだった。無意味部屋のシャドウリザードがかわいく見えるほどだった。しかも、こんどは実体を持たない影ではなく、石像そのものが動いているのだ。

　石像は、歩くたびに色づいていく。肌はだが緑色に、目が赤色に。

　即そく座ざにニナは迎げい撃げき態勢に移った。剣を抜き、

「くたばれこのデカブツめ！」

　おあつらえ向きに目の前に伸びていた太い脚に斬きりつけた。

　だが、ガコン！　と剣が跳はねかえされ、腕うでがびりびりと痺しびれた。当然のごとく、傷ひとつつけられなかった。

　それでめげるようなタマではない。ニナはすかさず二の太刀たち、三の太刀を浴びせた。

「いつつつ……なんて硬かたいんだよぅ……」

　ダメージは皆かい無む。とはいえ、巨きよ獣じゆうの気を惹ひくことはできたようだ。

　頭にトサカを立てた長い首が空気をかき乱しながら下を向き、ニナの豆まめ粒つぶみたいにちっぽけな姿を視界にとらえた。

　直後、突とつ風ぷうが吹ふいた。巨獣が横なぎに尻尾しつぽを振るったのだ。

　ニナの体は風圧で軽々と宙を舞まい、柱に背中から叩たたきつけられ、地面にべしゃりと落ちた。

「げぶぇっ……いっててて……」

　いつも当たりどころのわるいニナだが、奇き跡せき的に生きていた。いや、奇跡ではない。空中でちゃんと受け身の姿勢をとり、ダメージを逃にがしていたのだ。

　ニナは立ちあがり、剣を握にぎりしめた。




「なんだこれ!?」

　ブリッドは無意味部屋で、驚きよう愕がくに息をのんだ。

　ニナは迷宮に入ったときと帰る前に、必ずといっていいほど無意味部屋に立ち寄る。最近ではシャドウリザードに殺されることはほとんどなくなってきたが、念のため見に来てみたのだ。ニナの姿はなかったが、そのかわりに、石像の後ろの壁に謎なぞの青白い発光体があった。

　その青白い燐りん光こうは、ブリッドにかつて旧型の棺ひつぎを発見したかくれんぼ部屋のことを思いださせた。扉──いや、門だと思った。

　地面から小石を拾って投げた。小石は吸いこまれるように青白い光のなかに消えていく。ロープの先を出し入れしてみたが、切れたり熱くなったりはしていない。

　ニナはこの中に入った。確信した。

　ブリッドは、楕円形の青白いなにかをもういちど上から下まで見てから、意を決して飛びこんだ。とたんに、体中の一いつ切さいの感覚が失われた。

　目が見えず、音も聞こえず、なんの匂においもしない。天地の感覚もない。

　とうとつに、感覚が凝ぎよう縮しゆくしてもどってきた。目覚めの直後のように、頭がふらつく。

　気がつくと、見知った場所に立っていた。五階大広間。しかし、状じよう況きようは見知ったものではなかった。

　やけに暗い。見上げると、巨大なものの影かげにいるんだとわかった。目がおかしくなったのかと思うほど、大きかった。

　大広間に置いてあった巨像にそっくりだ。でも、色がちがう。皮ひ膚ふ感もちがう。真っ白な石像だったはずなのに、いまは、生物のような色と質感だ。

　地面に伸びた影がゆらりと揺れ、ずしんと地面が震ふるえることで、ようやく認にん識しきした。

　動いている──あまりにも大きすぎて、最初、歩いていることに気づかなかった。

「なんだ、あの化け物は……」

　呆ぼう然ぜんとつぶやいた。かすかな気配に、視線を落として、ブリッドは目を疑った。

　なんと、ニナが足元でちょこまかしていた。

　栗くり毛げを振り乱し、ステップらしきものを踏んだりごろごろと飛び前転をしたり、柱よりも太い巨獣の脚あしにえいっと剣けんを打ちこんで火花を散らしたりしている。戦っている、と解かい釈しやくするにはちょっと滑こつ稽けいな光景だ。人間の足元を賑にぎやかしている蟻ありんこにしか見えない。

　なぜ巨大な石像が動きだしたのかはわからない。謎の門が関係しているんじゃないかと思ったが、いまはどうでもいい。

「ニナ！」

　ブリッドは叫さけんだ。ニナが気づいてこちらに視線を向けてくる。

「逃げろ！　かなう相手じゃない！」

　ところがニナはまるで聞こえなかったかのように向きなおり、剣を振りかざし、無意味な火花を散らせている。

　このやろう……虫かと思ったら無視だ。

　ブリッドは舌打ちしてニナに駆かけ寄る。そのあいだもずしりと地面が揺れた。

「ニナ」

「……ふん」

　はなしにならない。ニナの首根っこをつかんで強ごう引いんに引きずる。

「やーめーろーってばぁ！」

　ニナがじたばたと抵てい抗こうしたが、かまうものか。巨獣から距きよ離りを取った。やつはいま、巨体には狭せまい大広間のなかをただぐるぐると歩いているだけだが、刺し激げきすれば怒おこらせるかもしれない。

「逃げるぞ」

「やだ」

「言うこと聞け！　あいつはさすがに相手がわるすぎる」

「やだっ。ひとりで逃げればいいじゃん」

「つべこべ言ってないで、こいって！」

「もう契けい約やくは解除したんだ」

「契約ってなんだ？」

　訊ききかえすと、ニナはふくれて、ぷいっとそっぽを向いてしまう。

「わたしたちは無関係なんだよ。一いつ切さいなにも関係ないんだよ。癒ゆ着ちやくなんてしてないんだよ。教会の連中にきかれたらそういえばいいんだよ」

　ふいに、ブリッドは、熱いものが目の奥からこみあげてくるのを感じた。

　アグニスが、正しかった。

　ブリッドは、黙だまって懐ふところに手を入れ、

「これをとれ」

　信号石を差しだしたが、ニナは受け取ろうとしない。

「もういらない。そんなものがあるから、ややこしくなるんだ」

「いいから、帰るぞ」

「わたしには帰るところなんかない。ここがわたしの家だもん」

「ちがう！　ざっけんな。おまえの家は、ぼくたちの家は、あの店だ！」

　ブリッドは力をこめて言った。

　ニナが困ったように眉まゆ根ねをよせて、唇くちびるを嚙かむ。

「帰るぞ」

　そう言うと、ニナがこくんとうなずいた。

　たまには言うことを聞いたか、と思ったとき──違い和わ感。なにか、ヘンだ。ブリッドの迷宮熟練者としての勘かんが異変を察知した。

　あれだけ騒さわがしく揺れていた地面が、さっきからぜんぜん揺れていない。そういえば、巨獣が動いていない。ただ、真っ赤な双そう眸ぼうがこちらを見すえている。見られている。

　なにかがヤバい。動いているときより止まっているほうが危険だ、と直感する。獣けものは、狩かりをする前にかならずいちど動きを止める。

　強引にでもニナを抱かかえて逃げようとブリッドが思ったそのとき、巨獣の口からなにかが飛び出てきて、空中を疾しつ走そうした。

　ブリッドはとっさに抜ばつ剣けんして、迫せまる黒い影に斬りつけた。不自然な手て応ごたえ。

　巨獣の口から、血のように赤いものがだらりと垂れさがっていた。途と中ちゆうで三みつ叉またに分かれた長い舌の先が、それぞれ意思をもった大蛇みたいにうねっていた。

　まずい。硬さと柔やわらかさが入りまじった、ゴムのような弾だん力りよく感は──神獣だ。

　三叉の舌が三方向から襲おそいかかってくる。剣で弾はじき返すが、傷ひとつつけられない。ブリッドは防戦一方に追いこまれる。スピードでは圧あつ倒とう的にまさっているが、手て詰づまりだ。とても他人の面めん倒どうまでみていられない。

「ここはぼくにまかせ──」

　遅おそかった。

　横からしゃしゃりでてきたニナが、とーう！　と舌のひとつに斬りこもうとする。が、かんたんにいなされて逆撃を食くらいそうになる。ブリッドは一足飛びに駆け寄り、ニナを蹴け飛とばした。

　つぎの瞬しゆん間かん──世界がくるくると回転する。目の前が真っ白になる。音が遠くなって、大理石の壁かべも巨獣もニナもどこかへいってしまう。

　硬い地面に叩きつけられる衝しよう撃げきで、ようやく世界が元にもどった。ブリッドは自分が木の葉のように宙を舞まっていたのだと、痛みとともに理解した。

　右腕の指が動かない。脇わき腹ばらも火を押しあてられたみたいに熱く、息をすると鋭するどい激痛がはしる。肋ろつ骨こつが何本かいかれているらしい。

　尻しりもちをついて、しぱしぱ瞬まばたきしていたニナが、駆け寄ってくる。

「バカちん！」

「お、いおい、そりゃ、ねえよ……いちおう、おまえを助けてやったんだぜ」

「バカ！　庇かばわなくても、わたしは死んでもだいじょうぶなのに！」

「そういやそうだったな……とっさで」

　ブリッドは、乾かわいた笑いをもらした。不覚にもほどがある。

「さきに逃げろ。あいつは、いまのおまえにはムリだ」

「やだっ！」

「うっせえ、逃げろ！」

「いーやーだーっ！　やだっ！」

「たまには言うことを聞けよ！　ぼくは、しばらく動けそうにない」

　そのとき、巨きよ獣じゆうの尻尾が、広間の円柱を横なぎに叩き折った。大小さまざま無数の破は片へんが飛んでくる。ブリッドはとっさに目をつむり、顔をそむけた。パラパラと砂すな飛礫つぶてが頰ほおをうった。

　ごん、と不ふ吉きつな音がした。

　目をあけると、ニナが床ゆかに突つっ伏ぷしていた。尺取虫みたいに尻を突きだし、後頭部に大きめの破片がのっている。直ちよく撃げきを食らったらしい。

　なんて……直撃を食らいやすいやつなんだ。

　棺化していないのだから、死んではいないようだが、この状況で気絶は死亡と同義だ。

「おいニ──」

　声をかけようとしたブリッドは、途中で言葉を切った。

　失神したはずのニナがむくりと立ちあがったのだ。

　様子がおかしい。目の色が変わり、別人のように顔からバカっぽさが消えている。それに体のまわりに、うっすらと青白い光を発している。

「ニナ!?」

　まるで声が聞こえないかのように、ニナは反応を示さない。

　びたんびたんと、巨獣の舌どもがうねりをあげて、手て柄がらを争うように迫ってくる。

　ニナがすぅっと虚こ空くうを指さした。すると剣がひとりでにふわりと浮うきあがった。それだけでも異常だというのに、直後、剣が霞かすみのように消えた。

　空裂音ひゆん──

　寸時。巨獣の長い舌が根元からちぎれ落ち、地面で生々しい肉の音を響ひびかせた。ずたずたに切り裂さかれた三叉の舌の上の空中には、消えたはずの剣が浮いている。

　あれが、舌を斬きった……？　ブリッドが疑問に思ったのも束つかの間──

　ニナが手を横に伸のばした。すると、まるで意思をもったかのように剣が空中を泳ぎ、高速で引きよせられる。ニナが頭上にかかげると、手から青白い光が伝わり、刃はも輝かがやきはじめる。さらに、剣の長さよりも高く、鋭く、立ちのぼる。

　地面ががくんと大おお揺ゆれした。ブリッドは目を左に転じる。

　舌という遠とお間まからの攻こう撃げき手段を失った巨獣が、一歩、こちらへ脚を踏ふみだしていた。ぎょろぎょろと赤い目が怒いかりに血走っている。

　やつめ……どうやら直接始末するつもりらしいな……

　ブリッドは、ニナに向きなおって息をのんだ。

　すでに、ニナの剣からのびる青白い光は天てん井じようを突きそうなほど高くなり、周囲にまばゆい光を振ふりまいている。

　バチバチと砂すな粒つぶが空中に浮きあがる。ブリッドは、手足の毛が立ち、鳥とり肌はだが立つのを感じた。

　ニナが、剣を振りおろした。無造作に。

　光と音が爆ばく発はつした。

　目の眩くらむ強きよう烈れつな光、間近に無数の雷かみなりが同時に落ちたような轟ごう音おん。肌はだに吹ふきつけ、髪かみをちりちりと焼く熱波。
















　感覚を狂くるわされたのか、ブリッドの意識は遠くなり、目の前で起こっていることが現実の光景とは思えなくなっていた。さっきの破片がじつは自分の頭にあたっていて、いまは夢を見ているんだ。そんなふうにさえ思った。

　やがて、すこしずつブリッドの視力がもどってくる。

　目に飛びこんできた光景に驚おどろいた。

　巨獣は動きを止めていた。いや、止めたのではない。止まらざるを得なかったのだ。緑色だった全身の皮ひ膚ふが真っ黒に炭化して、もうもうと黒こく煙えんをあげ、そして──威い容ようを誇ほこった巨体がまっぷたつの縦割りにされていた。

　その背後にも、ありえない異変が生じていた。頑がん強きような大理石の天井から壁にかけて、まるでバターをナイフで割さいたような鋭えい利りな亀き裂れつが入り、そのまわりの大理石がどろどろに融とけ、蒸発したのか、白い蒸気を立ちのぼらせている。

　ブリッドは、なにが起こったのかわからなかった。

　ただ、ニナが剣を振り、その結果、巨獣が死んだ、ということしか。

　そういえば。以前、アグニスが大おお騒さわぎしていたときに、ニナが、光が、どうこうといっていた。これと同じようなことが、あったんだろうか？

　からり……

　目を向けると、剣けんをその場に取り落としたニナがぐしゃりと倒たおれた。

　近づくと、白目をむいているが意識を失っているだけのようだった。ブリッドはその場に膝ひざをつき、息をひそめ、傷の痛みも忘れて呆ぼう然ぜんとしていた。

　しばらくのち。

　コォンと鐘かねの音ねのような音が響いて、光る門のなかから金きん髪ぱつの美人が姿を現した。

　フェリシアは大広間の中央で黒くろ焦こげになっている巨獣を油断ない目つきで観察してから、不思議そうに辺りを見み渡わたし、ブリッドに目を止めた。

　フェリシアが走りよってくる。

「ブリくん？　ケガしてる？」

「たいしたことはありません」

「だろうね。ここ五階じゃない？」

「そう、です……」

「あれ石像？　なぜかぷすぷすしているけど」

「元石像です」

「どうなっちゃってるの？　あの光の扉とびら、上とつながってるみたいだけど」

「ぼくにはさっぱりです」

　さっき起こった一連の出来事は、ブリッドにとってもよくわからないことだらけだ。

「ブリくんが、やったの？」

「ぼくじゃないです」

　ブリッドが指さすと、フェリシアはニナに目を向けた。ニナは仰あお向むけで白目をむいて、かすかに手足をひろげてひくひくしている。

「え、ぺしゃんコちゃん？　ぺしゃんコちゃんが、これを……？」

「そうです」

「うっそだー!!」

「ほんとうです。あいつは、神しん獣じゆうでしたから」

　フェリシアは、ふうん、と鼻を鳴らした。

「名前は？」

「ニナです」

「やるじゃない。もうぺしゃんコちゃんは卒業ね。でも、まだ途中だね」

「途中？」

「そ。冒ぼう険けん者しやはモンスターを倒して終わりじゃないからね」

　フェリシアは軽かろやかに跳ちよう躍やくする。巨獣の頭部に着地すると、短たん剣けんを抜ぬいた。並の冒険者では相当手こずるであろう巨獣を、みるみるうちに解体していく。高度なスキルとモンスターの体の知識がなければできない芸当だ。

　地上にもどってきたときには、拳こぶしほどもある赤い宝石をふたつ手にしていた。

「ちゃーんと解体して貴重なパーツをゲットするまでが冒険者のおしごと。リザード系のモンスターの眼球はねー、だいたい死後宝石になるの。これだけ大きいし、赤はめずらしいからかなり価値があるでしょうね」

　と、ブリッドに渡わたした。

「ニナだっけ？　そのコに渡しといて。お姉さんからのご褒ほう美び、ってね」

　そう言うとフェリシアは颯さつ爽そうときびすを返しかけた。

「待ってください」

「ん？」

「お礼を。ありがとうございます。フェリシアさんって、案外器うつわは大きいんですね」

　ぴくり、とフェリシアの眉まゆ毛げが動いた。

「どういう意味？」

　声にトゲがある。フェリシアは、美しい顔をひくひくさせていた。

「あ、いや、案外というのは、普段の印象より面めん倒どう見みがいいって意味で」

「ちがう」

「え？」

「器『は』？　それって、胸『は』小さいのにって意味？　そういうこと？」

「いえ、はぁ？」

「キミまでわたしの胸をばかにするのねっ！　忘れないからね！」

　ブリッドのちょっとした助詞の言い間ま違ちがいから、なにかを感じ取ってしまったフェリシアは、風のように六階への階段のほうに消えていった。

　動きも速いが、誤解も早いな……







　エピローグ







　その日、ブリッドはふたたび審しん問もん会に出頭した。

　アグニスが迷めい宮きゆうに入った件やニナとの黒い癒ゆ着ちやく疑ぎ惑わくなどの、もともとの審問理由にくわえて、謹きん慎しん中に迷宮に立ち入ったことで、完全に回収屋の資格をはく奪だつされるものと覚かく悟ごしていた。

　ところが、通達された結論は想像とまったく異なっていた。

　嫌けん疑ぎに関する一いつ切さいを不問に処し、謹慎処分も解除する。

　あいかわらず顔の見えない規律委員からそう告げられ、なぜ、とか、どうして、とか、そういった質問もすべて黙もく殺さつされ、ブリッドは審問会の部屋を追いだされた。

　しばらく、回かい廊ろうに立ちつくした。

　回収屋をつづけられるってことか……？　でもなんで……？

　中庭に生えた高い樹き々ぎを眺ながめあげながら考えてみたが、ちんぷんかんぷんだった。

　そのとき、肩かたをドン！　と叩たたかれた。腕うでがビリビリと痛い。ちょっとムカついて振ふりむくと、赤い髪のネネレーザが立っていた。

「おまえ、やるな？」

「え、なにがですか」

　他人を虫程度にしか思っていないであろうネネレーザに話しかけられたことは、ブリッドにとって意外だった。おまけに褒ほめ言葉らしきものまで。

「処分が前提の審問会に呼びつけられておきながら、処分を食くらわなかったのはおまえでふたりめだ。おまえ、なんか奥の手つかっただろ？」

　ブリッドは首を横に振った。それは、ブリッドにも同じく謎なぞだ。

「ちなみに、ひとりめって……？」

「あたしさ！」

　ネネレーザはなぜか上じよう機き嫌げんで高笑いしながら去っていった。




　攻こう略りやく都市、旧市街。

　うらぶれた通りの、これまたうらぶれた道具屋の扉を、力いっぱいあけたやつがいる。

「たっのも───────────っ!!」

「はいはい。そんな大声ださんとも聞こえま、あ、あんたは!?」

　奥から出てきた道具屋の老店主が、ニナの姿を見て顔を恐きよう怖ふの色に染めた。

　ニナは、んー？　と首をかしげ、店主の顔をまじまじと見る。

「あっ、カエルのじっちゃん！　ここじっちゃんの店かぁ」

「なんのようじゃ！　爆発の押し売りはおことわりだぞ!!」

「もぅ、ごあいさつだなぁ。おきゃくさん相手に～」

「客……？」

　老店主は疑わしげな目つきでニナを見つめる。

「うんそう。じつは薬草を探してるんだよね。朝からいろんな店まわってるんだけど、なかなか売ってなくてさぁ」

「攻略都市では需じゆ要ようがうすいからの。薬草ならうちにあるが……」

「おぉ。ちぎれた腕がぺたってひっつくくらいの強力なやつ、ある？」

「あるわけねーだろ……」

「じょうだんじょうだん。骨折とか打ち身にきくやつ、ない？」

「あんたは冒険者だろう。わざわざ薬草なんぞつかわんでも聖水を飲めばいい」

「わたしじゃないんだよね。回収屋なんだよね」

　老店主はうさんくさげに、棚たなの引き戸をあけた。なかには乾かん燥そうした葉や根っこ、動物の干物などが大量に入っている。

「打ち身用のじゃ。あるだけ持っていっていい。だから、さっさと帰ってくれ！」

「むむー。邪じや険けんにされてるなぁ……いったいわたしがなにをしたんだよぅ」

　不満そうに口を尖とがらせるニナに、老店主は信じられないとばかりに口を半開きにした。

「あ、あんたというやつは……」

「うそうそっ。爆ばく死しさせちゃってごめんね。買うならじっちゃんの店でって思ってた」

　ちょこんと手を合わせながら謝るニナに、老店主は、生ぬるい目を向ける。おめー、さっきと言ってることがちげーじゃねーか。

「ねーねーこれおいくら万ペンド？」

「代金なんかいらん。それもって出てけ！」

「ええー！　そういうわけにはいかないよー」

「あんた、金もっとるのか？　そうは見えんが」

「あ、そうだ。じっちゃんとこ、こういうのの買い取りやってない？」

　と、ニナは赤い宝石を老店主に渡した。

「これは……リザード系モンスターの？　大きい……！」

　一目で老店主は価値を見み抜ぬいた。目が合うと、ニナはにやりと笑う。

「これはさぞかし貴重なものらしいね。一〇〇〇〇──で、いかがかね……？」

「いや、しかし」

　老店主は戸と惑まどった。目の前のバカは交こう渉しよう上手気取りでふっかけてるつもりらしいが、少なく見積もっても五〇〇〇〇にはなる。ニナはすぐに口をすぼめた。

「なんだよう。そんなに渋しぶるなら五〇〇〇でいーから。買ってよー」

　ぜんぜん渋ってないのだが……

「ほんとうに、その値段でかまわんのかね……？」

　親切からの念押しを、べつの意味に受け取ったニナは顔を輝かがやかせる。

「いいのっ？　やったー！　すげー高く売れた！　これで借金も返せるぞー！」

　店を出ていくニナに、微び妙みような仲の親しん戚せきの孫を見るようなやさしい目で見送りつつ、おしあわせなやつだな、と微笑ほほえむ老店主だった。




　屋根裏部屋。

「ゲホっ、いてっ……」

　ベッドの上で、ブリッドは咳せきをした拍ひよう子しに、顔をしかめた。

　咳をしたり大きな声をだすたびにあばらが痛むのは困りものだが、腕のケガはもっと深刻だ。一晩安静にしていたら指は動くようになったから、折れてはいなかったようだ。あまり長いあいだ仕事を休むわけにもいかないし、悪化しないようにだましだましやるしかない。

　と、扉がばたむがん！　と蹴け破やぶられた。

　勢いこんで入ってきたのは、ニナだった。ブリッドは啞あ然ぜんとした。

「おまえ、それ、なにしてるんだ……」

「見てわかんないの？　薬草だよー」

「モノを聞いたんじゃねえよ」

　たしかにニナは薬草をもっている。ただ、その量が問題だ。なにしろ、顔が見えないほど両手に山盛りの薬草を抱かかえているのだ。

「これはお礼だよ」

「お礼？　おまえが？」

「きみきみぃ！　わたしだってたまには感謝するんだよ！　まぁ、ぶっちゃけ、ブリッドあんまり役に立たなかったけどね」

　このやろう……

「見み舞まいにきたのかケンカ売りにきたのか、はっきりしろ！」

「ふふ。まあまあ。はやく治ってもらわないと、わたしも安心して死ねないので」

「うん、だから死ぬなよ？」

「わぁってるって。もののたとえだってば」

「おまえの場合リアルすぎるんだよ。ともかく、ありがたくもらっとく」

「よーしっ！　さっそく、使おう！」

　ニナがばさーっ！　と空中に薬草を放ほうり投げた。葉や根っこが、狭せまい部屋を乱らん舞ぶする。

「バカ！　アホ！　余計な手間ふやすな！　つーかいてぇ！」

　怒ど鳴なり声を響ひびかせたブリッドは、ずきずきとあばらの痛みに襲おそわれた。下を向いて痛みに耐たえていると、どちゃっという金属音がした。ベッドに袋ふくろが置いてあった。

　なんだ？　と顔をあげると、ニナが得意げに胸を反らせた。

「四七二二ペンドにおまけして四八〇〇きっちりある。これで貸し借りなしね！」

　袋を開けてみれば、金貨や銀貨が入っている。たしかに五〇〇〇近くありそうだ。

　借金が返ってきた……？　こいつ、返そうという気持ちがあったのか……？　ブリッドは、ほとんど不意打ちを食くらったかのように、涙るい腺せんがゆるむのを感じた。

　そうとも知らないニナは、

「なんだよもう、散らかしちゃってさぁ……」

　とぶつくさ言った。しゃがみこみ、ひよこ歩きで、てめえが床ゆかにばら撒まいた薬草を拾い集めはじめる。ブリッドはそんなニナを見ながら、あらためて考えた。

　結局、ニナはすさまじいちからで巨きよ獣じゆうを葬ほうむったときのことをなにも覚えていなかった。

　あのあと、イリンシャに事の顚てん末まつをはなして分ぶん析せきしてもらおうとしたのだが、

『わかりません……そんなちからは、見たことも聞いたこともありません……わたしの知る魔ま法ほう体系とはべつの魔法かもしれません……』

　と、口を濁にごしていた。

　ニナには、記き憶おくがないだけで、過去はある。本人は凄すご腕うで冒ぼう険けん者しやと言い張っていたが、イリンシャすらも知らない未知のちからを考えれば、ほんとうにかつてはそうだったのかもしれない。もしかしたら、審しん問もん会で不問にされたことにも、ニナのあのちからが影えい響きようしているのかもしれない。

　考えに耽ふけっていたブリッドは、ふと、部屋が静かなのに気づいた。

　薬草が床の一画に集められ、そして、いつのまにかニナの姿は部屋から消えていた。

「ニナ？」

　返事はない。

　どこに……？　いや。考えるまでもないか。

　ニナがいくところは、決まっている。

　ただのバカにしか思えなかったしつこい行動が、あの神しん獣じゆうを呼び起こした。おまけに五階への近道までつくってしまった。攻こう略りやく本ぼんという名の常識にしたがっていれば、ぜったいに得られなかった成果だ。あいつがこの先どんなふうに、迷宮をかきまわすのか楽しみだ。

　と、枕まくらもとでなにかがブルブル震ふるえた。

　なにか──見るまでもない。ブリッドはひとつため息をつき、

「アホがまた迷宮で無む駄だ死じにしやがった─────!!」

　叫さけんだ。痛むとわかっていても叫ばずにいられなかった。

　ブリッドはベッドに左手をついて、身を起こした。痛みに耐えながらベッドから下りる。片手で回収屋の上着を肩かたに羽織り、剣けんを帯び、階段を下りる。

「あれれー、ブリッドさん、どちらへおでかけですです？」

「ちょっと迷宮にね」

　アグニスの問いに、簡潔に答えて、店を出た。

　拾う。こんどは自分から、渡わたした。歩けるうちは、ケガ程度で休んでいる暇ひまはない。その覚かく悟ごがなければ回収屋になんてならない。

　旧市街から南へ大通りを歩きはじめたブリッドの懐ふところには、探たん索さく石が入っている。







　あとがき







　はじめまして。割わり石いし裂さくです。

　本日は、本作をお買い上げくださり誠にありがとうございます！　年に五万回くらいしか人に頭を下げないという非常に高いプライドを持つわたしが、額ひたいを地べたにこすりつけてお礼申し上げます！

　え？　勝手に決めつけんな？　まだ買ってねーよ？

　なにぃ……？

　得体の知れない新人のあとがきなんかをわざわざ立ち読みするなんて、あなたもなかなかの変わり者ですね。よし！　気に入った！　そなたにはレジで店員さんにこの本を差しだしてお金を払はらえる権利をさずけよう！

　あんまりくだらねーこと書いているとスペースがなくなるので、本題にうつります。

　わたしには日ひ頃ごろからテレビや映画を見ながら、些さ細さいなことに一人でひたすらツッコミつづけるという寂さびしい趣しゆ味み──というか癖くせがあり、その難くせ癖はゲームをやっているときも変わりません。想像してみましょう。暗～い部屋で一人ゲームをやりながらぶつぶつ言いつづけてるやつ。うわぁ……客観視したらかなりいやですね。お近づきになりたくないです。いや、べつに部屋は暗くしなくていいんですけどね。というかゲームやるときは部屋を明るくしましょうね！　目と、うっかり目もく撃げきした人の心臓によくないですからね！

　ともかく。本作のアイデアも数々の難くせの中から生まれたものです。難易度の易やさしいＲＰＧなどでは、死んでも即そくゲームオーバーにならずに所定の場所で生き返ったりしますよね。「それ、だれが拾ってくんだよ、ボスにやられたんだぞボスに。あいつはらわた食らい尽つくしてやるって脅おどしてたんだぞ？　そのボスがまさか親切に死体を届けてくれるわけもあるまいし（別のブラックな話が始まりそう）、じゃあだれかが拾ってるんだな！」と、賢かしこいわたしは見み抜ぬいたわけです。わー。あらためて書いてみると短たん絡らく的ですねー。

　最後になりましたが、賞をくださった編集部の皆みな様さま、選考委員の方々、たいへんありがとうございました。それから本を仕上げるにあたって担当の編集者様には多々ご迷めい惑わくをおかけしました。また、すてきなイラストを描かいていただいたゆーぽん様にもこの場を借りてお礼申し上げます。
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100万まん回かい死しんでも少しよう女じよは死し体たい回かい収しゆう屋やの苦く労ろうを知しらない
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